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　平安時代中期、平たいらの将まさ門かどは腐敗する京きよう都と政権に不満をいだき、みずから『新しん皇のう』と名乗って関東に兵を起こしたが、流れ矢が頭に当たって戦死した。これを天てん慶ぎようの乱らんという。

　将門の首は京都に送られてさらされたが、目を見開き、歯ぎしりをして復ふく讐しゆうを誓った。そして三日後、首は白い光をはなち、みずからの胴体を探して東へ飛びさった。このとき関東の大地は揺れ、昼間も夜のようになり、その後も将門の祟たたりはつづいた。

　しかし鎌倉時代に僧・真しん教きようが、将門の首が落ちた場所に首塚を建て、霊を神かん田だ明みよ神うじんに祀まつったため、ようやく将門の霊は鎮しずまったという……。



―　将門首塚の由来　―



    

  
    
      



    

  
    
      


一章　消えた首





　九月の焼けたアスファルトの上に、ゆらゆらとかげろうが立っていた。

　東京駅を出ると、すぐ西に皇居が見え、左手には丸まるの内うち、右手には大おお手て町まちのビル街が広がる。ここは日本経済の中ちゆ枢うすうをになうビジネス街で、官公庁などもある。

　しかし、そんな都会のど真ん中に、およそ似つかわしくない一角があった。高層ビルの谷間にひっそりと、白い塀と緑の木々に囲まれた小さな土地があり、石の塔が残っている。千年の昔、京きよう都とから飛び去った平たいらの将まさ門かどの首がここに落ちたという「将門の首塚」である。

「平将門って、源氏物語で源みなもとの義よし経つねと戦った人？」

　夏休み明けの短縮授業期間が終わってもなお、ヒートアイランド化した東京は連日の猛暑である。草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校の昼休み、二年Ａ組の浅あさ間ま石いわ那なは学生食堂でスイカアイスをなめながら、そんなのん気な質問をした。

　ショートカットがボーイッシュな彼女だが、最近女性らしい魅力がそなわってきてクラス内外に隠れファンが増えている。来月にせまった学園祭の「ミス草薙コンテスト」にも一部のファンが彼女の水着姿見たさにこっそり推薦してしまったほどだが、当の本人は自分の変化にも男子たちの熱い視線にも、全然気づいていなかった。

「……その質問、どこからツッコみゃいいんだよ」

　石那の実家である葛かつ飾しか浅あさ間ま神社に居い候そうろうしている榎えのき小お角づぬはため息をついた。彼の、ぞんざいなことばづかいに似あわない端整な顔立ちと風水術の実力は、女子の人気を集めている。

　そのとき、石那の背後に狩かり衣ぎぬ姿の少年が現れて、遠慮がちに言った。

「石那さん、源義経は平家物語です。そこに出てくる平たいらの清きよ盛もりは将門を倒した貞さだ盛もりの子孫で、将門は承じよう平へい天てん慶ぎようの乱らんを起こした人です」

　彼は小角たちの同級生・諫いさ早はや東つ日が流るに仕つかえる金きん毛もう九きゆう尾びの狐きつねの式神、亜あ彌びだ。腕には、パンが入った紙袋を抱いている。小角は驚いて、素すうどんを食べていた箸はしを取り落としそうになった。

「狐のくせに、日本史に詳しいんだな」

「もちろんです。将門は、わたしたち狐があがめる北斗七星の化け身しんである妙みよう見けん菩ぼ薩さつの加護を受けて乱を起こしたんですから、狐のあいだでは有名人ですよ」

「そう言えば陰おん陽みよう道どうじゃ、北斗七星の破は軍ぐん星せいの方向を後ろにすれば勝負事ごとに必ず勝てるって言われてるな。ってことは、将門も陰陽道を知ってたのか」

　うなずいている小お角づぬの肩を、石いわ那ながおずおずと指でつついた。

「……あの、小角。ふたりの会話についていけないんだけど、注釈つけてくれない？」

「っていうかおまえ、孔く雀じやくとの戦いでスキルアップしたんじゃなかったのかよ」

「スキルアップしてたら、お弁当が腐ってふたりで学食に来てるはずないじゃない」

「……説得力だけはあるな」

　小角は硬い声でつぶやいた。料理レベル毒の石那は、先日小角にほめられたので調子に乗って弁当を作ったのだ。残暑厳しい九月に、弁当に、豪華海鮮ちらしを……。

「伽きや羅らはだいじょうぶか？」たずねる小角に、亜あ彌びはこわばった表情で首を横に振った。

「伽羅さんは式神用の霊力給食だけでは足りなくて、お弁当を楽しみにしていらっしゃったのですが、腐っていたので、わたしが焼きそばパンを買いにくることになったんです」

「伽羅ったら自分でくればいいのに……。迷惑かけてごめんなさい、亜彌ちゃん」

　石那は両手を合わせて謝った。亜彌は首を横に振る。

「いいんです。伽羅さんを外に出したら、ぜったい逃げて遊びにいってしまいますから」

「けど、あいつひとりで置いとくと他ほかの式神を食っちまうぜ」

「あっ！」小角の指摘を受けて、亜彌の顔からサッと血の気けが引く。

「す、すぐ結ケ界ー室ジに戻りますっ！」

　亜彌はパンの袋を抱いて、学生食堂から飛びだしていった。石那は肩をすくめる。

「やれやれ、伽羅のお守もりも大変ね……で、何の話をしてたっけ？」

「放課後に、将まさ門かどの首塚に行くって話だろ」

　と、小角はうどんをすすりながら答えた。

「あっ、そうそう！　志し摩まちゃんが、霊力をアップさせるには霊力の強いところに行けばいいんじゃないかって言うから、いっしょに行ってくるの。小角も来ない？」

「ばかばかしい。結局あれっきり、精神離脱も夢見もねえんだろ？　それに、変なとこをつついてまた妙な霊でも起こしちまったらどうすんだよ」

　素そっ気け無ない小角に、石那は不満そうに頬ほおをふくらませる。小角としては、別に意地悪をしているわけではない。ただ、石那に変わってほしくなかったのだ。

　そのとき、石那の前にふわりと赤いバラの花が一輪さし出された。最上級生である四年生のイケメン軟派男、石いし凝こり鏡きよう之の介すけである。彼は、サラサラの茶髪をかきあげながら、石那の耳もとでねっとりとささやいた。

「やあ、石那ちゃん。誘うならこのぼくを誘っておくれ、恋という名の甘い罠わなへと……」

「っていうか先輩、脳に虫下しの注射でもしたらどうだ？」

　小角はいきなり敵意むき出しで石凝に言った。石凝はバラの香りをかぎながら、小角を軽くにらみつける。

「無ぶ粋すいだな。人の恋こい路じを邪魔するやつは馬に蹴けられて死ぬんだぞ」

「あ、あたし、そんなつもりありません！　これ以上からかわないでください！」

　石いわ那なは真っ赤になってうったえた。そんな石那の頬ほおを、石いし凝こりは指でつんつんとつつく。

「からかってなんていないさ、きみってほんとにウブなんだね。ぼくはこのスイカアイスがうらやましいよ。きみのかわいいピンク色の舌で、体じゅうをなめ回されたい……」

　石那の肩を抱き、耳にふれるほど唇を接近させながらつぶやく積極的な石凝に、石那はとまどっている。小お角づぬは箸はしをテーブルに叩たたきつけると、椅い子すを蹴けって立ちあがった。

「オヤジ並みのセクハラ発言だな。あんまりふざけてっと、先輩でも燃やすぞ！」

　小角の右手に炎の渦うずが燃える。学生食堂の生徒たちは、ざわめきながら注目した。

「おい、ケンカだぞ！」

「あの小さいほう、去年の最優秀生徒じゃねえか？　石凝先輩、やばくねえ？」

「榎えのきくん、がんばって！　でも石凝先輩もちょっと好き！」

　一部、無責任な黄色い声援も聞こえる。石那はおろおろして小角の胸を押しとどめた。

「お、小角、怒らないで。あたし、別に気にしてないから……」

「ぼくを心配してくれてるんだね、かわいいハニー。でも心配はいらないよ、こんなヤマザルよりぼくのほうがずっと首塚のおともにふさわしいところを見せてあげよう」

　石凝は石那の肩を軽くつかんで脇わきにどけ、軽くウインクすると、いきなり小角に向かって術をはなってきた。

「辺ヘ都ツ鏡カガミ！」

　石凝は両手の中に光の円盤を作りだす。円盤はたちまち直径一メートルほどにもなり、まばゆい光をはなった。ふたりのバトルを観戦し応援していた生徒たちは、まぶしくて目をおおう。小角は光を直視しないよう左腕で目を隠しながら、反撃をしかけた。

「こんな目くらましが効くかよ、神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」

　小角は呪じゆ言げんとともに炎の渦を石凝に向けてはなったが、炎は光の円盤にはね返された。

「わっ！」小角はあわてて地面に伏せて炎をよけ、驚いて石凝を見つめた。

「石凝先輩のくせに、俺おれの術をはね返せるのか？」

「先輩をバカにしちゃいけない。二年間、よぶんに勉強も修行もしてるんだからね」

　石凝は余裕の笑みを浮かべた。小角は頭に血がのぼって、はねるように立ちあがると、

「けど、その術は天あま野の先生の呼ヨブ谺コダマといっしょで専守防衛だろ。攻撃しまくって力ずくでぶっ壊してやるぜ、神火火出見！」

　と、さらに威力を増した炎を石凝に向けた。炎はやはり鏡に当たってはね返るが、小角はかまわず徹底的に押して押して押しまくる。

「ちょっと、やめてったら！」石那の声も、ふたりの耳には入らなかった。小角の炎に押されて、石凝の光の円盤がたわみはじめる。

（やったか？）と、小角は口もとに微び笑しようをきざんだ。

　だがそのとき、石いし凝こりもまた笑みを浮かべて、呪じゆ言げんをとなえた。

「沖オキ都ツ鏡カガミ！」

　小お角づぬの背後にもう一枚、光の円盤が現れた。小角はギョッとして振りかえる。はね返された炎は、背後の円盤にふたたびはね返され、二枚の円盤の間でバウンドしながら増幅されていった。

「わーっ！」無数に増幅した炎をよけきれず、小角は直撃を受けて倒れた。石凝はスッと手を上げて術を解とく。二枚の光の円盤は、光の粉となって消え失うせた。

「小角っ！」石いわ那なはあわてて小角に駆けより、抱き起こした。

「いてて……油断したぜ」と、小角は顔をしかめて、頭をブルブルッと振る。

「頭は使いようってことさ。鏡の反射率を下げておいてやったから、消し炭にならずにすんだんだ。いきがるのもけっこうだが、上級生にケンカを売るときは気をつけるんだね」

　石凝は勝ちほこった目で悔しそうな小角を見おろすと、彼のそばに寄りそっている石那に、鼻がくっつくほど顔をくっつけてきて甘やかにささやいた。

「これでぼくの実力がわかったかい？　これでも最優秀生徒の候補には何度もノミネートされてるんだ。さ、では首塚にエスコートいたしましょう、マドモアゼル」

　石凝は自信満々だった。だが石那は、ムッとして石凝をにらむと、いきなりその頬ほおにバシーンと平手をくらわせた。

「えっ？」石凝は予想だにしていなかった展開にびっくりして、目をぱちくりさせる。

「下級生相手にひどいじゃないですか！　小角、保健室に行きましょ。だいじょうぶ？」

　石那はダメージのせいでまだ少しフラついている小角を支えて立たせた。小角は石那に肩を貸されているのが恥ずかしくて、憎まれ口を叩たたく。

「保健室なんか行かなくていいって！　手を放せよ、おせっかいだな！」

「だって、どこかケガしてたらどうするのよ」

「保健室には薬やく師し先生がいるんだから、よけいに気が休まらねえって！」

　ふたりは言いあいながら、食堂から出ていった。あとに残された石凝は、呆ぼう然ぜんとしてたたずんでいた。

「石凝先輩、先生に見つかって叱しかられる前に片づけ手伝ってくださいよ」と、観戦していた生徒たちがバトルで散らかったテーブルや椅い子すを起こしながら無情なことばをかける。

「石那ちゃん、どうして……ぼくが勝ったのに……」

　石凝の目から、ほろほろと涙が落ちた。



　放課後、結局小角は石那に同行して首塚に向かった。石那たちだけで行かせるわけにはいかなかったし、石凝が石那に近づいてくるかもしれないという懸念もあったからだ。

「わぁ、大都会にゃ～！」

　小お角づぬの式神で白猫の化け身しんの少女、伽きや羅らが高層ビルをぐるりと見回して、目をぐるぐるさせた。学校の周辺以外では式神を見慣れていない人も多いことに配慮して、猫耳を帽子で隠し、白いしっぽもズボンの中にしまっている。

　石いわ那なの式神で、耳が翼になった白ウサギの因いな幡ばは、私服姿の石那のポシェットの中に身を隠し、顔だけチョコンと出していた。秋あき津つ志し摩まの式神で枕まくらほどの大きさのイモ虫の比禰ころねは、ひもをつけられてバックパックのふり（とても無理があるが）をしている。

「ほんとに、こんなところに将まさ門かどの首塚なんてオドロなものがあるの？」

　せわしなく行ゆき交かうビジネスマンたちの姿を目で追いながら、石那は不審そうにたずねた。丸メガネと三つ編みが特徴的だが存在感のない志摩が、分厚い本を石那につきつける。

「もちろんです！　石那ちゃんがのんびり学食でごはん食べてるあいだ、わたしはこの歴史学的資料でせっせと調べていたんですから！」

「歴史学的資料のタイトルが『将門っち☆至上主義♪』かよ」

　小角が低い声でつっこんだ。伽羅も石那を押しのけるようにしながら本をのぞきこむ。

「にゃあにゃあ、どうしてこの本の表紙、少女漫画みたいな絵で鎧よろい姿の武士が武士の生首を両手で持ってキスしてるにゃ？　おっかしーにゃあ」

「文句言わないでください。そうでなくても歴史系サークルは少ないのに、周りが新しん撰せん組ぐみばかりの中で、硬派に将門オンリーで通してる古株サークルさんなんですよ」

「志摩の日本語、ときどきわかんないにゃ」

　と、伽羅が眉まゆをひそめる。石那がおそるおそる、志摩にたずねた。

「……そう言えば、中学校の修学旅行で京きよう都とに行ったとき、自由行動で志摩ちゃんと壬み生ぶ寺でらってとこに行ったよね。新撰組のお寺で、近こん藤どう勇いさみの像の横に絵馬が架かけてあったんだけど、お願い事を書いてるやつは少なくて、『歳とし×総そうＬＯＶＥ』とか意味不明のこと書いてる絵馬が多かったよね……それと、絵馬の下にはプラスチックの衣装ケースみたいな奉納箱があって、中にはこんな感じの耽たん美びな同人誌がいっぱい詰まってたよね……」

「それって奉納品なのかよ。自分たちが死後、腐ふ女じよ子しに好きほうだいオモチャにされてるってわかったら、おちおち死んでられねえな」

　小角は疲れ果てて額を押さえる。志摩は無視して「将門っち☆至上主義♪」を開いた。

「とにかく、どうしてこんな大都会に首塚があるかということなんですけど、ビジネス街の一等地ですから土地がもったいないので撤去しようという動きはあったみたいです。関東大震災のあと、首塚をどけて大おお蔵くら省しようの庁舎を作ろうとしたら役人が次々にケガをしたり病気にかかったりしたとか、終戦直後、ＧＨＱが首塚を撤去しようとしたら、整地していたブルドーザーが横転して運転手が死んだり事故が続発して手を引いたとか……」

「すごい。いかにも祟たたりって感じね」

「他ほかにも、首塚の近くでビル工事をするときにはきちんと供養をしないと工事中に死人やケガ人が出たり、首塚の鬼門にあたるビルの部屋に人が入ると祟たたりがあるので倉庫になってるとか、周りのビルの会社員はぜったいに首塚に背を向けて座らないとか……」

　志し摩まの声がだんだん低くなる。石いわ那なはぞくぞくしてきて、鳥肌の立つ腕をさすった。

「……あの、志摩ちゃん。そんなとこ行ってだいじょうぶなの？　祟られない？」

「祟られるぐらいのほうが、石那ちゃんの内なる力を目覚めさせられるかもですよ。何か事故があったとしても、榎えのきさんもいらっしゃるんですからだいじょうぶだいじょうぶ」

「ひとごとだと思って軽く言わないでくれる？　先週だって、精神離脱の修行のために魂を肉体から引きはがすとか言って十回も遊園地のフリーフォールに乗らされたけど、出たのは未消化のお昼ごはんだけだったわ」

「今度こそだいじょうぶですって。将まさ門かどっちの怨おん念ねんを信じてください」

「将門っちとか言ってる時点で信しん憑ぴよう性せい皆無なんですけど……」と、石那はジト目を向けた。

　やがてビル街の中に、木々がうっそうと茂った公園のような場所が現れた。「将門塚」と書かれた案内用の石柱が建てられている。

「すげえ。ほんとにあったぜ」小お角づぬは好奇心を刺激されて目をぱちくりするが、石那は薄気味悪そうに小角の背後に隠れた。そのまま薄暗い石畳の上を歩いていくと、墓のような石碑が建っている。落ち葉などはほとんど落ちておらずきれいに掃除されているし、真新しい花やサカキが飾られているところを見ると、今も参拝者が絶えていないようすだ。石碑の前に立った瞬間、小角は寒さむ気けを感じてブルッと震えた。

「さすが将門の首塚だな、ものすごい霊気だ。背中がゾクゾクするぜ」

「あたしでも寒気がするわ、よっぽど霊気が強いのね。さすが祟るだけのことはあるわ」

　と、石那は腕をさすった。伽きや羅らは、石碑の周囲に石で作られたカエルがたくさん飾られているのを見て、首をかしげた。

「どうして首塚の周りにカエルがいっぱいいるにゃ？」

「ああ、これは将門っちの魂を鎮しずめるためのものです。将門っちは蛇としてあらわされるので、カエルとナメクジをそばに置いて三すくみ状態にさせているわけですね」

　何かと雑学にくわしい志摩が説明する。伽羅は納得してポンと手を打ち、

「にゃーるほど。ってことは、このカエルどっかにやったら何か起きるにゃ？」

　と、カエルに手をふれた。石那があわてて伽羅を後ろから羽は交がい絞じめにして引きはがす。

「ちょっと、バカなことしないでっ！　ほんとに祟りがあったらどうするのよっ！」

「っていうか、大昔に死んだ将門の首塚にしちゃこの石碑、真新しすぎねえか？」

　小角は不審そうに石碑に近づく。志摩が本を開いて言った。

「本物の首塚は、石碑の後ろにある石いし灯どう籠ろうみたいなやつだそうですけど」

「石碑の後ろ？」小角は石碑の後ろに回ってみた。だが、そこには直径一メートル、深さ五メートルほどの穴が掘られているだけだ。穴のそばには、苔こけむした石が積まれている。

「……もしかして、これが首塚か？　どう見てもぶっ壊されてんだけど」

「首塚が壊されてるですって？」

　石いわ那なはびっくりして小お角づぬのそばに飛んできた。志し摩まも、それを見て愕がく然ぜんとする。

「将まさ門かどっちの首が盗まれたんですかっ？　おのれ、将門っちフェチのしわざですね！」

「存在感ねえくせに、全すべての人間を自分と同じレベルで考えるなって。いくらフェチでも、頭ず蓋がい骨こつはちょっと家に飾りにくいだろ」

「っていうか、これって超やばいじゃない。もろ祟たたりが来そうよ」

　石那は声を震わせて、小角の背中にぴったりとくっつく。いつの間にか柔らかさを増した石那の胸が背中に当てられ、ドキドキと早鐘のように鳴る心臓の音が小角の背中に伝わってくると、小角もつられてドキドキしたが、動揺を表情にあらわさないよう一度深呼吸してから、冷静をよそおってゴホンと咳せき払ばらいをして口を開いた。

「その、つまり……悪質なイタズラじゃねえか？　最近、ナスカの地上絵の上を車で走ってタイヤあとだらけにするようなイカレポンチの腐れド外げ道どうもいるらしいからな」

「それとも、将門っちの首が胴体を求めて飛んでいったのかもしれませんよ」

　ふと志摩が、緊張したようすで妙なことを言った。小角が怪け訝げんそうにたずねる。

「それってギャグなのか？　笑いどころがわかんねえんだけど」

「冗談で言ってるんじゃありません。将門っちは関東で戦死して首だけ京きよう都とに送られたんですが、その首が『自分の胴体を持ってこい、首をつないでもう一度戦ってやる』って叫さけんで、白い光に包まれ胴体を探しに関東に飛び戻ったってこの本に書いてるんです」

「じゃあ将門の胴体は、首塚とは別の場所にあるってことか？」

「神か田だ山やまというところに埋められてるそうです。カンダと書いてカダって読むんですが、体を埋めたからカダ山というわけです」

　それを聞いて、小角はふと頭の中で考えがつながり、ポンと手を打った。

「そうか！　カンダって言えば、天てん海かいは江戸城にしいた風水で、鬼門の守りに神かん田だ明みよ神うじんを作ったんだっけな。ってことは、神かん田だって地名は将門のカラダから来てるってわけか」

「ついでに兜町かぶとちようは、首が飛んでいる途中で兜がそこに落ちたからだそうですよ」

「なるほど……将門は京都から見ると反逆者だけど、江戸幕府からして見れば関東独立戦争の英雄で守護神だったってわけか」

　小角は納得してうなずく。石那は気味悪そうに顔をしかめて言った。

「ふだんあまり気にせずに聞いてる地名なのに、体とか兜とか言われると生々しくて不気味ね。首と胴体をいっしょに埋めてあげればよかったのに」

「そりゃそうか。胴体を鬼門の守りにしてるのに、どうして首だけ江戸城の東がわに？」

「とにかく、神田明神か神田山に行けば首が見つかるんじゃないでしょうか。祟りがある前に見つけてここに戻すのがグッデストだと思います」と言った志摩に、小角がつっこむ。

「おまえ英語の比較級に弱いだろ。グッドの比較級はモアベターだぜ」

「小お角づぬ、それも違う。っていうか懐かしいし」

　石いわ那なが小角の胸に基本どおりの裏うら拳けんを入れる。そのとき彼女は、首塚の穴のそばに一枚の黒い羽根が落ちているのに気づいた。

「……羽根？」

「超不吉にゃ、将まさ門かどの首が無くなった次はカラスの羽根にゃ！」

　伽きや羅らは震えあがる。だが小角は、その羽根を石那から取りあげながら言った。

「カラスの羽根ならもっとでかいだろ。この羽根の大きさじゃ、せいぜいハトだぜ」

「だけど黒いハトなんて、いるのかしら？」と、石那は薄気味悪そうに眉まゆをひそめる。そのことばに答えるように、周囲の木々の葉がザワザワッと鳴った。

　いつの間にか、首塚を囲む白塀の上や木々の枝に、黒い鳥がひしめいていた。ハトほどの大きさで、くちばしだけがまるで鮮血に染まったように赤い。上くちばしの根もとには一本の角のようなものが生えていて、まるでサイのようだった。

「どうやら、こいつらが羽根の主みたいだな」小角は鳥を見回して言った。

「い、いつの間にこんなにたくさんの鳥が集まってきたの……？」石那は声を上ずらせる。

　鳥の数は百羽や二百羽ではきかなかった。おそらく何千羽という大集団である。首塚の木という木、塀という塀にとまって、小角たちに注目していた。

「見えるのかよ。やっぱおまえ、霊力上がってるみたいだな」と、小角は石那に言った。

　異界とこよの存在である穢ケガレや式神や神獣などの霊体、幽霊などは、人界このよとは別の次元に存在している。草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校の生徒たちが持つ式神のようにゲートを通って人界に移相される場合をのぞいて、霊的なものは別の位相に存在するので人界の物理法則が適用されない。目の前に存在していても見えないし、ふれたり感じたりすることもできず、お互いにすり抜けてしまうのだ。それが見えるか見えないか、感じるか感じないかは、見る者の霊力の強さや、霊波のチャンネルの合う合わないに左右されるのである。

「わたしにも見えますよ。この鳥、いったい何なんでしょう？」

　志し摩まは比禰ころねをかばって抱きながら後ずさる。比禰はイモ虫だけに鳥が怖いらしく、恐怖に固まりながら、黄色い汁をじわっと漏らしていた。

「少なくとも、味方じゃなさそうだな」と、殺意にらんらんと光る鳥たちの目を見て小角がつぶやいた。鳥たちはいっせいに、翼を広げて飛びたった。

「ウトゥー！」

　真っ赤なくちばしを大きく開き、聞きなれない鳴き声を立てながら、鳥は小角たちに襲いかかる。小角は軽く肩をすくめ、石那に苦言を呈ていした。

「だから怪奇スポット系には、興味本意で近づいちゃいけねえってんだよ」

「ご、ごめん……」石那は反省して肩をすぼめる。

「そう落ちこむことないにゃ。伽きや羅らにとっちゃ、海鮮ちらし食べそこねた恨みと空腹感をここで晴らすチャンスにゃよ」

　そう言うと、伽羅は帽子をかなぐり捨てて、白い毛におおわれた耳をプルプルッと震わせた。耳の表面に、薄紫色の静電気がパリパリッと走る。

「紫し電でん一いつ閃せんにゃ！」

　叫さけぶと同時に、伽羅の全身に帯電した静電気がいかづちとなって鳥たちに襲いかかった。

「ウトゥー！」鳥たちは感電して絶ぜつ叫きようし、真っ黒焦げになってボトボトと地面に落ちる。伽羅はぺろりと舌なめずりすると、鳥を一羽つまみあげて大きく口を開いた。

「香ばしい匂においがしておいしそうにゃ、いただきまあす」

「おい、正体のわからねえバケモノ食うなよ。腹こわすぜ」

　小お角づぬが注意しても伽羅は聞く耳を持たず、たちまち三羽を食べてしまった。

「言ってもムダか、仕方ねえやつだな」呆あきれてため息をつく小角の目の前にも、黒い鳥の群れがせまってきた。小角は軽く息を吸いこむと、風神の呪じゆ言げんをとなえた。

「神カム志シ那ナ津ツ！」

　小角のことばは、唇から出た瞬間、カマイタチをふくんだ風となって渦うずまいた。単一の敵に絶大な破壊力をおよぼす火ホ火ホ出デ見ミの呪言と違い、志シ那ナ津ツは威力こそ弱いが複数の敵を同時に攻撃することができる。風に巻かれた鳥たちはカマイタチに引き裂かれる。まるで、ミキサーの中で砕かれるフルーツのようだった。

「ヘッ、楽勝だぜ」小角は余裕の笑みを浮かべる。伽羅も次々に電撃をはなって鳥を落としては、せっせと腹におさめていた。しかし戦うすべを持たない石いわ那なは、因いな幡ばが襲われないように腕にしっかりと抱きしめて守るのがせいいっぱいだ。

「ウトゥー！」相手が弱いと見こしたのか、鳥たちは石那に目標をさだめて襲いかかった。

「キュウウッ！」因幡は悲鳴をあげる。石那も真っ青になりながら、いちかばちか、震える唇で大おお祓はらえの祝詞のりとをつむいだ。

「い……気い吹ぶき戸どに坐ます気い吹ぶき戸ど主ぬしと云いう神……根の国底そこの国くにに気吹いぶき放ちてむ……！」

　石那が口にした呪言は烈風となり、ドオッと激しい音をたてて鳥たちに叩たたきつけられた。鳥たちは衝撃波によって粉砕され、黒い羽根がバッと散った。

「よ、良かった……ダメモトだったけど、何とかまだあたしの祝詞、使えてるみたい」

「すごいじゃないですか、わたしの言ったとおり首塚に来て良かったでしょう？　弱いザコ敵が大量発生ってことは経験値をかせぐチャンスですよ、どんどんどうぞ！」

　志し摩まがメガネをキラキラかがやかせて言ったが、石那はブルブルッと首を横に振った。

「どんどん……って無理よ、志摩ちゃん。これ、霊力の限界で一回しか使えないのよ」

「一回きりですか？　まあ、男のロマンですね、萌もえますねえ」

　志摩は両手を胸の前で組んでうっとりする。石那は眉まゆをひそめて志摩にかみついた。

「何がロマンよ、ひとごとだと思って！　一回きりじゃ全然役に立たないじゃない！」

「そんなことありませんよ、波動砲だって連射できないからロマンなんです。ついでに自爆装置っていうのも、ちょっと男のロマン感じません？」

「志し摩まちゃん、お願い。きちんとあたしの話を聞いて会話して」

　石いわ那なはうなだれながら志摩の両肩を手で持ち、疲労しきった声でうったえた。そのとき、無む駄だ口をたたいてスキだらけの彼女らを狙ねらって、ふたたび鳥たちが襲いかかってきた。

「きゃあっ、また来た！」

「任せてください、こっちは威力は低くてもエネルギー充じゆう填てん時間が短くて連射可能です。というわけで比禰ころねちゃん、デスラー砲発射！」

「っていうか、術の名前変わってない？」

　石那は硬い声でつっこんだ。ちなみに正解は「ころねっと」である。

　志摩は比禰をミサイルランチャーのように小こ脇わきにかかえて、鳥たちに向けた。比禰は口からねばねばした真っ白い糸を吐き出す。糸は投と網あみのように広がって、鳥たちを百羽近くも絡めとった。

「ギイイッ！」鳥たちは網の中でバタバタと暴れる。それを見て因いな幡ばは比禰に敵てき愾がい心しんを燃やしたのか、いきなり石那から離れて飛びたった。石那は驚いて因幡に手を伸ばした。

「あっ、因幡！　行っちゃだめ！」

「だいじょうぶですよ。このあいだ因幡ちゃん、レベルアップしたんでしょう？」

「だってあたしはそのときのこと覚えてないし、それに敵が多すぎるわ！」

「じゃあ援護射撃します。ハイパーデスラー砲発射！」

「だから術の名前変わってない？」

　志摩は石那のツッコミを無視して、ころねっとを発射する。因幡に襲いかかってきた鳥たちはたちまち絡めとられたが、それを逃れた一羽が因幡の丸い体に鋭い爪つめを突きたてた。

「キュウーッ！」

　因幡は引きつった声をあげ、爪から逃れようと必死に耳の翼をばたつかせた。しかしニワトリの卵ほどの大きさしかない因幡では振り払えず、上空へとさらわれてしまう。

「神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」小お角づぬは因幡を救おうと、鳥に向けて炎をはなった。しかし、鳥はすでに空高く舞いあがっていて術が届かない。

「お願い、因幡を返して！」

　石那は真っ青になり、空を見あげて叫さけぶ。小角は焦あせって、伽きや羅らに命じた。

「伽羅、何してんだ！　変へん化げして飛べ、因幡を助けろ！」

「うにゃ？」伽羅は地べたに座りこみ、ぽっこりふくれたおなかを満足げにさすりながら、とろんとした目を小角に向ける。

「かんべんにゃ。おなかいっぱいで、何だかものすごくダルいにゃよ」

「ダルいですむかよ、このものぐさ猫！」

　と、小お角づぬは伽きや羅らの肩をつかんでガクガク振る。伽羅の頭は、まだ首のすわっていない赤ちゃんのようにグラグラ揺れた。

「うにゃ～、式神ぐらいまたゲートルームから連れてくればいいにゃよ。今度はもう少し身が多いのをキボンヌにゃ。牛うし鬼おにあたりが百パーセントビーフで理想的にゃよ」

「っていうか、百パーセントビーフだと鬼成分ねえだろ！」

　小角が怒っても、伽羅はわれ関せずといったようすで大きなあくびをする。石いわ那なは泣きそうになりながら、小角に替わってなおいっそう強く伽羅の肩を揺さぶった。

「そんなかんたんに替えがきくわけないじゃない、あたしの金魚の式神を食べちゃったうえに因いな幡ばまで見捨てるの？　お願いだから助けてあげて！」

　しかし伽羅は大きなあくびをするばかりで、立ちあがろうともしない。

「……仕方ねえな」小角はため息をついて、空を見あげた。

　小角自身、前回の戦いで、自分の過去について疑問をいだいた。誰だれに教えられた覚えもない孔く雀じやく明みよう王おうの密みつ呪じゆは、あれきり、怖くて使っていない。コントロールする自信が無いのはもちろんだが、自分が自分でなくなるような気がするからだ。しかし今は、そんなことを言っていられる状況ではない。小角は両手を組むと、孔雀明王の印いんをむすんだ。

「いちかばちかやってみるぜ。オン・マユラ・ギランデイ・ソワカ！」

　孔雀明王の真言をとなえた瞬間、小角の体は強い力でぐいっと空高く引きあげられた。石那と志し摩まは、びっくりして声をあげる。

「すごい、小角が飛んだわ！」

「榎えのきさん、がんばってください！」

　小角は組んだ両手の指を翼のように羽ばたかせながら、因幡をさらって飛んでいく鳥を追った。しかしなかなか姿勢を安定させられず、思った方向に体を向けられなくて、高層ビルのあいだをジグザグに飛ぶ。

　少年が窓の外を飛んでいく姿を目撃したビジネスマンたちは、ビルの中で大騒ぎしていた。黒い鳥の姿は、彼らには空気の歪ゆがみかもやか、霧雨のようにしか見えなかった。

　そのとき、小角の背後に黒い影がせまってきた。他ほかの鳥たちが小角を追ってきたのだ。

「ちっ、自分たちが有利な空中に引っぱり出したってわけか。鳥とり頭あたまもバカにできねえな」

　鳥たちは小角を取りかこもうとする。何か作戦があるようだと察した小角はかこまれないようにかわしながら飛ぶが、まだ飛天術に不慣れなため、見る見る追いつかれてしまう。

「ウトゥー！」鳥たちは真っ赤なくちばしを開き、小角を襲ってきた。小角は必死に体勢をととのえながら、風神の呪じゆ言げんをとなえる。

「神カム志シ那ナ津ツ！」

　たちまち風の渦うずが小角の周囲をバリヤーのように取りかこみ、鳥たちを粉砕した。

「ギエエッ！」黒い羽根がバッと飛び散る。ところがばらばらにされた鳥はたちまちそれぞれが鳥の姿となり、さらに数を増して小お角づぬを取りかこんだ。

「ちっ……これじゃ志シ那ナ津ツの呪じゆ言げんは使えねえぜ」

　だからといって、火ホ火ホ出デ見ミの呪言では一体ずつしか倒せない。敵はほぼ無数といっていいほど多いのだ。これでは勝てない、と小角は逃げだしたが、鳥たちは雲のように群れをなして追いかけてくる。

　地上では石いわ那なたちが、ハラハラしながら小角を見あげていた。首塚の周りには、鳥は一羽も残っていなかった。

「志し摩まちゃん、どうしよう。このままじゃ小角がやられちゃう！」

「どうしようと言われても、あんな上空ではころねっとも届きませんし、唯一空を飛べる伽きや羅らさんがこの調子では協力していただけそうにありませんね」

　志摩は伽羅に目を向ける。伽羅は地面にごろりと転がって、眠りこんでいた。

「ちょっと、伽羅！　小角がピンチなのよ、なに寝てるのよ！」

　石那は伽羅を揺さぶった。しかし伽羅はあいかわらず、まったく起きる気配がない。

　そうしているあいだにも、小角は鳥たちから必死に逃げていた。いかに小角の霊力が強くても、飛天術はいちじるしく霊力を消耗するので、さすがの小角も疲労しはじめていた。

　何より、慣れない術はまだ完全に制御できているわけではなく、少しでも油断すれば小角は高層ビルに叩たたきつけられて自滅しかねない。その緊張がよけいに彼の精神力をすり減らしていることが、地上で見ている石那にも伝わってきた。

「いったいどうすればいいの……？」石那は、自分の無力さを悔しく思いながら唇をかんだ。だがそのとき、彼女は昼間、石いし凝こりが使っていた呪言を思いだした。

「……そうだ！」石那はポシェットから身だしなみ用の手鏡を取り出すと、上空を飛んでいる小角に向けた。鏡は太陽の光を反射してかがやく。小角はまぶしくて目を細めた。

「うわっ、何しやがる！　俺おれを落とすつもりかよ！」

「違うったら！　ここに向かって火火出見を撃って！」

　石那は大声で叫さけんだ。それを聞いて、小角はハッと察する。

「……そういうことか。石凝先輩に著作権使用料を払わなくちゃいけねえな」

　小角はいちど孔く雀じやく明みよう王おうの印いんを解といた。たちまち彼の体は落下しはじめる。落下しながら、小角はいつも左手にはめている水晶の念ねん珠じゆを外した。八個の水晶玉に、八はつ卦けの模様がそれぞれきざまれている。小角は念珠を投げあげると、呪言をとなえた。

「八はつ卦けき鏡よう！」

　八個の水晶玉はぐるぐると回転しはじめ、念珠の内がわに薄い鏡のような気の膜ができる。次に小角は右手に炎を生みだすと、石那が手にした鏡に向けて炎の渦うずをはなった。

「神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」

　ゴオッ、と激しい音を立てて炎の渦うずが飛ぶ。小お角づぬはすばやく孔く雀じやく明みよう王おうの印いんをむすびなおし、

「オン・マユラ・ギランデイ・ソワカ！」

　と、飛天術の密みつ呪じゆをとなえて宙に浮きあがった。

　炎の渦は、石いわ那なが両手で支えるように持っている手鏡を直撃した。

「うっ……！」あまりの衝撃に、石那は思わず鏡をはじき飛ばされそうになって、必死にこらえる。炎の圧力に押されて、石那の足がズズッと一メートルも後ろにすべった。

　石那の手鏡に跳ねかえされた炎は、宙に浮かんでいる八はつ卦けき鏡ように向かって飛んだ。炎は二枚の鏡の間で無限に増幅され、間にはさまれた鳥たちを次々に焼き落としていく。

「ギャアアアアッ！」鳥たちの悲鳴が不気味に響いた。小角は周囲に飛びまわっている鳥たちに、あらためて風の呪じゆ言げんをはなった。

「神カム志シ那ナ津ツ！」

　たちまち風は鳥たちを巻きこんで、二枚の鏡の間に持っていく。増幅した炎の中で、鳥たちは燃え落ちる。残った鳥たちは形勢不利と見るや、すばやく引きあげはじめた。

「ウトゥー！」呪のろうような声で鳴きながら、鳥たちは東へと飛びさった。

「待てっ、因いな幡ばを返しやがれ！」

　小角は鳥たちを追う。そのとき、地上から石那の悲鳴が聞こえた。

「待って、小角！　これ、どうしたらいいのーっ！」

　石那の絶ぜつ叫きように、小角はあわてて地上を見おろす。石那の手鏡と小角の八卦鏡の間で炎はさらに増幅をつづけており、その圧力は石那の限界を超えつつあった。志し摩まが石那に手をかして支えているが、それももう限界だ。小角がどうにかしようとするがまにあわず、石那はついにはじき飛ばされてしまった。

「きゃあ！」石那は志摩を下敷きにした状態で、ドッと倒れた。手から離れた鏡はあらぬ方向に炎をはじき返し、炎はまるでレーザー砲のようにまっすぐ小角のほうへ飛んでくる。

「よ、よりにもよって、このクソ阿あ魔ま！」

　避けようとしても、小角はまだ飛天術に不慣れですぐには思ったように動けない。威力を増した炎の直撃を受ければ、大ケガはまぬがれないだろう。小角は覚悟して息をつめた。

　しかしそのとき、小角の前にふわりとひとりの少女が舞いおりた。小角に背中を向けた彼女は、白地の狩かり衣ぎぬと赤い袴はかまを着ていて、腰にかかるほど長く垂れた絹糸のような黒髪がやわらかく風に揺れていた。

　小角は彼女を知っていた。その名を呼ぶ前に、少女は桑の木で作った小さな弓に、矢をつがえるように指をかけると、そこに光の矢を生みだして、渦まく炎の中心に射うちこんだ。

「桑そう弧こ蓬ほう矢し！」光の矢が射ちこまれた瞬間、炎はまるで花火のようにバッと飛び散り、無数の赤い火の粉となって空中に溶けるように消えた。

　彼女は小お角づぬのほうをゆっくりと振りかえる。小柄で色白で、黒目がちのおとなしそうな少女……小角が見間違えるはずもない。三ヶ月前に別れた幼なじみの歩き巫み女こ、三み輪わ祝はふりだった。

「祝ちゃん……！」小角がその名を呼ぶと、少女はにっこりとほほえんだ。

「ど、どうしてここに……？」

　小角は驚きのあまり、孔く雀じやく明みよう王おうの印いんをむすぶ指を動かすことを忘れてしまった。次の瞬間、小角は地面めがけて落下する。

「わーっ！」

「小角、危ない！」

　石いわ那なは思わず顔をおおう。祝はまるでツバメのようにひらりと身軽に空中で身をかえすと、小角めがけて急降下してきた。

「小角ちゃん、わたしの手をつかんで！」

　白い狩かり衣ぎぬのたもとを翼のようにはためかせて、祝は小角に手を伸ばす。小角は空中でバランスが取れずクルクル回り、何度か祝の手をかすめた末、ようやくガシッとつかまえた。祝はそのまま小角を引き寄せて、彼の体を胸にしっかりと抱きしめる。見かけのきゃしゃさにたがわぬ、祝の体の頼りないほどの柔らかさに小角はドキッとし、頬ほおが赤くなった。

「胡フ沙サ！」

　祝は小角を抱きしめたまま、澄みきった声で呪じゆ言げんをとなえた。この呪言は小角の志シ那ナ津ツの呪言に似ているが、風を守り風をあやつる神風の巫女一族の姫である祝のそれは、はるかに強力である。風は祝と小角を包みこみ、ふたりの体を首塚の上まで運ぶと、ふわりと地面に降り立たせた。小角の念ねん珠じゆも風に運ばれて戻ってくる。祝はそれを受け取ると、小角の左手首を取って、そっとはめてやった。

「はい、どうぞ。小角ちゃん、ケガは無い？」

「あ、ああ……サンキュ」小角は祝に手をふれられて、いささかどぎまぎした。この時期の少年少女は日々成長し、変わっていく。懐かしい幼なじみは、しばらく見ないうちにますます術も冴さえ、神秘的なその美しさにも磨きがかかったように思えた。

「小角、だいじょうぶだったっ？」石那が、真っ青になって小角に駆けよった。

「まあ祝ちゃんのおかげでだいじょうぶだったけど……っていうか祝ちゃん、なんでここにいるんだ？」

「その前に、この子をお返しします」

　そう言って、祝は狩衣のふところの中から因いな幡ばを取りだし、石那に渡した。因幡はブルブル震えている。鳥につかまれていた部分の皮がむけて、血がにじんでいた。

「因幡！」石那はうれしさに泣きそうになりながら、因幡を抱きしめた。

「因幡を助けてくれてありがとう、祝ちゃん！　また会えてうれしいわ」

「最強のライバルが復活してきたのに、そんなのん気なこと言ってていいんですか？」

　志し摩まが低い声で石いわ那なに耳打ちした。石那は赤くなって志摩をにらむ。

「へ、変なこと言わないでよ、志摩ちゃん！　どうしてライバルなのよ！」

「ふふん、さーてねー」志摩は意味深しんにそう言って、邪悪な笑みを浮かべた。

　小お角づぬは祝はふりにはめてもらった左手首の念ねん珠じゆを、しっくりとくる位置に動かした。冷たい水晶珠に、彼女の体温がほのかに残っているのを確かめるように撫でながら、小角は祝にたずねた。

「すなおに喜びたいとこだけど……祝ちゃんが東京に戻ってきたってことは、それだけ東京がまた、ヤバい状態になってるってことだよな」

「え、ええ……」

　祝はしばし言葉をにごしたあと、ためらうように口ごもりつつ語りはじめた。

「……実はそうなの。小角ちゃんたちに心配かけないように、黙って片づけるつもりだったんだけど、まさか小角ちゃんたちがここにいるなんて……」

「水くさいこと言わないでよ、祝ちゃん。自分の住んでる街を守るのは当然だもの、いくらでも力になるわ」石那は祝の手をぎゅっと握った。祝は困惑しながら、石那を見つめる。

「……石那さん。なんだか、変わられましたね」

「えっ？」突然そんなことを言われて、石那はとまどった。

「ど、どう変わったの？　もしかして、きのうポテチひと袋食べて二キロ太っちゃったのバレた？」

「ポテチひと袋だと？　あれは仲良く半分こしろって咲さく耶やさんに言われてたやつだろ！」

　小角は石那に鼻先をくっつけるようにしてどなる。石那はあわてて、手で口を押さえた。

「だ……だって止まらなかったんだもん。だ、だいたい集団生活してるのに、おやつが次の日まであるなんて思ってる小角が甘いのよ！」

「開き直るなっ、今日帰ってから食うの楽しみにしてたんだぞ！」

　あいかわらずのやりとりをくり広げる小角と石那を見て、祝は少し呆あきれながら、

「……いえ。やっぱり石那さん、お変わりありませんね」と、苦笑して言った。

「で、いったい今度は東京に何があるってんだ？　もしかして、こいつに関かかわりのあることか？」

　小角は深い穴があいた首塚のあとを指さす。祝は硬い表情になって、うなずいた。

「ええ、そう……日本じゅうで起こっている風の乱れのおおもとを探しているうちに、いつのまにかこの東京に戻ってきてしまったの」

「その話、詳しく聞かせてくれるよな」

　小角は祝の両肩を手でつかみ、彼女の目を間近からじっと見つめて、強い口調でたずねた。祝はドキッとして小角を見あげる。夏が過ぎて、彼女の幼なじみは少し背が伸び、より男っぽく頼もしくなっていた。祝はふりは、白い頬ほおがカアッと火ほ照てるのを止められなかった。

「え、ええ、でも……その前に、ここを離れたほうがいいと思うわ」

　祝は小お角づぬから目をそらしながら言った。頭上から轟ごう音おんが聞こえる。小角が見あげると、テレビ局のヘリコプターだった。遠くから、パトカーのサイレンの音も聞こえてくる。

「……もしかして、俺おれが飛びまわってたんで通報されたのか？」

　騒ぎの大きさに息をのむ小角に、石いわ那なが言った。

「仕方ないかもね。魔法建築士自体がいまいち認知度低い上に、飛空術を使える人なんていないに等しいもん。場所が場所だし、幽霊か何かと思われたんじゃない？」

「幽霊ならまだいいけど、首塚を掘り起こした犯人だって言われたらややこしそうだな。とっととトンズラするか」と、小角は眠りこんでいる伽きや羅らの腕を引っぱった。

「おい、伽羅。いつまで寝てんだよ、逃げるぞ！」

　だが、伽羅は目を覚ますようすはない。ぐったりとして、体じゅうの力が抜けてしまっていた。肌は完全に血の気けをうしない、青白く冷たくなっている。

　小角はギョッとして伽羅の肩をつかみ、抱き起こした。そのとき、伽羅の口からキラリと赤い血がひとすじ流れ落ち、地面を染めた。

「き……伽羅っ？　どうしたんだっ！」

　小角は伽羅を揺さぶる。祝はあわてて飛んできて、小角の腕をつかんだ。

「動かさないで、小角ちゃん！」

　彼女は周囲を見回す。伽羅が食べた鳥の残ざん骸がいや、比禰ころねの糸に絡めとられた鳥たちは、霊力を失ってとうに消え失うせていた。しかし伽羅のみぞおちの辺りがふくらんでいたので、祝には食い意地のはった伽羅が鳥を食べたのだろうということが容易に想像できた。

「善う知と鳥うを食べたのね」

「ウトウ？」聞きなれない名前に小角は思わず聞きかえす。祝は険けわしい表情でうなずいた。

「化け鳥よ。赤い体液に毒があるの……全すべてを腐らせてしまう恐ろしい毒が」

「全てを腐らせるっ？　つまり伽羅の内臓が腐っちまうってことかよ？」

　小角は大きく目を見開いた。

「そう言えば……いつもの伽羅なら小角が危険なときには即行で助けに行くはずだわ。なのにさっき面倒くさがって動こうとしなかったのは、もしかして善知鳥の毒にやられてたからってこと……？」石那もショックのあまり、呆ぼう然ぜんとしていた。

「だから、何でも拾い食いするなっていつも言ってんだ。いま霊力を分けてやるからな」

　小角は伽羅の額にそっと右手を置く。石那が興味深そうにたずねた。

「いつも不思議だったんだけど、霊力を分けるってどうやるの？」

「魂を与える呪じゆ言げんをとなえるんだ。ただし輸血といっしょで、受けるがわの霊力のキャパに対して与えるほうの霊力が少ないとこっちの命に関かかわるから要注意だけどな」

　小お角づぬはそう答えると、念を集中して呪じゆ言げんをとなえた。

「提だい婆ば達だつ多た！」小角の右手が白く光り、伽きや羅らの中に注がれていく。ところが、伽羅の全身がうっすらと光りはじめたと思った瞬間、光はパッと粉のように散ってしまった。

「わっ！」小角は感電したような衝撃を受けて、手を引っこめた。

「どうなってんだ、はじかれちまったぜ」

「善う知と鳥うの毒のせいで、拒絶反応を起こしているみたいだわ」

　祝はふりは沈痛なおももちで、首を横に振った。小角は焦あせってたずねる。

「拒絶反応？　それじゃ、いったいどうすりゃいいんだ？」

「わたしにもわからないわ、善知鳥の毒におかされると地獄の苦しみの末に死んでいくということしか……取りあえず今は、これ以上悪化しないようにするしかないわ」

「くそっ……」小角は悔しそうにうめき、倒れている伽羅をそっと左手でなでた。小角の左手首の念ねん珠じゆがほのかに光ると、伽羅の体は白い光の粒子となって念珠の中に消えていく。

「伽羅……」水晶玉の中で眠りこんでいる伽羅を、小角はつらそうに見つめた。

　いつも元気のかたまりのようで殺してもまず死ななそうな伽羅なのに、その彼女がこんなに突然に死の危険にさらされることになるとは、考えたこともなかった。それだけに、小角の動揺は激しかった。

　パトカーの音が近づいてきた。立ちつくしている小角の腕を、祝が引っぱった。

「早く行きましょう、小角ちゃん」

「あ、ああ……」

　小角は生返事をし、祝たちとともにその場から走り去った。



　石いわ那なの家である葛かつ飾しか浅あさ間ま神社は、うっそうと茂る鎮ちん守じゆの森に囲まれた、古びてはいるが荘そう厳ごんな雰囲気のある神社だ。

　夕暮れどきの境けい内だいを、たおやかで匂においたつような気品のある巫み女こが竹のホウキではいていた。石那の姉の、咲さく耶やである。ホウキではいているといっても、別段、境内が落ち葉などで散らかっているわけではない。ホウキというものには穢ケガレを祓はらう呪じゆ力りよくがあり、目に見えるゴミだけではなく、目に見えない邪念などもはき清めることができる。こうして聖域である神社を清らかな状態に保つことも、巫女としての重要な役目なのだ。

「あら……祝さんではありませんか？　戻っていらっしゃったんですか？」

　咲耶はホウキを持つ手を止めて、清楚な顔に花がほころぶようなほほえみを浮かべる。祝が答える前に、小角が念珠を手首からはずして咲耶に見せ、逼ひつ迫ぱくした表情でたずねた。

「咲耶さん、伽羅が善知鳥を食っちまったんです。どうすればいいんですか？」

「善知鳥？　あの、血に毒があるという……？」

　咲耶は念珠を手にとった。石那は感心して咲耶を見つめる。

「さすがお姉ちゃん、善う知と鳥うのこと知ってるんだ」

「いいえ。小さいころお父さまに聞いたことがあるだけで、よくは知らないんですが……伽きや羅らさんはずいぶん弱っているようですね、取りあえず霊力を補充してみましょう」

　咲さく耶やは社殿の祭さい壇だんにサカキの玉たま串ぐしをささげ、その上に伽羅が入っている念ねん珠じゆを置いた。

　葛かつ飾しか浅あさ間ま神社では富士山そのものをあがめているため、祭壇にはご神体にあたるものは無い。祭壇は富士山がある西のほうを向いていて、富士山から流れてくる気を直接受けるのである。

「お願いします、咲耶さん」

　小角は咲耶に頭を下げた。水晶玉の中で、伽羅は身をちぢこまらせて胎児のように眠っている。もうこのまま目覚めないのではないかと、小お角づぬは背筋がゾクッとした。

「がんばれよ、伽羅。俺おれが必ず助けてやるからな」

　小角は念珠を何度も手でなでながら、小さな声でつぶやいた。いつもケンカ半分でふざけあっていても、術者と式神の間の心のつながりというものは、他ほかにかえがたいほど固いものだ。その信頼関係が無ければ、そもそも気まぐれな式神たちは自分たちより霊力に劣る人間などに従ったりはしない。石いわ那なも志し摩まも、式神使いとして小角の気持ちは痛いほどよくわかった。

　咲耶は、そんな小角の肩をそっと叩たたいた。小角はハッとして振りかえると、念珠から手を放し祭壇の前からどいて、咲耶に場所をゆずった。

「すみません、咲耶さん」

「いいんですよ。心配ですものね」咲耶はいたわるように優しく言って、紙かみ幣しでを振ると、澄んだ声で大おお祓はらえの祝詞のりとをとなえた。

「速はや佐さ須す良ら比ひ賣めという神、持もち佐さ須す良らい失いては、罪つみという罪はあらじと、祓はらい給たまい清め給うことを、もろもろ聞こしめせ！」

　ドオッ、と神棚から風が吹いた。それはふつうの人間には感じることのできない、気の流れだった。小角たちが見守る中、富士山からの気の流れに、咲耶の長い髪や着物のたもとが激しくはためき、紙幣がざわざわと揺れる。

「すごい……！」祝はふりですら、その術に思わず目をうばわれた。

　気の流れはゆっくりと渦うずをまき、サカキの玉たま串ぐしの根もとから吸いこまれて、葉から蒸散し、その上に置かれた念珠を包みこんだ。念珠は気を吸収して、ほのかにかがやきはじめる。

　全すべての気が念珠に吸収されると、風は止まった。咲耶の髪やたもとが静かにおさまり、紙幣が、さらり、と小さく音を立てて動きを止めた。

　小角はおそるおそる、うっすらと光をはなっている念珠に近づく。水晶玉の中で伽羅はあいかわらず眠ったままだったが、青白かった頬ほおや指先に血の気けが戻ってきていた。小角はホッと胸をなでおろし、念ねん珠じゆを両手で大事に取りあげた。

「だいぶ良くなったみたいだ。さすが咲さく耶やさんだな」

「いくら榎えのきさんが最優秀生徒でも、お清めに関してはやっぱり巫かん覡なぎのかたにはかなわないものなんですね」

　不思議そうに言った志し摩まに、小角は自分のことのように誇ほこらしげに答えた。

「当然だろ。こんな古ぼけた神社にいるからわからねえだろうけど、咲耶さんの術は巫覡の中でも超トップクラスなんだぜ。東つ日が流るんちの会社からも、専属で地とこ鎮しずめをしてくれって、しょっちゅうスカウトが来てるぐらいだしな」

「東日流んちと専属契約すれば、お金に困らないのに……」

　不服そうにつぶやいた石いわ那なの額を、咲耶は軽く握ったこぶしでコツンと叩たたいた。

「そんなことはできませんよ、巫覡は神と人の橋渡しをして人を助けるのが天に与えられた仕事です。会社の巫覡になってしまったら、お金を持っている人しか助けられません。何よりわたしは、両親から受けついだこの神社を守らなくてはならないんですから」

「それはそうだけど……」

　石那は今ひとつ聞き入れがたいようすだ。小お角づぬは念珠を手にしながら、咲耶にたずねる。

「咲耶さん。伽きや羅らがまだ目を開かねえんだけど、霊力が足りねえのかな」

　言われて、咲耶は小角の手の中の念珠をのぞきこんだ。

「そのようですね。富士からの気はとほうもなく強いので、まさか気が足りなかったわけではないと思うのですが……取りあえず、ようすを見てみましょうか」

　咲耶は、念珠へと気を送ったせいで黄色く変色してカサカサに乾燥してしまったサカキの枝を、新しいものに取りかえる。少し心配そうな小角を励ますように、石那がその背中を手のひらでパンと叩いた。

「だいじょうぶよ、お姉ちゃんの術を信じなさい。この寝ぼすけ猫のことだもん、朝になったらケロッとした顔で『ふにゃ～、よく寝たにゃ～、おなかペッコペコにゃ～、コロッケくれなきゃ小角を食うにゃ～』とか言ってるって」

「おまえなあ、微妙に恐いモノマネすんなって」

　そう言いながらも、小角は石那のことばにちょっと安心したようすだった。しかし、念珠を見守る咲耶は、あまり楽観的なようすではなかった。

「取りあえずだいじょうぶだとは思うのですが……もし明日になっても伽羅さんが目覚めなかったら、体力よりも毒のほうが強いということなので、薬やく師し医い王おう術じゆつで解げ毒どくをしなくてはいけないかもしれません」

「薬師医王術ってことは……もしかして、薬やく師し先生に頼むってことですか？」

　小角の表情がわずかに引きつった。咲耶はどうして小角がそんな表情をするのか、不思議そうにたずねる。

「どうかしましたか？　薬やく師し先生の呪じゆ医いとしての実力は、国家レベルでもトップクラスだとうかがっていますけど……」

「人間性的にはかなり破は綻たんしてますけどね」と、小角は小さな声でつぶやいた。

　薬師瑠る璃り子こは草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築学校の校医で、特に式神の治療には定評がある。ただ、非常に開放的かつ積極的な性格で、年齢・性別・種族などにいっさいかかわらず「欲しいものは即ゲット」を信条としているため、目をつけられている小角にとって保健室に行くことはかなり勇気を要することだった。

「頼むぜ、伽きや羅ら。明日までに目を覚ましてくれよな」

　小お角づぬは祈るような気持ちで念ねん珠じゆをさする。志し摩まがにっこりほほえんだ。

「そんなに心配しなくてもだいじょうぶですよ、榎えのきさん。男の子は、いつかは経験しておかなくてはならないことです。諫いさ早はやさんとの予行演習だと思って……」

「なんでメガネが光ってんだ？　っていうか予行演習って何だ！」

「ほら、元気になった。わたしは榎さんを元気づけてあげようと思って、わざとからかったんですよ」

「さりげに恩に着せてるけど、学校の壁に五十センチおきに妙なあいあいガサをびっしり書いたの、おまえだろ」厳しい目でにらんでいる小角に、志摩はケロッとして答える。

「あれだけ描いておいたら、サブリミナルでその気になるかなーと思いまして」

「サブリミナルってのは、それとなくするもんだろ！　高さ一メートルのあいあいガサのどこがサブリミナルだっ、っていうかどうして俺おれと諫早をくっつけたがるんだっ！」

「いえ、ほんとは諫早さんとお兄さんをくっつけたいんですけどね。兄弟ものはポイント高いですから」

「……おまえ、生ぬるいほほえみを浮かべて遠くを見るクセやめろよな。怖いから」

　小角は志摩にジト目を向けた。石いわ那なは肩をすくめて、ため息をつく。

「冗談はともかく、薬やく師し先生のとこに行くのは気が重いわよね。善う知と鳥うを捕まえておいたら、解げ毒どくの手がかりがあったかもしれないけど」

「すみません。因いな幡ばちゃんを助けることで頭がいっぱいで……」

　祝はふりが両手を胸の前で組んで、しゅんとしてしまう。石那はあわてて首を横に振った。

「あっ、ううんっ、祝ちゃんのせいじゃないわよ！」

「それに、善知鳥ってころねっとで捕まえてもすぐに消えちゃいましたから、このあいだの八や咫た烏がらすみたいに一羽一羽はただの分身なんじゃありませんか？」

　志摩の指摘は割といいところをついていた。小角もうなずく。

「だろうな。ま、伽羅が目を覚ましてくれりゃ保健室に行かなくてすむんだ。頼むぜ」

　小角が念珠にそう語りかけると同時に、彼のおなかが「キュルルル～」と鳴った。小角はハッとしておなかを押さえ、咲さく耶やに聞かれたかと赤くなる。そんな小角を見て、咲耶は母のように優しくほほえんだ。

「そろそろ夕ごはんにしましょうか、おなかがすいているでしょう」

「は、はい、すみません」小お角づぬはばつが悪そうにポリポリと頭をかいた。咲さく耶やは夕飯のしたくをするため、巫み女こ服のたもとを器用にたすきがけしながら、祝はふりにたずねた。

「祝さんもおあがりになられますか？　またしばらくここにいてくださるんでしょう？」

「えっ……でも、ご迷惑ではありませんか？」

　おどおどとたずねる祝の背中を、石いわ那ながポンと軽く叩たたいた。

「遠慮しないで、祝ちゃん。あたし勝手に祝ちゃんのこと妹みたいに思ってるし、いつまでもいてくれていいのよ」

「そ、そうですか。では、厚かましいですがお世話になります、すみません」

　祝はぺこりと頭を下げた。彼女は礼儀正しすぎて、いつまでも他人行儀である。いかにも育ちが良いという感じだ。

「それではしたくをしてきますね」

　そう言って去ろうとした咲耶のあとを、祝はあわてて追いかけた。

「あっ、待ってください！　お世話になるのですから、わたしがさせていただきます！」

「いいんですよ。久しぶりなんですから、皆さんとつもる話もあるでしょう？　できたらお呼びしますから、ゆっくりしていらしてくださいね」

　咲耶は優しくしとやかな笑顔でそう言って立ち去った。祝はまだ遠慮していて、所在無げにおろおろしている。

「そう言えば祝ちゃん、いつ東京に戻ってきたんだ？」

　バタバタしていて再会のあいさつもまだだったことを思い出し、小角がたずねた。

「ええ、一週間ほど前……風がひどくざわついて、わたしを東京に導いたの。そのとき暗あん剣けん殺さつの方角から善う知と鳥うが影にまぎれて姿を隠し、東京に入ってくるのが見えたわ」

「暗剣殺？」小角は、そのまがまがしいことばに敏感に反応した。

　ちまたに跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしはじめている、無免許の違法魔法建築士たち……風水術を悪用し、禁止されている呪じゆ殺さつ風水陣をあやつる彼らの裏に組織立った構造があると見た魔法建築士協会および魔法建設省は、現在勢力的に調査を進めている。しかしまだ敵の全容解明にはいたっていない。唯一、小角が知り得た情報は、敵の組織が「暗剣殺」と呼ばれていること、そしてそこに「太たい白はく」と呼ばれる存在がいることだけだった。

　そんなことを知らない祝は、不思議そうに首をかしげてたずねた。

「小角ちゃん、どうしてそんなに驚いているの？　いくら天てん海かいが江戸城に完かん璧ぺきな風水の守りをしいても、暗剣殺にあたる方位は全すべての守りを打ち砕いてしまうのよ」

「そう言えば、今月の暗剣殺は東南の方角だったか……」

「ええ。だから善知鳥は東京駅の上を通って、皇居のほうへ飛んでいったの。わたしはてっきり皇居を狙ねらっているんだと思って……でも、違っていたようね」

「首塚を狙ってたってこと？」石いわ那なの質問に、祝はふりはうなずいた。

「首塚が掘り起こされているのを見たときは、てっきり将まさ門かどの首が自分で神かん田だまで飛んでいったのではと思ったんですけど……」

「首と胴体をつなぐために、ですね。この歴史の本に、将門っちの首がさらされているとき『首をつないでもう一度戦ってやる』って叫さけんだって書いてありますもの」

　と、志し摩まが本を開いて祝に見せる。祝はその本を見て、はっと頬ほおを赤らめた。

「あの……どうして歴史の本の表紙に、鎧よろい姿の武士が男の生首と接せつ吻ぷんをかわしている絵が描かれているのでしょうか」

　志摩の人格に免疫のない祝は困惑していた。小お角づぬがあわてて、志摩から本を取りあげる。

「このクソ阿あ魔ま、見せる相手を選べよな！」

「無ぶ粋すいな榎えのきさん、免疫のない純情なコが恥じらう姿って最高に萌もえますのに……」

「エロオヤジみたいなこと言うなっ！　本気で燃やすぞ、っていうか鈍器で殴るぞ！」

　小角にかみつかれて、志摩はつまらなそうに唇をとがらせる。にらみ合っているふたりの間に、石那が割って入った。

「ケンカしてる場合じゃないでしょ。結局、将門の首はどこにいっちゃったの？　自分で飛んでったんじゃないの？」石那の問いに、祝が答えた。

「それが……今日、将門の首が無くなっているのを見つけて、いちおう、神かん田だ明みよ神うじんや神か田だ山やまなど、将門の胴体があると言われている場所を探したんです。でも、どこも変化はありませんでした。そんなときに首塚の上に善う知と鳥うが大発生しているのを見つけて、何か手がかりがあるかと思って戻ってきたんです」

「そのおかげで、俺おれと因いな幡ばが助かったってわけだな」

　小角は石那の肩の上にいる因幡に目を向ける。因幡はそのときのことを思いだしたのか、小さな丸い体をブルブルッと震わせて「キュウッ」と応こたえるように鳴いた。

「けど、じゃあ将門の首はどこに行っちまったんだ？　善知鳥と将門の首に、何か関係があるってのか……？」

　小角は深いため息をついた。祝はそんな小角を心配して、そっと彼の腕に手をふれた。

「だいじょうぶよ、小角ちゃん。わたしもこの事件が解決するまで、ここにとどまって協力するわ。伽きや羅らさんはきっとだいじょうぶ、だから元気を出して」

「祝ちゃん……」小角は少しほろりと来て祝に目を向ける。だが、ハッと我にかえって、あわてて両手で自分の頬を叩たたいた。

「いけねえ、年下の祝ちゃんになぐさめられてる場合じゃねえぜ。伽羅の術者として、俺がしっかりしなくちゃいけねえのに」

「そんなに気張ることないじゃない、あたしだって手伝うわよ。祝ちゃんほど役には立てないだろうけど、とにかく伽きや羅らのためにできることなら何でも手伝うから」

　石いわ那なもぎゅっとこぶしを握って小お角づぬに言った。それを聞いて、小角は頭をかく。

「……やばいな。俺おれ、そんなに落ちこんでるように見えてるのか」

「仲間は協力するものですよ、榎えのきさん。どうぞ遠慮なさらずに！」

　志し摩まもたまにはまともなことを言った。小角は彼女らの気持ちがうれしくて、いつも肩ひじを張っている彼には珍しく、すなおな笑顔を見せた。

「……サンキュ。じゃ、何かあったら頼もうかな……」

「任せて！」

　石那は軽くガッツポーズをして、ニコッと笑った。そんな石那の笑顔を横目で見て、祝はふりはぼんやりと何か考えている。その視線に気づいた石那が、不思議そうに祝を見つめた。

「どうかした、祝ちゃん？」

「えっ……いいえ、別に」祝はプルプルッと首を横に振る。やっぱり、石那が以前とどこか変わったような気がしたからだが、あまりしつこくそんなことを言うとぶしつけだと思い、祝は口をつぐんだ。だがふと、どこか変わったと言えば……と小角に目を向けた。

「小角ちゃん、孔く雀じやく明みよう王おうの飛天術を使えるようになったのね。すごいわ、どんなに徳の高い修しゆ験げん者じやでも会え得とくするのは不可能だって言われている幻の呪じゆ法ほうなのに」

「すごいって、祝ちゃんだって空を飛べるじゃない？」

　石那がたずねると、祝ははっきりと首を横に振った。

「わたしはただの、平凡な人間です。風がわたしを守ったり、わたしを包んで運んでくれているだけ。術者が霊力を使い、重力にさからって飛ぶというのとは意味が違います」

「空を飛ぶことには変わりはないと思いますけど……」

　志摩もよく意味がつかめないようすでたずねた。祝は答えて言った。

「つまり、わたしの飛空術は自然の摂理にしたがって飛ばせてもらうもの、孔雀明王の飛天術は自然の摂理にさからい、ねじ伏せて飛ぶもの……という違いなんです」

「俺は別に、自然の摂理をねじ伏せるつもりなんかねえよ。ただ、いつのまにか飛べるようになってたんだ。祝ちゃんたちにも巫ふ蠱こにも教えられてねえはずの術を、なぜだか知ってたんだよ」

　小角は心外そうに言った。巫蠱というのは、山に捨てられていた幼い小角を拾い育てた土つち蜘ぐ蛛もの名だ。小角に人間のことばや、さまざまな地くにつ祇かみの呪じゆ言げんを教えたのも彼である。彼とともに暮らした記憶があるのは、三歳ごろのことだった。それより前の記憶は、小角には無い。

「教えられていないはずの術ですって？　じゃあ、新しく体得したわけではないの？」

　祝は驚いて小角にたずねる。小角はためらいがちに、うなずいた。

「巫蠱のことだってほとんど覚えてなかったんだから、それより前のことなんて覚えてるはずがねえ。でも、それより前に知ってたとしか考えられねえんだ……俺おれはいったい誰だれに術を教わったんだ？　俺の親ってことか？　俺に親がいたのか？　だとすりゃ俺の親も術者なのか？　どうして俺を捨てたんだ？　俺はいったい誰なんだ……？」

　小お角づぬは考えているうちに頭が痛くなって、その場にうずくまった。祝はふりはそんな小角を見るのがつらそうに、顔をそむけた。

「ごめんなさい、小角ちゃん。巫ふ蠱こはあなたを思いのままにあやつるために、あなたの記憶を封印した。そしてひいばっちゃは、巫蠱が人類に復ふく讐しゆうする道具としてあなたに教えこんだ危険な呪じゆ言げんを封じるために、さらにあなたの記憶を封印してしまったの」

「つまり、俺の過去は二重の封印の向こうにあるってわけか」

「小角ちゃんの心はもう、巫蠱にもどんな悪にも引きずられないほど強く育っているんだから、ほんとうは封印の必要なんてないはずだわ。でもひいばっちゃがかけた術はわたしには解とけないの、ごめんなさい……」

　祝の背中は頼りなげに、細かく震えていた。小角は深いため息をつく。

「いいってことさ、気にすんなよ。思いだせないならそのほうがいいさ、何も変わらないならそのほうがいい……」

　口では気丈なことを言っているが、小角はかなり動揺しているようだった。いつも、それなりに彼の気持ちを支えていた、術者の分身とも言える式神を失いかけているのだから、当然かもしれなかった。祝はつらくて小角にふれられなかったが、石いわ那なは逆に彼の背中をさすりながら、優しくいたわるように声をかけた。

「だいじょうぶよ、小角。過去がわかってもわからなくても、小角は小角だもん。何も変わりゃしないわよ、ねっ？」

「そ、そうだわ。石那さんのおっしゃるとおり、小角ちゃんは小角ちゃんだわ」

　祝も石那のことばに元気づけられて、小角にそう言った。小角はふたりの少女を見比べて、照れくさそうに苦笑する。

「……今日はちょっとカッコ悪いとこばっか見せてるな。明日になったら復活するから、忘れてくれよな」

　こんなときにも勝気な小角に、石那と祝は思わず顔を見あわせて笑った。小角が、いつもの小角に戻ったからだ。

　だが、そのとき志し摩まが念ねん珠じゆが置かれている祭さい壇だんのほうを見て、石那の肩をつついた。

「石那ちゃん、また枯れてますよ」

「え？」石那は祭壇に目を向ける。念珠の下にしかれているサカキの玉たま串ぐしが、今交換したばかりだというのに、もう黄変してしおれはじめていた。

「ほんとだわ。どうしてこんなに早く枯れちゃうの？」

「たぶん、玉串に流れこんできているはずの富士山からの気が足りないんです」

　と、祝はふりが玉たま串ぐしをあらためながら言った。気が足りないと聞いて、小角はドキッとする。

「それって……巫ふ蠱こが尖せん角かく照しよう射しやの呪じゆ殺さつ風水を作ったように、富士からの竜脈りゆうみやくが何者かに断たれてるってわけか？」

　竜脈とは気の流れのことである。高い山などは良い気を生みだすので、その流れを導くことで人や町を栄えさせることは、風水の基本だ。祝はこれ以上小お角づぬを心配させないよう、気をつかいながら説明した。

「いえ、断たれているというほどではないわ。気の流れや強さは日によって変動するものだから、たまたま今日だけの問題なのかもしれないし、何日かようすを見てみないと」

「だいじょうぶよ、きっと明日には元気になってるわ」石いわ那なも一生懸命に小角を励ます。

「そう願いたいけどな……」と、小角はため息をついた。

（飛天術なんか使えたって何になるんだ。式神一匹助けられねえなんて……）

　小角は自分で自分がもどかしく、きつくこぶしを握りしめた。手の甲に真っ白く腱けんが浮きあがり、手のひらが爪つめで傷ついて血が流れても、小角は気づいていなかった。気づいた石那があわてて声をかけようとしたが、祝は彼女をそっと押さえ、静かに首を横に振って制止した。

　はるか西に、夕ゆう陽ひが落ちようとしていた。西から吹くはずの風はたゆたうように凪なぎ、そのかなたにあるはずの富士山は、ただ沈黙しているばかりだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


二章　気になる転校生





　翌朝、登校した小お角づぬは授業がはじまる前に、保健室に向かった。

　早朝の草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校の校庭では、運動部の部員たちが朝練中で、トラックを走ったり、素振りをしたり、柔軟体操をしたり、筋トレをしたりしている。

　薬やく師し瑠る璃り子こは保健室の机の上に、古びた魔法医学書を山のように積みあげていた。白衣のすそからのぞく長い足を組み、知的なメガネをときどき赤いマニキュアを塗った指先で押しあげながら、熱心に読みふけっている。

「おはようございます。こんな朝早くに、すみません」

　小角が扉を開くと、薬師はにっこり笑って振りかえった。

「あら、さすがの小角くんも頼みごとがあるときにはしおらしいんですのね。いいんですのよ、どうせ毎朝六時には学校に来てるんですから」

「それってほとんど始発じゃないですか。どうしてそんなに早く？」

　驚く小角に、薬師はあでやかな笑みを浮かべて長い髪をかきあげた。

「もちろん、朝練中にケガをした生徒を治療するためですわ。この時間帯ならほかの教師はまだ登校していませんから、何をしようが目撃者はいませんからね」

「今の話、前半は校医のかがみかと思ったけど、後半部分がやっぱりドグサレだな」

　小角は硬い声でつぶやく。薬師は立ちあがり、小角のアゴを白い指でくいっとつかんだ。

「そうでなければ安月給の公務員などやってられませんわ。早起きは三文の徳と言うだけあって、たまに早朝から、思わぬ上玉が飛びこんでくることもありますしね」

「ち、ちょっと待てっ！　俺おれがきたのは、伽きや羅らのことで……！」小角は警戒して後ずさる。

「伽羅ちゃんがどうかしたんですの？」

　問われて、小角はきのうあったことを薬師に話した。薬師は、いつになく真剣な表情でその話を聞き、小角の話が終わると、ひと呼吸置いてからゆっくりとうなずいた。

「……で、今朝になっても伽羅ちゃんの目が覚めないので、わたしに相談にきたというわけですのね」

「なんだか顔色もまた悪くなってきたような感じなんだ。先生なら、善う知と鳥うの毒を解げ毒どくできるかと思って……」

　すがるような目を向ける小角に、薬師は沈痛なおももちで答えた。

「残念ながら、わたしの薬やく師し医い王おう術じゆつをもってしても善知鳥の毒を解毒することはできませんわ。善知鳥の意思でしか、解毒することはできないんです」

「善う知と鳥うの意思？　鳥と話しあえってのかよ？」

　半なかば呆あきれてたずねた小お角づぬに、薬やく師しは本棚から一冊の本を取ってきて見せた。そこには、砂浜に掘られた巣穴にこもる一羽のひな鳥と、餌えさを与えている善知鳥の絵が描かれていた。

「善知鳥というのは、善知鳥安やす方かたというのが正しい名前です。親の名前が善知鳥、ひなの名前が安方で、ひなは砂地に身を隠していて、親が『ウトウ』と呼びかけると『ヤスカタ』と答えて居場所を教えるそうですわ」

「へえ……じゃ、頭のいい鳥なんだな」

「くちばしのつけ根に角があるんですが、アイヌ語で突起のことをウトウと言いますから、善知鳥というのはそこからついた名前です。卵を一個しか産まずに一羽のひなを大事に育てるので、その親子の情愛の深さのため、流る刑けいにされた親子の名だとか、能では父の敵かたきを討とうとする平たいらの将まさ門かどの娘に協力する忠臣の霊の名として使われているようですわね」

「将門？」小角は首塚のことを思いだして、ドキッとした。

「じゃあ、やっぱり善知鳥と将門は関係があるんだな」

「かもしれませんわね。首塚のことはいちおう都が調査中のようですし、小角くんが飛び回っていたことについては学校から都のほうにきちんと連絡しておきますから安心してくださいな。今はそれより、伽きや羅らちゃんのことが大事ですわよ。善知鳥の毒におかされた者は、まる一日……二十四時間以内に死んでしまうと聞きますわ」

「二十四時間以内っ？」小角は驚いて保健室の壁にかかった時計に目を向けた。

「伽羅が善知鳥を食ったのがきのうの夕方だから……あと十時間もねえのか？」

「ふつうの人間の場合は、ですわ。伽羅ちゃんほど神格が高くて、富士山からの気も補充されているなら、ちょうど三日……あさっての夕方がタイムリミットでしょうね」

「あさっての夕方か……」小角は厳しい現実にうめいた。

「そう絶望的になる必要はありませんわ、小角くん。文明の利器があれば、あっという間に善知鳥を探せますわよ」と、薬師は机の上にあったパソコンに指をふれた。ブンッと低い音がしてモニターが光り、お天気レーダーのような画面が出てきた。

「これは？」小角は訝いぶかしげに画面をのぞきこむ。

「魔法建設省の『アスダス』ですわ。一般には公開されていませんが、気象庁の自動気象観測所と連携して日本上空の霊道や式神の移動などを心霊レーダーでチェックし、専用回線で端末とつないでいます。正式名称は自動霊的情報補ほ足そくシステム……オートメーテッド・スピリチュアル・データ・アクウィジション・システムです」

「つまり、今どこにどんな式神がいるかわかるってことか？」

「ええ。野の良ら式神が増えたので、わが校にも取りあえず試験的にこの一台を導入してみたのですわ。これを使えば、善知鳥がどこへ行ったのか追跡できますわよ」

「善知鳥を追跡して、どうするんだ？」

「もちろん善う知と鳥うの巣を探しあてて、ひな鳥を捕らえるのですわ。親子の情愛の強い鳥ですから、人質を取ればこちらの言うことは何でも聞くはずですもの」

「っていうか、それって極悪じゃねえか！　いくら相手が化け鳥でも、化け物にだって心はあるだろ。まして親子の情愛の深いやつの、その愛情を逆手に取るなんて……」

　小お角づぬは気が進まないようすで言った。薬やく師しは肩をすくめて軽く笑う。

「あいかわらず、穢ケガレ相手に情けをかけるんですのね。いくら小角くんが最優秀生徒でも、そんなに甘いといつか大ケガをしかねませんわよ」

「俺おれの勝手だろ」小角は苦にが々にがしく顔をしかめる。

　魔法建築士にとって、それに害をなす異界とこよの魔物たちはあくまでも敵である。古い家に害虫のように棲すみつく土つち蜘ぐ蛛もや、いわくつきの土地にひそむ地霊や地じ縛ばく霊、悪方位から家の中に入りこんでくる浮遊霊や鬼門の魔物、古い大木を守って開かい墾こんをはばむ木霊こだまなど、魔法建築士が駆除しなくてはならない敵は数多い。

　しかし小角はいつも、それらを一方的に駆除することをためらっていた。それは彼自身が、人間に棲みかをうばわれた土蜘蛛に拾われて育てられ、その後も古い家に棲みつくさまざまな家や霊れいに見守られてきたからだ。そのため、小角は魔法建築を、むしろ家霊の立場から見るくせがあった。

「善知鳥がそんなに賢い鳥なら、話しあいで解決できるかもしれねえだろ。人質なんか取ったら、逆に関係が悪化するかもしれねえぜ」

「その辺りは主観の相違ですわね。でも式神との駆け引きなんて、もともと狐きつねとタヌキの化かしあいで極悪なものですわよ」

「そのせいで、昔はキレた式神に八つ裂きにされる術者もたくさんいたんだろ？」

「それはそうですけれど、伽きや羅らちゃんを助けるためなら少々のヨゴレは仕方ないんじゃありません？　何より美少年にヨゴレは、わたし的にはとてもツボですわよ」

「それを聞いて決心した。俺はぜったい、善知鳥のひな鳥を人質になんかせずに、話しあいでクリーンに解決するぜ」と、小角はアスダスの画面をのぞきこむ。

　そのとき、ふと薬師は校庭のほうに目を向けた。サッカー部の一年生がひとり、他ほかの部員と正面衝突したらしく、鼻血を出して倒れていた。髪が茶色っぽくてサラサラした、かなりの美少年である。薬師のメガネがキラリと光った。

「ゲット」

「……今何か言ったか？」小角は硬い声でたずねた。

「いえ、ケガ人が出たようですので、ちょっと見てきますわ。アスダスには善知鳥を登録しておきましたから、心霊レーダー画面に現れればすぐにわかるはずです。ちょっと見ていてくださいな。うふふ……きょうは朝から大漁ですわね」

　薬師はいそいそと保健室から出ていく。小角はどっと疲れて、ふーっとため息をついた。

「それにしても、アスダスか。祝はふりちゃんみたいに風の声が聞こえなくても、便利なものができたんだな」小お角づぬはパソコンの前に座った。学校ではＩＴ授業もあるが、小角は優等生なのにパソコンだけはいまひとつ苦にが手てである。幼いころ山中で暮らしていたせいか、文明の利器というものにいまいち親しめないのだ。

「これ、どうやって見るんだろ……」

　小角はおそるおそる、キーボードに指を伸ばした。



　そのとき、ゴソゴソッとかすかな物音がした。小角はハッと目を向ける。

　保健室にはベッドがふたつあって、それぞれ白い布を張ったついたてで目かくしされている。そのついたての陰から、少女の声が聞こえてきた。

「先生……？」ややハスキーな、おとなびた声だった。窓から入ってくる光にすける影が、ついたてに映る。中背の小角よりもやや背が高いようだから、女子にしてはかなり背が高いのではないだろうか。手足がすらりと長く、ウエストは細い。だが痩やせぎすというのではなく、バストは肉づきが良いし、ヒップから太ももへの豊かなラインも美しい。

　さらさら、と衣きぬずれのような音がするのは、彼女の長い髪が揺れる音だった。まるで機はたにかけられた絹糸のように、一本一本がなめらかな影をついたてに映している。

「先生、お薬をもう一錠いただけませんか……？」

　抑よく揚ようのない声とともに、ついたてに白い指がかかった。まるで白魚のような、細長いきれいな指だ。整えられた指先は、マニキュアなどしていないのに、つやつやと光っている。しかし、その手はあまりにも白すぎ、爪つめの色も悪くて青ざめている。

　ゆっくりと、ついたてがどけられた。そこに立っていたのは、下着姿の少女だった。下着姿といっても、シュミーズやタンクトップではない。真っ白いブラジャーとショーツのみ、それも繊細なレースとフリルが豪華に使われた大人っぽいデザインである。ショーツというよりパンティーという呼びかたをしたほうが、なんとなく雰囲気的にふさわしい。

　小角はギョッとして、本能的に目を伏せた。すると、彼女の足もとが見えた。きれいなふくらはぎの下の、いかにも骨の細そうなきゃしゃな足首は、下着と同じく純白の短いスクール靴下で包まれていた。彼女は保健室の備品の緑色のスリッパをはいていたが、その足取りは頼りなくふらついている。すり足気味に一歩を踏みだしたとき、薄っぺらいビニールスリッパのつま先が、くるりと下に折れこんだ。

「危ねえ！」小角はとっさに反応し、イスを蹴けって立ちあがった。

　ほとんど同時に、少女は小角のほうに倒れこんでくる。小角のほう……ということは、パソコンが置かれている机のほうに倒れるということだ。キーボードの横に置かれたペン立てにさされた、ボールペンやカッターナイフが小角の目に飛びこんできた。

　小角は少女をかばおうと、彼女の体の下に飛びこむようにして倒れる彼女を抱きとめた……抱きとめられるはずだった。だが、腕の中にするりとすべりこんでくる彼女の肌のなめらかさと柔らかさ、小お角づぬの顔にかかる長い髪からほのかにただようシャンプーの香りが、一瞬にして彼の体から力をうばった。

「えっ？」自分でも驚いているうちに、小角は少女に押し倒されてしまう。小角は机に背中をぶつけ、そのときにパソコンから伸びているケーブルをどこかに引っかけてしまったのか、パソコンが机からすべり落ちた。

　ガラガラガッシャーン、と激しい音を立てて、パソコンと机の上のものがなだれのように床にぶちまけられる。小角は床に後頭部をしこたま打ちつけた。

「いてっ！」小角はうめいた。少女は小角の上におおいかぶさるようにして、倒れていた。

　彼女は小角より背が高いのに、やけに軽かった。軽くて柔らかくてすべすべしたものが自分の上に乗っかっている……小角は、極上の羽根布団ぶとんをかけられているような連想をした。小角の顔にかかっている少女の髪は冷たい絹糸のようで、とても良い肌ざわりだった。

　だが、冷静に考えると相手は羽根布団ではなく、半裸の少女である。小角はあわてて、彼女を押しのけながら身を起こした。

「お、おい、だいじょうぶかよ」

　小角は、自分の体にもたれかかっている少女の肩を揺さぶる。少女の肌には抜けるような透明感があり、髪の黒さがなおさらその白さを引きたてていた。何より彼女の顔立ちは、完かん璧ぺきなまでに美しかった。

　校内では、東つ日が流るの取り巻きの四人娘が美女ぞろいとして有名で、最近は石いわ那なの株も上がっている。しかし、彼女の美び貌ぼうのレベルはそんなものではなかった。大人びた冷たさの中に寂しさを秘めた、神秘的な雰囲気の、今まで小角が見たことがないタイプの美しさだった。気を失って、長いまつげにふちどられた目を閉じている。そのまぶたは青ざめて、化粧もしていないのに彼女の美しさをなおさら引きたてていた。

　小角は信じられないほど美しい彼女を見て、呆ぼう然ぜんとした。ほんとうにこの世に生きている人間なのか、生身の人間がこんなに美しくていいのか……と、困惑していた。

　そのとき、薬やく師しが不機嫌そうに保健室に戻ってきた。

「まったく、運動部員なんて脳みそまで筋肉のワカランチンだらけですわ。せっかくわたしが、鼻血には人工呼吸がきくと教えてあげているのに……」

　ふと、薬師の動きが固まった。小角は薬師の視線をたどり、床に散乱しているパソコンを見て、ハッとした。パソコンのモニターにはひびが入り、本体は砕けて、中の基盤も割れてしまっている。薬師はいつもの冷静さを失い、両手で顔を押さえて叫さけんだ。

「なっ……何てことをするんですのっ？」

「す、すみません、俺おれがコードか何か引っかけちまって。これって、やっぱり修理に出さないといけないんだよな……高いですか？」

「心配しなくても、備品の修理代ぐらい学校のお金でまかなえますわ。修理業者が来てくれるまで、アスダスは使えませんけれどね」

「……そいつは困ったな……」

　小お角づぬはため息をつく。薬やく師しは、小角の上にのしかかっている少女を抱き起こした。

「そんなことより、小角くん。せっかく拾った久々の上玉にわたしより先に手を出すなんて、まったく何てことをするんです！」

　薬師は少女を抱きあげて、ベッドに戻す。小角はとまどいながら、立ちあがった。

「……言ってる意味がよくわからねえんだけど。それはともかく、その子、誰だれなんだ？」

「転入生ですわよ。貧血気味らしいので、お薬をあげて寝かせてあげていたのですわ」

「貧血で、なんで服を脱いでんだよ」

「だって、服をゆるめたほうが楽でしょう？」

「この状態をゆるめるって言うのか？」

　小角は、下着姿で寝かされている少女に布団ふとんをかけた。薬師は残念そうにため息をつく。

「意地悪ですね。せっかくの上玉を、もう少しながめさせてくれてもいいでしょう？」

「っていうか、風か邪ぜひかせたら貧血どこじゃすまねえだろ！　それでも保健医かよ！」

　小角はどなった。その声に少女はゆっくりと目を開き、まだぼんやりしているのか、無表情のまま身を起こした。

「ちっ、目を覚ましてしまいましたわね。残念」薬師は小声でつぶやいた。

「今の『ちっ』ってどういう意味だよ」

「別に。生身の生徒で満たされない思いは、球体関節人形ででも満たすことにしますわ」

　背中を向けた薬師からはなたれる黒いオーラに、小角はゾクッとする。

　少女は小角に目を向けた。ベッドの上で身を起こしている彼女は、腰から下には布団をかけているものの、上半身はブラジャー一枚きりだ。なのに、男子の前にいるにもかかわらずまったく気にしていないようすで、胸を隠そうとするようすもなく、あくまで無表情だった。小角のほうが気をつかって、あわてて目をそらした。

「だ……だいじょうぶだったか、どっかケガ無いか？」

「ケガ……？」少女はぼんやりと床に目を向け、砕けたパソコンが転がっているのを見る。

「ああ、これのことね……わたしが壊したの？」

「気にしなくていいですわよ、修理に出しますから。でも、あなたがどうしても申しわけないと思っていらっしゃるなら、お詫わびの方法が無いわけじゃありませんのよ？」

　と、薬師はメガネの下の目をキラキラさせながら少女のベッドの上に座り、彼女にせまった。小角が険けわしい表情で、薬師の背中を両手で押してベッドからどかせる。

「何も知らない転入生にわけわかんねえこと言ってんじゃねえよっ！　それからおまえ、早く服着ろよ、教室まで案内してやるから。転校したてじゃ知らねえだろうけど、ここに長居するのは食虫植物のジャングルに迷いこんだのと同じなんだからな」

　小お角づぬは、少女が枕まくらもとにたたんでいた制服を押しつけるように手わたすと、ついたてで彼女との間を仕切った。少女は制服を手に、無表情のまま小角の影を目で追う。薬やく師しは、腹立たしげなため息をつきながら小角をにらんだ。

「これだけが楽しみですのに、生着替えすら見せてくださいませんの？」

「生着替えとか言ってる人間には見せねえほうがいいだろ」小角は冷ややかにつっこんだ。

　ついたてのむこうで、しばらくゴソゴソと音がしていた。やがて、制服に着替え終わった少女が顔を出した。

「着替えたわ」あいかわらず彼女は無表情で、声のテンションも低く、何を考えているのかよくわからない。とっつきにくい感じもしたが、そのわりにはすなおだった。

「じゃ、さっさとこんな悪の巣そう窟くつからトンズラしようぜ」小角は少女の背中を押すようにして保健室から出ていく。薬師は根負けしたように、肩をすくめてつぶやいた。

「やれやれ。頭が固いのかまだまだお子様なのか、おもしろくありませんこと」

　それから彼女は、壊れたパソコンに視線をうつして、

「それにしても、派手にぶっ壊してくださったこと……」

　と、ため息まじりに電話の受話器を手に取った。



　小角は、少女を連れて廊下を歩いていた。

「貧血のほうは、もうだいじょうぶか？」

「ええ」

「ほんとは休んでたほうがいいんだろうけど、あの先生には注意しろよ。男も女も人間も式神も見さかいねえからな」

「ええ……」

　少女は小角の後ろについて歩いてくる。「ええ」以外に何も言わないので、小角はすぐに話すネタが切れて、困ってしまった。

（こいつって、ものすごくおとなしいんだな。いわゆるしとやかってやつなのかな……）

　小角は彼女が少しでも打ちとけられるよう気をつかって、極力優しく声をかけた。

「俺おれは榎えのき小角。おまえ何年生なんだ？　教室まで案内するぜ」

「わたしは滝たき川がわ百ゆ合り……二年Ａ組に転入するんだけど」

「二年Ａ組っ？　じゃあ俺と同じクラスだぜ。てっきり年上かと思ってたけど……同じクラスだなんて偶然だな。いや、星ほし祭まつりが転校したから偶然でもねえのか。うちの学校は授業の質を落とさないためにクラス定員が厳しくて、空きができなきゃ転入できねえんだよ。留年も年に何人か出るから、中途入学もけっこうあるんだけどな」

「そうなの……」百合は、小角とたまたま同じクラスだったことにもべつだん何の感慨も無いようすで、気のない返事をした。小お角づぬはそれが、彼女がとても内気で、新しい学校に慣れずに緊張しているせいだと思い、彼女の心を開こうとして一生懸命語りかけた。

「でも、ふつうに入学するより転入試験のほうが難しいはずだぜ。式神を連れてねえってことは普通科からの転入ってことだから推薦状も要いるし、かなり優秀だってことだよな」

「……そうなのかしらね」と、百ゆ合りは生返事をした。自分のことにふれられたくないようすだ。心に壁を作っている感じがする。小角は自分が警戒されていることを察した。

「あれこれ聞くとストーカーっぽくて気持ち悪いよな。悪かった、黙ってるよ」

　小角のことばに、百合はうつむいたまま、何も答えなかった。小角は取りつく島がなくて、ふうっとため息をついた。



　二年Ａ組の教室には、生徒たちがだいぶ登校してきていた。小角が百合を教室に案内してくると、クラスじゅうの男子がいっせいに彼女に注目した。

「……すっげえ美人！」

　ザワザワッ、と空気がどよめく。しかし、百合は彼らの好奇の目にもまったく関心をはらっていなかった。まるで、彼らが見えていないかのように無表情である。

「転校生の滝たき川がわ百合ってんだ、星ほし祭まつりの席ってどこだったっけ？」

　小角が男子たちにたずねる。女子も百合を見ると、驚いたように目をぱちくりした。

「転校生って、あれで同じ高校二年生？」

「背は高いしスマートだしプロポーション抜群だし、完かん璧ぺき美人！」

「もうすぐ学園祭よね。ミス草くさ薙なぎは千パーセント彼女に決定じゃない？」

　そのとき石いわ那なは、図書室から借りてきた古めかしい本の山を志し摩まとふたりで手分けして読んでいるところだった。百合を見ると、石那はすなおに感嘆してため息をついた。

「うわあ、モデルみたい……カッコいいなあ」

「あいかわらずのん気ですね、石那ちゃん。榎えのきさんが他ほかの女の子と同伴出勤してるっていうのに、気にならないんですか？」

「っていうか、同伴出勤っていうことばがおかしい！　あたし、今朝は図書室で志摩ちゃんと待ちあわせしたから、小角とは保健室の前で別れたけど、学校にはいっしょに来たし……」

「それが永遠の別れにならないことをお祈りしてますよ」

「志摩ちゃん。無む駄だに人の心に波風立てて喜ぶクセやめたほうがいいわよ」

「人の不幸は蜜みつの味、というのがわたしの信条なんです」

「……すっごく性格悪いわね」石那は疲れ果てた目で志摩をにらんだ。

「それに、あたし別に小角のことは何とも思ってないし。小角だってあたしのことなんて何とも思ってないし。ただの居い候そうろうと大家の関係よ」

「そうでなくてもあんな娘こ、恐るるに足りませんわ」

　と、石いわ那なたちの会話に突然、春はる山やま佐さ保ほが口をはさんできた。豪華な縦ロールの髪が大輪のピンクのバラのように華麗な佐保は、東つ日が流るの取り巻きのひとりである。

　佐保の後ろには同じグループの筒つつ井い奈な津つ、竜たつ田た亜あ樹き、打うつ田た魅み冬ふゆの三人が立っていた。彼女らは豊かな胸を誇こ示じするように腕ぐみをし、ほとばしる嫉しつ妬とを隠そうともせずに百ゆ合りのほうをにらんでいた。

「佐保の言うとおり。ただの雰囲気美人よ」奈津のことばに、亜樹と魅冬も同意する。

「そうですわ。胸は大きければいいというものではありませんのよ、あんなに大きいと肩がこるから、ぜったいにサロンパスのお世話になっていますわよ」

「何より女は愛あい嬌きようですのに、冷たい感じで無愛想ですわ。あのていどの娘、東日流さまがお相手になさるはずありませんわよ。ましてミス草くさ薙なぎだなんてもってのほか！」

「っていうか、あんたたちものすごい敵てき愾がい心しんいだいてない？」

　石那はゾクッとしてたずねる。しかしたしかに、彼女らの言うことも一理あるかもしれなかった。クラスメイトたちは、みんな百合の神秘的な美び貌ぼうに心をひかれて注目してはいるけれど、彼女にまとわりつく近づきがたい空気に気け圧おされて、誰だれひとりとして彼女に近づいたり話しかけようとはしていないからだ。

　そう言えば石那自身も、いつもなら転校生と見れば一番に飛んでいってうるさがられるほどあれこれと面倒を見るのに、百合には近づきにくかった。それは彼女の、人を寄せつけない凍りつくような空気のせいだった。

　だが小お角づぬだけは責任感の強さから、百合がはなっているそんな雰囲気にもめげずに彼女の世話をあれこれ焼き、教室を見回して生徒たちに声をかけた。

「おい、週番はいねえのかよ。星ほし祭まつりの席はどこだって聞いてんだろ？」

「あっ……ぼ、ぼくの隣だよ、榎えのきくん」

　地味で目立たない顔をした、オーラ皆無の藻も臥ぶし束つか鮒ふなが、あわてて自分の隣の席を指さした。小角は「ああ」と答えて、机の数をかぞえる。

「つまり、右から三番目の、前から五番目だな。滝たき川がわ、覚えられるか？」

「……ぼくの隣って覚えればいいんじゃないの？」

　藻臥が硬い声でつぶやいた。小角は目をまん丸にして、藻臥の顔をまじまじと見つめる。

「おまえを目安にしろって？　できることとできねえことを考えてモノ言えよな、モブ」

「もう二学期なんだからいいかげんぼくの顔を覚えろよっ、っていうかぼくをその他大勢モブって呼ぶなっ！」

　藻臥は涙目で小角にかみついた。そのとき、百合が無表情のまま小角に声をかけた。

「……榎くん。わたし、榎くんの隣がいいわ」

「えっ？」小角はその申し出に驚いて、目を丸くする。とたんに小角ファンの女生徒たちが過敏に反応して、イスを蹴ける勢いで立ちあがった。藻も臥ぶしも傷ついた目で百ゆ合りを見つめる。

「ぼくの隣が嫌なのは、やっぱり、モブ顔で個人を識別しにくいから？　だけど……だけどぼくだって、好きでこんな顔に生まれてきたわけじゃないんだっ！」

　藻臥は机につっぷして泣いてしまった。小お角づぬファンの女生徒たちもさすがに我慢しきれないようすで、口々に百合に苦言を呈ていした。

「あ、あのね、滝たき川がわさん。榎えのきくんはカッコいいから気持ちはわかるし転校してきたばかりじゃ知らなくても仕方ないけど、彼は去年の最優秀生徒で、学校中の人気者なのよ。つまり、みんなの共有財産だから抜け駆けは禁止ってわけ。わかる？」

　女生徒たちは目を三角にしながらも、なるべく穏やかに平和裏にやわらかく説得しようと努力していた。だが百合は彼女らを冷たい目で一いち瞥べつすると、無視して小角に声をかける。

「榎くん、隣に座っていいでしょう？」

「ち、ちょっと、こっちは完全無視なのっ？」

　女生徒たちは怒りを通りこして愕がく然ぜんとしてしまった。百合はそんなことはまったく気にしていないようすだ。小角はさすがに困って、女生徒たちに言った。

「おまえら、あんまり初日の転校生にからむなよな。まだ慣れてねえんだから、あたたかく受け入れてやれって」

　小角に注意されて女生徒たちは不本意ながらもしゅんと反省するが、百合は聞いているのかいないのか、無表情のままである。それを見て、石いわ那なが助け船を出しにきた。

「あの、滝川さん。あたし浅あさ間ま石那、友達になりましょ」

　石那はにっこり笑って百合に手をさし出す。だが百合は、その手を取ろうとしなかった。

「……別に、友達なんて要いらないわ」百合のことばの冷ややかさに、石那は困惑して、伸ばした手をどうしていいものかしばらく悩んでいた。どうもやりにくい百合に小角もため息をついたが、彼女が孤立する態度を取れば取るほど、放っておけない気持ちになった。

「俺おれの隣か……」と、小角は自分の席に目を向ける。彼の席は窓ぎわなので、隣の席はひとつしかない。それは、東つ日が流るの席だった。

「まあ、東日流のやつも俺の隣なんかに座ってたかねえだろうから、やつが来たら頼んでみようか」

「榎くん、諫いさ早はやくんに頼むまでもありませんよう」

　おっとりした口調でそう言いながら、ぽっちゃりとして色白の大おお国くに主しゆうが教室に入ってきた。彼の腕には「週番」と書かれた腕章がはめられ、手には黒い出席簿を持っている。

「えぇーっと、出席を取りますので、みなさん席に座ってください。滝川さんは、諫早くんの席に座ってもけっこうです」

　大国は、教卓の前に立ってそう言った。小角は意味がわからず、混乱している。

「どうしてそうなるんだよ、大国。いくら東日流が俺を嫌いでも、勝手に席を替えられたら気を悪くするんじゃねえか？」

「だいじょうぶですよう。諫いさ早はやくんは今日と明日、欠席するって連絡があったそうです」

　と、大おお国くには出席簿の東つ日が流るの欄に、黒いボールペンで終日ペケ印をつけた。佐さ保ほが驚いて、大国にたずねる。

「東日流さまが欠席ですってっ？」

「はい。それで天あま野の先生に、亜あ彌びくんも伽きや羅らさんも欠席するので式神を入れておく結ケ界ー室ジの世話は週番がするようにって、今朝言われたんですよう」

「東日流が欠席だなんて、あいつのことだからまたケガでもしたのかよ？」

　小お角づぬも少々心配そうだった。東日流はかつて、実習中の事故のせいで長期入院し、留年した過去があるからだ。

「い、いえ。そういうのじゃなくて、お父さんの七しち回かい忌きの法事だそうです」

「法事って、坊さん呼んでお経を上げてもらうだけだろ。なんで前日から休むんだよ」

「東日流の家は会社だから、けっこう大きいイベントなんじゃないの？」

　と、石いわ那なが小角に言った。佐保が悔しげに舌打ちする。

「残念ですわ。入院だったなら、病院でおひとりで寂しく過ごされている心のすき間に入りこんで、わたくしの女性的なあたたかさをアピールするチャンスでしたのに！」

「っていうか、女性的なあたたかさを持ってるなら、好きな人の入院を望んだりはしないはずだけど……」石那が硬い声でつぶやいた。小角は百ゆ合りに声をかける。

「じゃ、取りあえずここに座らせてもらえよ。東日流の机なら、食べ残しの学食のパンとか汚れた運動靴とか突っこんでるってこともねえだろうし」

「そう言えば、このあいだ教室の掃除をしてたら小角の机の中からカビって緑色のカニパンが出てきたわよ」石那に言われて、小角はポンと手を打つ。

「伽羅のしわざだな。どうりで、二匹入りのはずなのに一匹足りないと思ったぜ」

「伽羅と言えば、薬やく師し先生は何て言ってたの？」

「まあ、善う知と鳥うを捕まえて話しあう方向なんだけど、肝心の探知装置が修理中なんだ」

「善知鳥を探せばいいわけ？　祝はふりちゃんなら探せるんじゃない？」

「ああ……それもそうか。けっこうサエてるな、石那」小角は感嘆して言った。

「じゃあ榎えのきさん、善は急げです。わたしの携帯使ってかまいませんよ」

　志し摩まが小角に携帯電話を手渡した。小角はその待ち受け画面を見て、眉まゆをひそめる。

「……おい。俺おれは東日流と裸で抱きあった覚えもねえし、こんなにマッチョでもねえぜ」

「ああ、それは単なるアイコラです。お気になさらないでください」

「っていうか、勝手に合成すんなっ！」

「だってその待ち受け画面シリーズのダウンロード料金で、携帯代をまかなってるんですよ。榎さんにときどき携帯を貸してあげているんだから、お互いさまじゃないですか」

「ちょっと待て。ダウンロード料金ってことは、おまえこの写真を不特定多数の他人に売ってるのかよ」

「いえ、その写真はそんなにもです。意外に孤島実習で盗撮した亜あ彌びちゃんの水着ヌードが一番人気なんですよ。そんなことより、電話電話」と、志し摩まは親指と小指を立てて耳もとでプルプルッと振った。小お角づぬはジト目で志摩をにらみつける。

「おまえ、いつかきちんと話しあって決着つけるか、問答無用で燃やすかするからな」

　小角は携帯電話を耳に当てた。百ゆ合りは小角の後ろに立って、隙すきの無い目で彼の行動を見守っている。

『はいっ、葛かつ飾しか浅あさ間ま神社です』

　都合よく祝はふりが電話に出た。居い候そうろうさせてもらうかわりに、神社の仕事を手伝っているのだ。

「ああ、祝ちゃん。あさっての夕方までに善う知と鳥うを探さなくちゃならねえんだ。何とかならねえかな」

『あら、小角ちゃん。あさっての夕方までって……どういうこと？』

　突然の問いに、祝はとまどっているようだった。

「伽きや羅らを助けるためのタイムリミットなんだよ」

『タイムリミットですって？　ええ、そうね……』祝は少し考えてから、答えた。

『善知鳥の群れが飛べば風が乱れるからすぐにわかるはずよ。風の流れに気をつけておくわ』

「なるほど。さすが祝ちゃんだな」

　と、小角は電話を切って志摩に返した。

『何か風に動きがあったらすぐに連絡するから。小角ちゃん、伽羅さんのこと、あまり思いつめないで……』

「ああ……心配してくれて、サンキュ」

「取りあえず、祝ちゃんからの連絡待ちか……あと二日しかねえのに……」

「だいじょうぶ。祝ちゃんのことだから、きっとすぐに見つけてくれるわよ」

　石いわ那なはにっこり笑う。彼女の自信に根拠が無いのは明らかだが、今の小角にはそんな気休めのことばでもありがたかった。それに、石那のことばにはなぜか、思わず信じてしまうような安心感があった。小角は表情をほころばせて、

「……そうだな。サンキュ」

　と、小さな声で言った。百合は観察するような目で、そのようすをじっと見つめていた。



　そのとき、凛りん然ぜんたる美び貌ぼうの女教師、天あま野の探さぐ女めが逼ひつ迫ぱくしたようすで教室に駆けこんできた。

「転校生の滝たき川がわ百合はいるかっ？」

「はい……」百合は無表情のまま答えた。天野は彼女の顔を見て、ホッと胸をなでおろす。

「無事だったか、滝たき川がわ。いつまで待っても教官室に来ないので、心配したぞ」

「すみません。登校中に貧血を起こして、たまたまバスで保健の先生と乗りあわせていて……保健室で休ませてもらっていたんです」

「保健室だと？　何もされなかったか？」

　いきなりそのことばが出てくる辺りが、天あま野のと薬やく師しのつきあいの長さを顕けん著ちよにあらわしている。小お角づぬが口をはさんで言った。

「だいじょうぶです、俺おれが教室まで連れてきましたから」

「そうか、榎えのき……感謝するぞ。彼女に何かあったら、責任問題がややこしいからな」

「責任問題？」

「ああ、いや。気にするな」

　天野はことばをにごした。いつも竹を割ったような性格の彼女らしくない。

「滝川、あとで教官室に教科書を取りにくるように。それから、わたしのほうからあらためて紹介することもなさそうだが取りあえず……滝川が前にいたのは普通高校なので、まだ式神も持っていないし魔法建築学校の授業にも慣れていない。わからないことがあるようなら、サポートしてやるように」

「小角に聞けば間違いないわよ。なんたって昨年度の最優秀生徒なんだから」

　石いわ那なはあいかわらずおせっかいに、百ゆ合りに語りかけた。しかし百合は彼女にまったく興味を示そうとはせず、目も合わせずに無視したので、会話はそこでとぎれてしまい、石那は困惑してしまった。どうも百合の心を取りまく壁は、なかなか手ごわそうだ……と、小角は小さくため息をついた。



　その日一日、小角は祝はふりからの連絡を待ってそわそわしていた。タイムリミットを示す時計の音が、頭の中に響いているような気がした。

　百合はというと、結局その日は授業中一度も発言せず、休み時間も誰だれに話しかけられても黙りこんだままだった。小角は彼女がまったくクラスに打ち解とけていないことが気になってはいたものの、あまり自分がベタベタすると他ほかの友達ができないのではないかとも思って気をつかい、やきもきしながらようすを見ていた。

　男子は百合が気になっていたものの、彼女が美人すぎて近づきにくそうだった。それでも移動教室のとき、ようやく軟派なヤサ男・久く那な斗ひつきが意を決して百合に声をかけた。

「滝川さん、次の建築実習は技術室ですよ。いっしょに行きませんか？」

「おい、久那！　抜け駆けするなよな！」

　とたんに他の男子が怒って立ちあがり、百合を取りかこんで競うように声をあげる。

「まだ工具セット持ってないんですか？」

「今日は柱の建て方の実習だからカンナが要いりますよ、俺のをお貸しします」

「いや、俺おれのは研とぎに出したばかりですよ！　使ってください！」

　男子は互いに反目しあって大ゲンカになった。しかし、百ゆ合りは声をかけられること自体が鬱うつ陶とうしそうに無言のまま、彼らを置いてひとりで立ち去ってしまう。男子たちは呆ぼう然ぜんとしながら、気まずそうに顔を見あわせ、結局それきり百合に話しかけることはなくなった。

　そんな百合をおせっかいの石いわ那ながさすがに見かねて、昼休み、百合の机まで自分のイスを運んでいって、

「滝たき川がわさん、お弁当いっしょに食べない？」

　と、さそった。だが百合は感情のこもらない声で答える。

「……わたし、お弁当を持ってきていないの」

「じゃあ学食に行く？　あたしたちもお弁当を学食で食べればいいわよね、志し摩まちゃん」

　石那が百合に気をつかいながら言うと、後ろにいた志摩がぴんっと人差し指を立てた。

「そうです、うちの学食は下手なファミレスよりおいしいですよ。ちなみにわたしのおすすめメニューは、納豆カレーと麦とろ丼どんとオクラのお味み噌そ汁しるとモロヘイヤのサラダです」

「……っていうか、式神といい志摩ちゃんの好きなものってことごとく糸引いてない？」

　石那は志摩にジト目を向ける。そのとき、百合は立ちあがると、

「わたし、どこかの喫茶店でひとりで食べるわ」

　と、そっけなく言い捨てて教室を出ていってしまった。残された石那と志摩は、取りつく島がなくて顔を見あわせた。



　そうこうしているあいだに授業が終わった。

　結局祝はふりからの連絡は無く、小お角づぬは深いため息をつきながら学生カバンに教科書をつめた。

「あと、ちょうど四十八時間ぐらいか……」

　石那がやってきて、励ますように小角の背中を叩たたく。

「元気出してよ。たしか将まさ門かどの首塚に行くとちゅうで、気象庁の看板が出てたじゃない」

「気象庁？」

「アスダスだけど、気象庁と提携してるならそこでも見られるはずでしょ。みんなで手分けして探せば、きっと見つかるんじゃないかしら」

　石那はパチンとウインクする。小角は目をかがやかせて、思わず石那の肩をつかんだ。

「……サエてるな、石那！」

「わたしもいっしょに行きますよ。パソコン音おん痴ちのおふたりだけでは心配ですからね」

　と、志摩がこぶしを腰に当てて胸をはる。そのとき、百合はしばらく小角のほうを見つめて考えこんでいたが、ゆっくり立ちあがると、おずおずと近づいてきて口を開いた。

「……わたしも、手伝っていいかしら」

「えっ？」意外な申し出に、小角はびっくりして目をぱちくりする。

「少しは、クラスに溶けこまなくちゃと思って……」

　百ゆ合りのことばを聞いて、昼食時に百合にふられた石いわ那ながうれしそうに彼女の手を取った。

「そうよ、滝たき川がわさん、そうでなくっちゃ！　みんな滝川さんと友達になりたがってるんだもの。じゃあ、あたし滝川さんのこと百合ちゃんって呼んでいい？　で、あたしのことも石那とか石那ちゃんって呼んでちょうだい」

「石那……ちゃん？」

　百合はそういう呼びかたに慣れていないようすでとまどいながら、ぎこちなく繰りかえした。いちおう歩み寄ろうとはしているらしい……小お角づぬは、取りあえずホッとした。



　小角たちは気象庁へ行くため、バスに乗って駅に向かった。女子三人は一番後ろの席に陣取り、小角はひとつ前の席でひとりで座っていた。

「ねえ。百合ちゃんはどんな式神がいい？」石那が因いな幡ばを指でじゃらしながら、人なつっこく百合にたずねた。百合はまだ打ち解とけていないようすで、硬い表情で答える。

「……別に、何でもいいわ」

「まあ、術者の霊波とチャンネルの合う次元がゲートのむこうに開くわけですから、ある意味式神が術者を呼ぶわけで、一方的に選より好ごのみできませんからね。わたしとしては虫タイプをおすすめしますけど……抱きごこちはいいし、夜中に吠ほえたりしませんし」

　志し摩まがひざの上に乗せた比禰ころねをなでながら言った。小角は彼女らの会話が弾んでいるのかどうか、前の座席で気をもみながら聞いていた。

　石那はおせっかいで、転校生と見ると放っておけないが、自分はそうでもないと小角はずっと思っていた。しかし、百合のことはなぜか気になった。彼女の持つ影が、どこか自分に似ているせいなのだろう。今でこそクラスの人気者で学校じゅうから注目されている小角だが、石那の家に引きとられるまでの長いあいだ、たったひとりでさすらっていた。家族もなく、よりどころもなく、心を許せる人もなく、心を許そうともしていなかった。

　石那たちに出会うまでの自分に、百合はよく似ているのだ。だから小角は、彼女が孤立し心を閉ざしていることが、他ひ人とごとのように思えなかった。

「……小角。聞いてるの？」石那のややきつい口調に気づいて、小角は振りかえった。

「あぁ……悪い、ぼんやりしてた。何か言ったか？」

「百合ちゃんに式神のアドバイスをしてたの。小角はどうやって伽きや羅らをゲットしたの？」

「どうやって……って言ってもな」

　小角は遠い目をあげて、そのころのことを思いだした。



　それは一年と少し前、新入生だった小角がゲートルームに入った日のことだ。

　草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校の地下に、ふだんは分厚い扉で封印されている洞どう窟くつがあり、この底に鳥居が置かれている。これが式神たちが住む異界とこよへのゲートとなっていて、生徒はオリエンテーリングのあと、自分がこれから四年間育成していく式神を捕らえるために、出席番号順にゲートルームに入ることになる。

　ゲートの中には次元の割れ目などが存在するので、事故を防止するために担任の天あま野のが鳥居の横で見張ってはいるが、ゲートの中に入ってからは完全に自己責任だ。式神と契約をかわすことも、術者としての貴重な経験なのである。

　たいてい、生徒たちは神格の高い式神を従わせられるほどの霊力もまだ持っていないし駆け引きの能力もない。そこで多くの場合、まるで昆虫採集をするように、その辺りを走り回っている低級なペットレベルの式神を連れて帰ってくることになる。小お角づぬも、居い候そうろうの身としてあまり邪魔にならないよう、式神などそのていどのものでいいと思っていた。

　彼がゲートの中に踏みこむと、そこに広がっていたのは、赤黒い雲が重苦しく立ちこめる黄昏たそがれどきの世界だった。渦うずまく雲の下には黒い岩が屹きつ立りつする荒涼とした荒野が広がり、その中央に小さなほこらが建っている。

『こんな薄気味悪い世界に、俺おれの霊波とチャンネルが合った式神がいるってのかよ？　ゾッとしねえな』と、小角は、ほこらの中をのぞきこんだ。

　朽ちかけた木の格こう子し戸のむこうに、白い影が見えた。丈の短い白い着物を着、首に鎖のついた首輪をはめた猫神の娘……それが、伽きや羅らだった。白い耳をおびえるように後ろに寝かせ、床の上にぺったりと座りこんで、金色の目で小角を見あげていた。

『だ……誰だれにゃ？』伽羅は警戒したようすでたずねた。小角は格子に手をかけて、答える。

『俺は榎えのき小角だ。おまえ、猫神か？』

　伽羅はこくりとうなずいて、おそるおそる小角にたずねた。

『伽羅、猫神の村からさらわれて、何百年もここに閉じこめられてるにゃ。ずっと助けてくれる人を待ってたにゃよ。助けてくれたら、伽羅、小角の言うこと何でも聞くにゃ』

『……つまり、俺の式神になるってことかよ？』

　小角がたずねると、伽羅はすがるような目をあげて、もう一度うなずいた。

『おまえが俺を呼んでたのかよ……けど、俺も居候の身だから、おまえみたいなでかい式神を飼うわけにゃいかねえんだ』

『じゃあ、伽羅を助けてくれないにゃ？』

　伽羅は悲しげに小角を見つめる。その目に、小角の心は揺れた。

　もともと小角は天てん涯がい孤こ独どくの身であるため、捨て猫などにめっぽう弱い。道端で捨て猫を見つけては、いつも拾って、神社で飼うわけにもいかないので、足が棒になるまで飼い主を探しまわってやるのが常だった。だから、伽羅のことも見捨てていけなかった。

『これぐらいのボロいほこら、自分で出られねえのかよ？』

『何度も逃げ出そうとしたにゃよ。でもここは封印の術をかけられてて、どんな術を使ってもぜんぶはね返ってきて、どうしようもなかったにゃ』

『おまえみたいに神格の高そうな霊獣でも脱出できないぐらい強い封印なのか？』

　小お角づぬはポケットから風水磁石を取り出して、ほこらの周囲を歩きまわる。ほこらは正確に東西南北を向いた正方形をしていて、全すべての壁に格こう子し戸がつけられ、北の戸は玄げん武ぶ、東は蒼せい竜りゆう、南は朱雀すざく、西は白びやつ虎こを描いた神しん札さつで封印されていた。

　小角は格子戸に手をかけてを開こうとするが、びくともしない。神札をはがそうとすると、ビリッと白い電光が指先に襲いかかり、痛みに顔をしかめて手をすっこめた。

『確かに、こいつは手ごわそうな結界だな』

『無理にゃ？』伽きや羅らは悲しそうにたずねる。小角は少し考えこんでいたが、ふと気づいて、白びやつ虎この神札に目を向けた。

『いや、待てよ……何も出入り口は、扉だけとは限らねえんだ』

『どういうことにゃ？』

『風水術を使えば、結界に穴をあけられるかもってことさ。ちょっと待ってろよ』

　と、小角はほこらの東西南北に棒を立て、制服の胸ポケットから細い注し連め縄なわを取りだして棒に巻きつけた。そのあと、西の角にもう一本棒を立てて、その部分だけが欠けこんだ五角形を作る。とたんに、欠けこんだ西の角の部分の空間がぐにゃりと歪ゆがんだ。ほこらの西側、やや北よりの壁にも波紋のような空間の歪みが生まれて、外の風景が見えた。伽羅は驚いて歪んだ壁に手をふれる。まるで抵抗無く、彼女は壁をすり抜けて外に出た。

『ど……どうなってるにゃ？』伽羅は驚いて、目をぱちくりしながら注連縄をまたいだ。小角が注連縄を片づけると、空間の歪みはたちまち消えてしまう。

『魔法建築では注連縄を使って、応急手当て的に家相の欠けをおぎなう技がある。そいつを逆用して、わざと家相の欠けを作ったのさ』

『かそーのかけ……？』

『俺おれが注連縄を張ったとき、辛しんの方角の角を削って五角形にしただろ。この方角が欠けこんでる家は、家の中から女が浮気や不倫や駆け落ちで出ていっちまう悪相なんだ。つまり閉じこめられてる女を外に出すには、この方角の結界を破ればいいってことさ』

　伽羅は小角の説明の半分以上が理解できていないようすで、きょとんとしていた。

『よくわかんないけど、伽羅を助けてくれたにゃ。小角は伽羅の白馬の王子さまにゃ、式神になってずっとおそばで仕つかえてあげるにゃよ』

　伽羅は小角の首にひしっとしがみつく。見かけの年齢のわりに豊かな胸が背中にふんわりと柔らかく当たって、小角はとまどい焦あせった。

『はっ、放せよ、この阿あ魔ま！　俺も居い候そうろうだから野の良ら猫を拾う余裕なんかねえんだよ。石いわ那なの式神みたいに金魚ならいいけど、おまえみたいなでかいのは無理だって！』

『嫌にゃ、小角のそばにいたいにゃ。伽羅は何かとお役立ちにゃ、ぜったいに後悔させないにゃよ』と、伽きや羅らは猫なで声で甘えるように言った。

『だめだったらだめだって！』小お角づぬは必死に伽羅を振りはらいながらどなる。

　そのとき、赤黒く雲が燃える不吉な空の下、荒野のかなたから、モンゴル風の鎧よろいに身を包んだ男がやってきた。男は見たところ二十代なかばで、下半身は白い虎とらの姿をしており、ケンタウロスのようだ。長い髪は白く、顔には虎の縞しまのようなくまどりがあった。

『やばいにゃ、白びやつ虎こが帰ってきたにゃ！』伽羅が焦あせって叫さけんだ。

『白虎？』

『伽羅をさらってここに閉じこめたやつにゃよ。めっちゃくちゃ強いにゃ！』

　伽羅はおびえて、小角の背後に隠れる。威風堂々とした白虎は、小角の前にやってくると、彼に槍やりを突きつけて厳しい声で言いはなった。

『俺おれの妃きさきをうばうつもりか、許さぬぞ！』

『妃？』伽羅にはふさわしくない呼称に、小角は一瞬、誰だれのことかわからなかった。伽羅は怒りのあまり、真っ赤になって白虎をどなりつける。

『伽羅は白虎の妃になんかならないにゃよ！　伽羅の首に鎖つけてこんなとこに閉じこめるようなやつは大嫌いにゃ、それに伽羅はオヤジ趣味じゃないにゃ！』

『あいかわらず、きかぬ小娘だ。たかが猫神のぶんざいでこの白虎の妃に選ばれたことを、誇ほこりには思わぬのか？』

『勝手なこと言ってるにゃ。伽羅は小角といっしょに行くにゃよ！』

『っていうか、勝手に決めるなよ』

　小角は背後の伽羅に硬い声でつっこむ。伽羅のことばを聞いて、白虎は虎のようにふさふさした眉まゆをつり上げ、小角をにらんだ。

『俺より、こんなヤサ男がいいというのか？　姦かん通つう者しやめ、よくも俺の妃を誘惑したな！』

　白虎は槍を振りかざし、小角に向かってくる。小角は肩をすくめて、ため息をついた。

『やれやれ、面倒なことに巻きこまれちまったな。仕方ねえ、神カム火ホ火ホ出デ見ミ！』

　小角は右手から渦うずまく炎を吹きだし、白虎に向けてはなった。だが白虎は身軽に横に飛びのいて炎をかわすと、高く跳とびあがって、小角の頭上から槍を突きたてようとする。そのとき、伽羅はとっさに全身から紫色に光る電撃を放出した。

『伽羅の王子さまに何するにゃっ！　紫し電でん一いつ閃せん！』

　電撃は白虎の持つ槍の先に集中し、槍から白虎の体にいたる。

『ぎゃっ！』白虎はもんどりうって倒れた。

『今のうちにゃ、逃げるにゃ！』

　伽羅は小角の手を引いて走りだす。小角はあわてて、伽羅に言った。

『おいっ、うちではおまえなんか飼えねえって言ってるだろ！』

　そのとき、小角たちの目の前にゲートが開いた。波紋のように歪ゆがんだ空間のむこうから、天あま野のの声が聞こえてくる。

『榎えのき、だいじょうぶか！　すぐ戻ってこい！』

　どうやら白びやつ虎こに襲われたのを見て、勝てる相手ではなさそうだと助け船を出したらしい。

『……最悪のタイミングだぜ』と、小お角づぬは顔をしかめた。

『何ぐずぐずしてるにゃ！　白虎が本気になったらぜったい勝てないにゃよ、とっととトンズラするにゃ！』

　伽きや羅らは小角をぐいぐい引っぱって、ゲートの中に飛びこんだ。我にかえった白虎が猛烈な勢いで追いかけてきたが、間一髪のところでゲートが閉まってしまった。波紋のように歪ゆがんだ空間のむこうで、白虎が何やらどなり散らしていたが、その声はもう聞こえない。やがて白虎の姿も、波紋のかなたに消えていった。

『これで伽羅は小角の式神にゃ！　伽羅の王子さま、二度と離れないにゃよ！』

　伽羅はうれしそうに小角の首に抱きついた。そのときの伽羅の笑顔を、小角は今でもはっきりと覚えている。



　伽羅と出会ったときのことを思いだして、小角は深いため息をついた。

　いつも元気で明るい伽羅が、いなくなるかもしれないなどと、今まで考えたこともなかった。自由奔放に見えて、その実は寂しがり屋で小角に頼りきっていた伽羅を、自分は守ってやれなかった……そのことが、小角には辛つらかった。

　今、伽羅はたったひとりで生死の境をさまよっている。さぞかし寂しく心細いことだろうと思って、小角は胸がつぶれそうだった。

「どうしたの、小角。バスに酔ったの？」顔色の悪い小角を心配して、石いわ那なが声をかけた。小角はハッと我にかえると、無理に笑顔を作って返事をした。

「い、いや、大したこたねえさ」

「わたしは、まだ貧血なのかしら。気分が悪いわ」ふと、百ゆ合りが額を押さえて言った。彼女の顔色は青ざめ、脂あぶら汗あせが流れている。志し摩まが百合の顔をのぞきこんだ。

「美人薄命と言いますから、百合ちゃんは病弱なたちなんですね」

「東つ日が流るの取り巻きの四人組は、美人だけどものすごく生命力強いわよ」

　つっこんだ石那に、志摩はあっけらかんとして答えた。

「あの四人は雰囲気美人です。化粧やヘアメイクがうまいだけで、土台はどうだか」

「……聞いてるだけで胸が痛くなってくるぜ」毒舌の志摩に、小角はため息をつく。

「取りあえず滝たき川がわ、あまり無理しないほうがいいんじゃねえか？」

「でもここからどうやって帰ればいいのかしら……悪いけど、家まで送ってくれない？」

　百合は気弱な目を小角に向けた。小角はドキッとする。

「お、俺おれが？　何も俺でなくても、石那でも秋あき津つでもいいじゃねえか」

「送ってってあげなさいよ、アスダスはあたしたちで調べとくから」と、石いわ那なが言った。

「それにパソコンを使えるのはわたしだけですから、榎えのきくんがいてもいなくてもあまり変わりはありません。何かわかったらすぐにお教えしますから」

　志し摩まのことばは失礼ではあるが、的を射ている。たしかに小お角づぬは、パソコンやインターネットといった文明の利器にはめっぽう弱いのだ。

「……じゃ、頼んだぜ」と、小角は石那たちにに言った。百ゆ合りはわずかにうれしそうに、赤みの強い唇のはしをそっと上げた。



　次のバス停で、小角と百合はバスをおりて、反対向きのバスに乗ることにした。百合は真っ青で、ずいぶん苦しそうだった。

　そのころ、ちょうど近くを祝はふりが通りかかっていた。彼女は咲さく耶やの手伝いをして、彼女が地とこ鎮しずめの仕事で忙しいあいだに、神社の留守番や家事を手伝うことにしたのだ。そのときは買い物に出ていたところで、白しら拍びよう子しの着物の上に白い割かつ烹ぽう着ぎを着て、買い物かごを手に下げ、新聞の折り込み広告を片手に持っていた。

「おかしいわ、もう一時間も歩いているのに……このお店、どこにあるのかしら？」

　山で育った祝にとって、歩いても歩いても同じようなコンクリートの建物がつづく都会は、まるで迷路のようだった。いくら風の巫み女こ姫とはいえ、風もさすがに「Ｌ玉たまご大安売り・ポイント二倍サービス中のスーパーマーケット」の場所までは教えてくれない。探し疲れてふうっとため息をついたとき、目の前でバスが停まり、小角がおりてきた。懐かしい顔を見て、祝は救われた気持ちで目をかがやかせた。

「小角ちゃん！」祝は親を見つけた子犬のように、小角のほうへ駆けだした。だが、小角の目は、よろよろとバスの階段を降りる百合に向けられていた。

「だいじょうぶか、降りられるか？」

　小角は百合に手を貸す。小角の肩にしなだれかかるようにしてバスから百合が降りてきたのを見た瞬間、祝はピキッと凍りついてしまった。

　百合は透きとおるように色が白く、完かん璧ぺきな美び貌ぼうの持ち主で、同じ女の子である祝から見ても思わず目を引かれる。小角がそんな彼女といっしょにいるのを見たとき、祝は今まで感じたことのない焦燥感にかられて、心臓が早鐘のように打ち、脂あぶら汗あせが流れだした。

　真っ白になって立ちつくしている祝に気づかず、小角は百合を支えながら歩いていく。しばらくして、祝はハッと我にかえり、ブルブルッと首を横に振った。

「か、固まっている場合じゃないわ。あの人、いったい誰だれなのかしら……？」

　祝はあわてて小角を尾行する。幼なじみの自分と小角の仲なら、軽くあいさつをして直接たずねればそれですむ問題なのに、なぜか本能的に、電柱や塀の陰にコソコソと隠れてしまう。自分で自分が何をしているのか、祝にもわからなかった。

　百ゆ合りの足もとがおぼつかないのを心配して小お角づぬは肩を貸しているのだが、祝はふりビジョンでは、ふたりで仲良く肩を寄せあっているように見えた。祝の胸はズキズキと痛んだ。

「どうしてこんなに胸が苦しいの？　巫ふ蠱こに産みつけられた土つち蜘ぐ蛛もの卵は、とっくに滅んだはずなのに……あのときよりも苦しいのはなぜ？」

　自分で自分が理解できず、祝はきつく胸を押さえた。

　そんな祝の苦悩を知るよしもなく、小角は百合に肩を貸したまま話しかける。

「おまえの家って、このへんか？」

「ええ……青い壁のマンションなんだけど……」

「青い壁？」小角はふと足を止め、信じられないように顔をあげた。

　小角の目の前に、たしかに青い壁のマンションがそそり立っている。三十階建ての高層マンションで、まだ真新しく、ずいぶん高級そうな雰囲気がただよっている。前庭には花木が植えられ、白いベンチが置かれ、大理石の像まで飾られていて、ちょっとしたヨーロッパの庭園のようだ。

「お、おまえ、こんなすごいとこに住んでるのかよ」

　小角は気け圧おされて、思わず立ちすくんだ。オートロックの玄関のガラス扉ごしにマンション入口のロビーが見える。ロビーはまるで高級ホテルのフロントのようで、黒い服を着た管理人が控え、応接セットとグランドピアノが置かれてシャンデリアが吊つるされていた。

「ええ……ここの一番上の階なの」

「そ、それじゃ俺おれはここで帰るかな。気象庁にも行かなきゃだし……」

　小角は高級そうなロビーに怖おじ気けづいて、そろそろと後ずさる。だが百合は、そんな小角の手首をつかんで引きとめた。

「待って。部屋まで送ってちょうだい」

「部屋まで？」小角はすっとんきょうな声をあげた。百合はうなずいて、小角の手をさらに両手でつかむ。

「エレベーターの中で倒れてもいけないし、ここまで送ってくれたお礼もしたいわ」

「礼なんかいいけど……そうだな、家に帰るまでが遠足って言うもんな」

　小角はためらいながらも、百合についてマンションの玄関ドアをくぐった。

　塀の陰からそのようすを見ていた祝は、真っ青になって思わず駆けだした。

「ま、待って、小角ちゃん……！」

　だが、祝の目の前でドアは閉まってしまう。叩たたいても、オートロックのドアは開いてくれない。管理人に厳しい目でにらみつけられて、祝はおずおずと引き返すしかなかった。

　それでも祝は後ろ髪を引かれる思いで振りかえった。ちらっと見ただけだが、百合の美しさが焦燥感をあおる。今までに一度も感じたことのない感情に、祝は胸が苦しくなった。

「わたし……いったい、どうしてしまったの？」

　祝はふりは空を見あげ、風に問う。だが風は高空を吹くばかりで、何も教えてはくれなかった。



　小お角づぬは百ゆ合りを支えながら、エレベーターに乗って最上階にやってきた。

　百合の家の玄関を入って、小角はまず驚いた。彼女の家はとても広く、螺ら旋せん階段のある、二階建てのメゾネットだった。ところが家の豪華さのわりに、調度品などはまったくと言っていいほど無い。台所のシステムキッチンはまったく使われたようすがなく新品同然で、家具などもまったく置かれていない。

　廊下を通って百合の個室に入ったが、そこもベッドや洋服ダンスなど必要最小限のものしか無く、女の子らしいゴテゴテした飾りはどこにも見当たらない。まるでモデルルームのように、完成されてはいるがまったく生活感が無かった。

「おまえ、ここに住んでるのか？」小角は百合の部屋の中を見回してたずねた。

「ええ、そうよ」

「ずいぶん殺風景じゃねえか？　石いわ那ながゴテゴテしすぎてるだけかもしれねえけど……女の子ってのは縫いぐるみだのポプリだのを飾りまくったりするもんだろ？」

　百合は体がだるそうに、ソファに深く腰をかける。

「そんなことより、榎えのきくん。わたしたち、今ふたりきりね」

「えっ？」小角は今さらながら、ハッとした。たしかに、部屋の中には小角と百合のふたりきりである。百合はソファにしなだれかかるようにして、小角にじっと目を向けていた。

「で、でも、親とか兄弟とか、そのうち帰ってくるだろ？」

「いいえ。わたしはここにひとりで暮らしてるの、誰だれも帰ってこないわ」

「誰も帰ってこない？」

「ええ。誰も……」百合は小角の手を引っぱって、無理にソファに座らせた。小角は驚いて、百合の顔をまじまじと見つめる。

「高校生のくせにひとり暮らしだなんて、よく親が許してるな」

「親なんていないわ、わたしはひとりぼっちなの。だから今朝、榎くんが心配してくれて、今も家まで送ってくれて、ほんとにうれしかった……」

　そう言うと、百合はいきなりセーラー服のスカーフをはずしはじめた。小角は思わずソファの上で後ずさる。

「な、何してんだよ」

「わたしは榎くんが好きなの。好きな人には、好意をあらわすものでしょう？」

　百合は当然のことのようにそう言うと、小角の上におおいかぶさってきた。美しいが人形のように冷たい百合の顔が間近に見え、赤みの強い唇からもれる吐息をすぐそこに感じる。百合の唇が、ゆっくりと小角の唇に近づいてきた。

　小角は、まるで催眠にかけられたかのように、体じゅうがしびれるのを感じていた。まるで食虫植物に誘われるように、百ゆ合りの唇に吸いこまれそうになる。

「や……やめろって！」小お角づぬはあわてて百合の両肩を押さえ、突き放した。

「どうしたの？」と、百合は意外そうに小角を見つめる。

「どうしたもこうしたも、こういうことはそうそう気軽にするもんじゃねえだろ！」

　小角は驚きにドキドキしている胸を押さえながらも本気で怒って、百合がはずしたセーラー服のスカーフをもう一度彼女に突きつけた。百合は無表情のまま、小角から離れる。

「ごめんなさい。わたし友達がいなくて、そういう距離感ってよくわからないのよ」

「っていうか、そこまで友達がいねえのかよ？」

　こんなに美人でプロポーションも良く、誰だれにでも好意を抱かれそうな百合なのに、どうして友達を作ろうとしないのか、小角にはわからなかった。取りあえず、百合の大胆な行動がすれっからしているせいではなく、むしろあまりにも世間知らずで純真だからなのだと知って、小角はホッとすると同時にこのまま放ってはおけないと思った。

「いきなり迫ったりするのはＮＧだぜ。学生は学生らしくＡＢＣの順番を守らなくちゃ」

「ＡＢＣって何なの？」

「女子のくせに、ＡＢＣも知らねえのかよ？」

「Ａはあいさつ、Ｂはおしゃべり、Ｃはいっしょに遊ぶ、だぜ。こないだ、道を歩いてた幼稚園生がそんな話をしてたから間違いねえ」

　小角は自信たっぷりに説明した。ちなみに小角が覚えているのは間違いで、正解はＡがキス、Ｂが愛あい撫ぶ、Ｃが性交である。

　そのとき、部屋のドアがガチャッと開いた。百合はハッとして、目を向ける。部屋に入ってきたのは、仕立ての良い背広に身を包んだ、五十代なかばの男だった。長身で痩やせ型、ロマンスグレーの上品そうな男だが、神経質そうな、険けわしい目つきをしていた。

「百合。その少年は何者だ！」

　男は厳しい声で百合を問いつめた。これは明らかに「娘が男を連れこんだのを帰宅してきた父親が見とがめる」のパターンだ。だが、百合はたしか「親はいない、誰も帰ってこない」と言っていたはずである。

（だとすると、こいつは誰なんだ？）

　小角は怪け訝げんそうな目を男に向けた。百合にまったく似ていないので、父親とも思えない。

（父親でもない人間が、どうして女子高生の私室にずかずかと入りこんでくるんだ？）

　百合は悪びれるようすもなく、淡々とした表情で男に答えた。

「クラスメイトの榎えのきくんです。わたしが貧血を起こしたので、送ってきてくれたんです」

「クラスメイト？」

　男は眉まゆをひそめ、じろじろと小角をねめつける。少し失礼だな、と思って小角はムッとした。そのとき、男のえりもとに小さなバッジが光っていることに小角は気づいた。

「とにかく出ていってもらおう。今後、百ゆ合りには近づくな」

　男はズボンのポケットから銀のマネークリップでとめた一万円札の束たばを取りだした。十万円はありそうだ。彼はそれを小お角づぬの胸に突きつけて、冷ややかな声で言った。

「くれてやる。手切れ金代わりだ」

「なんだと？」無礼な言いぐさにムッとして、小角は男をにらんだ。

「これでは足りないか？」

　男は傲ごう慢まんな口調でそう言うと、背広の内ポケットから小切手を取りだして小角に渡そうとした。小角はその手を荒々しくはらう。

「バカにするなよ、この腐れ外げ道どう！　金が欲しくて送ってきたわけじゃねえぜ！」

「榎えのきくん……！」怒りに任せてズカズカと出ていく小角を、百合は止めようとしたが、小角はそのまま出ていってしまった。

　玄関を見つめてじっと立ちつくしている百合に、男はタバコに火をつけながら冷たく声をかけた。

「あの少年がそんなに気になるのか？　こちらは高い金を払っておまえを雇っているんだ、男を連れこむ余裕など無かろう」

　百合はハッとして、男に目を向けた。男はタバコの煙を吐き出して、百合に言う。

「諫いさ早はや魔法建築会社の法事はもう明日だぞ、だいじょうぶなのか？」

「……もちろんです、わたしはプロですから。彼を誘ったのも、計画のうちです」

「ふん、そうは見えなかったがな。ずいぶんきれいな顔をした少年だったから、色気づいたのではないかね？」男は百合のあごをつかんで自分のほうを向かせた。百合はその手を振りはらうと、厳しい表情で男をにらんだ。

「わたしはプロだと言ったはずです。暗あん剣けん殺さつからもそう聞いているでしょう」

「まさかこんな小娘が来るとは思ってなかったがな。将まさ門かどの首はだいじょうぶなのか？」

　男は神経質そうに、タバコを灰皿に押し当てて消した。百合はゆっくりとうなずく。

「首塚から消えた首のありかは、すでに見つけてあります。記録によれば将門の首は東国へ飛びさるとき、白い光をはなっていたと……答えはそこにあります」

「ふん、計画が順調ならばそれでいいのだ」

　男のことばを聞いて、百合は窓の外に目を向ける。東京の空は排気ガスにけむっていた。

「醜みにくい町……どうして将門もあなたも、こんなうす汚い世界を手に入れたいと思うのか、奇妙なものですね」

　百合は軽けい蔑べつするようにつぶやいて、目を伏せた。



　忘れようとしても、心の中にいつまでもしみついて離れない思いでがある。

　学校とも呼べない学校と、家庭とも言えない家庭。

『どうして、滝たき川がわさんだけマラソンを休んでいいわけ？　大掃除も、早退してサボったでしょ？　それってずるくない？』

　体が弱かった百ゆ合りは小学校で、体育などを見学することが多かった。いつもクラスメイトはそのことで百合を責めた。陰口を叩たたかれたり直接文句を言われるのはもちろん、机にマジックで大きく悪口を書かれて嫌がらせをされることもあった。

　百合は両親にそのことを相談した。だが百合の父親は仕事で忙しく、母親は世間体を気にしていた。

『いじめられるというのは、自分が弱いからだ。嫌がらせしてくるやつにはガツンと強く出ればいいんだ！』

　父は百合の言うことをほとんど聞きもせず、威勢の良い一般論をとなえるだけで、親身になって具体的なことを考える気は毛頭なかった。そう言えば戦争のとき、前線の兵士はむしろテンションが低く、弾の届かないところにいる後方の人間のほうが勇ましいことを言うものだと、百合は聞いたことがある。

　まさにそうだと百合は思った。学校は百合にとっては戦場だ。部外者には、その過か酷こくさは理解しようもない。なのに部外者は声をそろえて「百合が悪いのだ」と言う。百合には誰だれひとり味方がいなかった……母でさえも、百合に苦言を呈ていしていた。

『あなたがいつもひとりでいるから悪いのよ。懇こん談だん会かいのとき先生にいつも注意されて、まるで母さんの育て方に問題があるみたいじゃない。誰でもいいから友達を作りなさい、勇気を持って話しかければいいだけよ。友達ができないのは、自分が努力しないからなのよ』

　母のことばは要するに、自分が傷つきたくないから、百合に傷つくリスクを冒おかさせて自分のために友達を作らせようとしているように思えた。それに百合は友達を作ろうとしていないわけではない。最初から嫌われつまはじきにされているから、どうしてもできないのだ……けれど大人はそれをわかってくれない。友達に傷つけられている百合を、さらに「あなたが悪いのだ」と責め立て傷つける。

　そんな中でたったひとり、百合をかばってくれたのは、高学年になって新しく担任になった若い男の教師だった。

『誰にでも得手不得手はある。滝川は体が弱いんだから仕方がないだろう』

　教師は、百合がクラスメイトに責められているといつも割って入り、百合をかばってくれた。そう言えば、熱血漢で優しくて、少し小お角づぬに似ていた……と、百合は思いだす。その教師にだけは、百合は心を開いていた。彼のことが大好きだった。

　だが、年齢より大人びた百合の美しさが、嫉しつ妬とから歪ゆがんだ憶測を生みだした。

『先生が滝川をひいきしてるのは、滝川が美人で胸がでかいからだぜ』

　そんな口さがない冗談交じりの噂うわさがひとり歩きして暴走し、保護者の間でまことしやかに広まった。ある日、百合は体調が悪くなり、いつもどおり職員室へ行って早退を申し出た。だが、教師は急に冷たい態度をとって、鬱うつ陶とうしそうに百ゆ合りに言った。

『今日は午後から校外活動で町の掃除があるだろう。自力で職員室まで来る元気があるなら、それをすませてから帰ってもだいじょうぶなんじゃないか？』

　いつもは百合をいたわってくれる彼に突き放されて、百合はショックを受けた。

『で、でもわたし、ほんとに気分が悪くて……』

『おまえひとりひいきしているように見られては迷惑なんだ、滝たき川がわ。言いたくないが、悪い噂うわさも流されている。先生も暇ひまじゃないんだ、よけいな面倒は困るんだよ』

　百合はそのとき思い知った。先生は自分が面倒になったら、たちまち捨ててしまう。まるで野の良ら猫に気まぐれに優しくしていた人が、なついた猫がついてこようとすると邪険に追い払ってしまうように。

（それなら最初から優しくしなければよかったじゃない。一度手に入れて裏切られるより、最初から持たないほうがましなのに……）

　百合は思いだす。あのあと、校外活動中、道路ぞいに捨てられている空き缶を火バサミで拾い集めているうち、百合の体調はどんどん悪くなっていったのに教師は無視した。百合をいたわって他ほかの生徒に何か言われるのが嫌だったのだ。臭くさいものにふたをするように、彼は百合を無視した。嫌われている百合を手伝ってやろうとする生徒もいなかった。内気な百合は、自分から手伝ってくれとも言えなかった。

　何人か、ビニール袋いっぱいの重い空き缶をひとりで引っぱっている百合を見かねて、

『その袋、持とうか？』と、声をかけてきた。百合は、差しのべられた救いの手がほんとうにうれしかった。だがその手を取ろうとした瞬間に、他の生徒がそれを引き裂いた。

『滝川さんなんかと仲良くしたら、あんたも同罪だからね！』

　とたんに、差しのべられた手は消えた。

『ごめんね』と口では謝りながらも、彼らはしょせん自分の保身のために百合を見捨てたのだ。謝ることばすら、自分が悪人にならないためとしか受け取れなかった。

　気分が悪くなって、百合は路ろ傍ぼうに倒れた。車道を行ゆき交かう自動車も、倒れている少女のことは気にもとめない。まるで犬の糞ふんか何かのように、遠回りをしてよけて行くだけだ。教師もクラスメイトも、百合が倒れたことに気づかない。

　どうして自分は体が弱いのだろう。弱いことは罪つみなのか？　級友にも教師にも、両親にすら疎うとまれ、責められなくてはならないほどの罪なのか？

　強くなりたい……と、百合は思った。弱い自分への悔し涙が、アスファルトを濡ぬらした。

　そのとき、誰だれかが百合に手を貸して、抱き起こした。

『娘さん、だいじょうぶですか？』

　ふわり、と百合は自分でも驚くほど軽く立ちあがった。

『……あ、ありがとうございます……』

　礼を言いながら顔をあげて、百ゆ合りはギョッとした。百合に手を貸した人物は、今どき珍しい虚こ無む僧そうだった。首に袈け裟さをかけ、腰に尺八をさし、深編み笠かさをかぶって顔は見えず、その声には男とも女とも知れない不思議なひびきがあった。

　虚無僧は、涙に濡ぬれた百合の目をじっとのぞきこむように腰をかがめて、いたわりに満ちた口調で語りかけた。

『かわいそうに……なぜ泣いていたのですか？　良ければ、この太たい白はくに話してはくださいませんか。何かお力になれるかもしれません』

『太白……さん？』

　百合は、全すべてが自分を見捨てたという絶望の底に差しのべられた救いの手に、すがるような目で虚無僧を見あげた。相手が何者であろうと、気にはならなかった……なぜなら百合の周囲には敵しかいなかったのだから、むしろいっそ誰だれなのかわからない人間のほうが安心できた。少なくとも、敵ではないかもしれないという可能性もあるのだから……見知らぬ人間が一番安心できるという厳しい現実に寂しさを感じつつ、百合は虚無僧にうったえた。

『弱いことは罪つみだと皆が言うの。どうすれば力を持てるのかしら……』

『力が欲しいのですか？』

　虚無僧は人の心にするすると入りこんでくるような、甘く優しい声でそうたずねた。百合がうなずくと、虚無僧はふところから小さな骨を取りだし、百合の目の前にさし出した。百合は骨を見るのが気味が悪く、思わず後ずさる。

『そ、それ何……？』

『これは、お守りです。あなたに力を与えてくれるのですよ。あなたがそれを望むなら、ですが……ほんとうに力が欲しいのですか？　たとえ他ほかの全てを犠牲にしても？』

　虚無僧は骨を百合の手にそっと握らせた。虚無僧の手は白く指は細長く、女性のようにも男性のようにも思えた。その手から、不思議な波動が伝わってくるのを百合は感じた。

『わたしの力を感じるのでしょう。それはあなたにも力があるという証あかしです。あなたが望めば、その力はもっと強くなる……』

『わたしに力が？』

『そう。どんな望みも叶かなえられる、特別な力です』

　特別な力、と聞いて百合の心が動いた。その瞬間、虚無僧に握られた手が、まるで焼きごてを当てられたかのように熱く痛んだ。

『きゃっ！』

　百合はあわてて手を引っこめる。彼女の両手のひらにくっきりと赤く、まるで化石のように骨の姿がきざみこまれた。それは鳥のようで、右手と左手の姿が左右対称になっている。

『それは善う知と鳥うのひなの骨……あなただけの言うことを聞く、あなたの式神です。体が半分になっているから、そのままでは動けません。あなたが両手を合わせてはじめて、その姿を現します……そして、あなたは式神をあやつることができるのです』

『式神って……何をしてくれるの？』

　百ゆ合りはまだ事情が飲みこめず、不安にドキドキしながら虚こ無む僧そうにたずねる。虚無僧は百合の両肩にそっと手を置き、腰をかがめて、優しい声でささやいた。

『習うより慣れろということわざがありますよ。まずはやってごらんなさい、あなたが今一番したいことは何ですか？』

『わたしが……今一番したいこと？』

　百合は顔をあげた。空には灰色の雲がどろどろと渦うずまいていた。

　家庭でも学校でも、百合はいつも弱者だった。弱い子供は害悪だと、弱いことは罪つみなのだと思い知った。

（その証拠に、わたしが力を手に入れたとき、もう悩む必要はなくなったわ……）

　最初に式神を使ったときのことを、百合は覚えている。朝礼時、小学校の校庭を飛びまわる善知鳥の群れ。目に見えない善知鳥の流す血の涙をあびて、わけもわからないままもがき苦しんで死んでいった教師や生徒たち。家では両親が死んでいた。死体にたかるカラスのように、善知鳥が勝ち誇ほこったような鳴き声を立てていた。

　そして、百合は全すべてから自由になったのだ。その瞬間、生まれてはじめて解放感に満たされたことを、百合は今でも覚えている。

　謎なぞの大量死に、小さな町は大騒ぎとなった。その騒ぎをどこか遠くのもののように感じながら、百合は目的も無く町を歩いていた。

　今まで、外を歩くことすら怖かった。けれど今はもう、誰だれも百合を傷つけることはない。百合は自由になったのだ。心地よい自由の空気の中を、百合は歩いていた。

　ふと、目の前にあの虚無僧が現れた。百合は目をかがやかせて駆け寄った。

『太たい白はくさん！　ありがとうございます、あなたのおかげでわたし……！』

『ええ、何があったのかはもう知っていますよ。あなたはわたしが思った以上でしたね』

　虚無僧はそう言って、百合に手を差しのべる。

『ふつうの術者は、自分の術以上に強い式神を使うことはできません。しかしわたしなら、それをさせてあげられます、わたしが従えた式神をこうやって貸してあげることで。それには、わたしとともに来て、わたしのために……暗あん剣けん殺さつのために働いてくれるだけでいいのです。でも、もし嫌なら、式神を返してもらえば、二度とあなたの前には現れませんが』

『待って！』百合は、虚無僧がさし出した手を迷いもなく握って、必死の目で叫さけんだ。

『式神を返したくない、こんな強い力を一度手に入れて手放すなんてできっこないわ！』

『では、わたしに魂を売ることになりますが、それでもかまわないのですね？　夜や叉しやとなる覚悟はあるのですね？』

『もちろんよ！　わたしは強くなりたい、もう二度と弱いわたしに戻りたくない……弱いことは罪だもの！』

　そのときの自分のことばを、百ゆ合りは今でもはっきりと覚えている。

　それから自分が太たい白はくの命令で何人の人間を、善知鳥の毒と呪じゆ殺さつ風水で殺あやめてきたかも、百合はひとつひとつ覚えている。良心は痛まなかった。自分がずっと味わわされてきたように弱いことが罪なら、滅ぼされる人々は自業自得なのだと思った。

　思いでをたどり終えて、百合は汚れた空から目をそむける。

（わたしは夜や叉しや、わたしには使命がある。この男や、榎えのき小お角づぬや……全すべてを利用して、必ず果たすべき太白さまの使命が……！）

　手のひらにきざまれた骨の刻印を、百合はじっと見つめた。



　一方、百合の部屋から出ていった小角は、怒りながらマンションの玄関を出た。百合に引きとめられているあいだに、すっかり夕暮れは深くなり、分厚い雲が立ちこめて、天気が悪くなってきていた。

「ったく、ムカつくオヤジだぜ！　滝たき川がわに向かってもずいぶん偉そうな態度だったし、いったい何者だ？」小角はずんずん歩いていく。ずいぶん時間を取られてしまったが、気象庁に行った石いわ那なたちに合流しよう……と、思っていた。

　そのとき、小角は民家のコンクリート塀に貼はられた一枚の政党ポスターに気づいた。議員バッジをえりもとにつけた、ロマンスグレーの、さっきの男の写真だった。ポスターには「鬼おに塚づか政せい一いち」と書かれている。小角は驚いて、ポスターの前で足を止めた。

「あいつだ！　態度がでかいと思ったら、国会議員だったのか……っていうか」

　小角は、ポスターに書かれた名前をしげしげとながめる。

（鬼塚ってことは、やっぱり、このオッサンは滝川の親父さんとかじゃねえんだよな。じゃ、どうして赤の他人が滝川の部屋に入ってくるんだ？）

　小角はポスターを見つめながら考えこむ。ワイドショーでときどきかまびすしく報道されるさまざまな事件を、小角は連想した。

（女の子のひとり暮らしであの部屋は贅ぜい沢たくすぎるよな。もしかしたら……援助交際っていうか、囲われてる愛人とかなのか？）

　小角の頭の中はグルグルと回り、思わずマンションを振りかえった。高層マンションの豪華さと、それとは裏腹の百合の陰のある表情が、小角の胸を痛めた。

「滝川……」

　小角は彼女の名をつぶやいた。マンションが、大きな鳥かごのようにも見えた。



　その夜は激しい雷雨になった。

　激しく打ちつける雨音を聞きながら、小お角づぬは神社の本殿でひとり、伽きや羅らが封印されている憑より坐まし珠だまの前にずっと座りこんでいた。伽羅は珠の中で、手足をちぢこめて眠りこんでいる。咲さく耶やがこまめにサカキを取りかえては霊力を注ぎこんでいるにもかかわらず、伽羅の容態はいっこうに良くなるようすがない。あまりに眠りが深いので、もう死んでしまっているのではないかと思わず不安になった。

「伽羅、だいじょうぶか？」小角は伽羅に話しかける。そうしないと、今にも伽羅の魂が体から離れていってしまいそうに思えたのだ。

「あと二日だな……はじめて会った日のことを覚えてるか？　おまえが俺おれの式神になりたいって言ったんだから、勝手に死んだりするなよな」

　励ましだか憎まれ口だかわからないことばをかけても、伽羅はまったく反応しなかった。小角は肩を落とし、ふーっとため息をつく。

　そのとき、本殿に石いわ那ながやってきた。小角に声をかけようとしたが、彼の表情があまりに沈ちん鬱うつなので、躊ちゆう躇ちよしてしまう。人の気配に気づいた小角が、目を向けた。

「よう、石那。どこ行ってたんだ？」小角はたずねた。百ゆ合りのマンションを出たあと彼はすぐに気象庁に向かったのだが、石那たちの姿はそこに無かったのだ。

「あたしと志し摩まちゃんでアスダスを見てたときに、式神の群れが映ったのよ。善う知と鳥うかどうかはわからないけど、雲のかたまりみたいにとても大きな群れだったわ。それで、そこがどこだったのか図書館に行って地図を調べてたの」と、石那は小角の隣に正座する。

「だから気象庁にいなかったのか。で、どこだったんだ？」

「たぶん王おう子じ稲荷いなりだと思うわ」

「王子稲荷？」小角は眉まゆをひそめた。稲荷神社というのはもともと、五ご穀こく豊ほう穣じようをつかさどる御み食け津つ神かみを祀まつった神社である。が、それに三み狐けつ神かみという字を当て、稲荷いなり神しんの眷けん属ぞくを霊れい狐ことする信仰から、狐きつねを祀る神社となったのだ。

「それじゃ善知鳥じゃなくて、霊狐が映ったんじゃねえのか？」

「でも、ものすごい数の群れだったのよ？」

「王子稲荷は関東じゅうの狐が集まる聖地だから、ものすごい数の群れにもなるさ。タイムリミットに余裕がねえのに、可能性の低い情報に振り回されてる暇ひまはねえんだよ」

「そっか……」石那はしょぼんと肩をすぼめる。

「まあいいさ。明日は俺が学校サボってアスダスを見張っとくから」

「あたしもいっしょに行くわ。パソコンの使いかた、志摩ちゃんに教えてもらったから」

　身を乗り出してそう言った石那に、小角は少し眉をひそめる。

「おまえもサボるって？　成績ギリギリのやつはやめとけよ。うちの学校、単位が足りなきゃ無情にバンバン落第させられちまうんだぜ」

「伽きや羅らのためだもの。生意気で憎ったらしいドラ猫だけど、いないと寂しいじゃない」

　石いわ那なのことばに小お角づぬは心を動かされて、思わずホロリとしそうになる。石那の前で涙を見せないように、小角は座ったままあわてて背中を向け、鼻をこすってごまかした。

「さ、寂しいってほどでもねえけど、いつもうるさいからいないと物足りねえよな」

　小角のそんな強がりを、石那はよくわかっている。彼の背中を優しい目で見守りながら、

「……そうよね。いっしょにがんばろ」と、包みこむような声で言った。

　そんな石那が少し大人びて見えて、小角はますます自分が幼い子供のような心細い気持ちになり、それをごまかすように無愛想にうなずきながら、話題をそらした。

「それはそうと、祝はふりちゃんはどこだ？　さっき台所に行ったら、姿が見えなかったけど」

「台所に買い物カゴがあったから帰ってるはずよ。山菜を摘みに行ってるんじゃない？」

　石那のことばに、小角も「ああ、そうか」と単純に納得した。



　だが、祝は山菜摘みに行っていたわけではなかった。彼女は大雨の中、鳥居の横の手ちよう水ず舎やでひとり、竜の口から水盤にそそがれた水を手て桶おけで汲くんでは頭からかぶっていたのだ。

「こんなことで動揺するなんて修行が足りないわ。もっと精しよう進じんしなくちゃ……」

　九月とはいえ、夜風は寒く、水は冷たい。なのにどんなに水をかぶっても、祝の頭が冷えることはなかった。逆に、小角と百ゆ合りのツーショットを思いだすたびに、脳のう髄ずいの芯しんのほうがカーッと熱くなってきて、祝はブルブルッと頭を振った。

　風の流れをも支配する力を持つ風の巫み女ことはいっても、祝はまだ十六歳の少女である。自分自身の心の焦燥だけは、どうしても制御しきれなかった。

　祝はもう一杯、頭から思いっきり水をかぶって、

「……はくしょん！」と、小さくくしゃみをした。背筋が寒くなったが、それとは裏腹に動どう悸きはますます激しくなり、頭もますます熱くなって、ボーッとしてくる。

「だめよ、落ちつかなきゃ。心を平静にしなきゃ……」

　祝は自分自身に言い聞かせながら、水を浴びつづけた。



　そして翌朝、嵐あらしはすっかりおさまり、葛かつ飾しか浅あさ間ま神社の境けい内だいの木々の葉は朝日にみずみずしくかがやいていた。しかしすがすがしい天気に反して祝は、石那の部屋に敷かれた彼女の布団ふとんの上でうんうんうなっていた。

　小角と石那が布団の横に座って心配そうに見守る中、咲さく耶やが祝の口にふくませていた体温計を引きぬいた。

「八度五分ですね」

「そんなにっ？」小角は引っくり返った声で叫さけんで、寝こんでしまった祝をのぞきこむ。

「いないと思ってたら……何だって、朝までずっと水みず垢ご離りなんかしてたんだよ。祝ちゃんが修行熱心なのは知ってるけど……」

　小お角づぬは、祝はふりの額の上に冷たいタオルをそっと置く。

　そのとき玄関のチャイムが鳴った。咲さく耶やが出ようとしたので、石いわ那なはあわてて立った。

「いいのよ、あたしが出る。きっと志し摩まちゃんだわ」

「志摩さん？　珍しいですね、学校のおむかえに来られるなんて。石那さんも小角くんも、まだ私服のままでだいじょうぶなんですか？」咲耶の質問に、石那は遠慮がちにこたえる。

「それが……今日はあたしたち三人で学校をサボって気象庁でアスダスを見張って善う知と鳥うを探すつもりなの。伽きや羅らのタイムリミットは明日の夕方だから、もう余裕が無いのよ」

「学校をずる休みするんですか？　あまり感心しませんね」

　まじめな咲耶が、少し眉まゆをひそめた。あこがれの咲耶に顰ひん蹙しゆくされて、小角は胸が痛む。

「すみません。咲耶さんが家計をやりくりして俺おれたちの学費を払ってくれてるのに、サボったりして……」

「でも、伽きや羅らさんを助けるためですから仕方がありませんね」

　申し訳なさそうな小角に、咲耶は花がほころぶような笑顔を見せた。

「今度だけですよ。早く行ってあげなさい」

「ありがとうございます、咲耶さん」咲耶のことばに、小角はホッと胸をなでおろした。

「じゃ、伽羅のことも祝ちゃんのことも、よろしくお願いします」

「行ってきます、お姉ちゃん」

　小角と石那は部屋を出ると、玄関に向かった。私服姿の志摩は比禰ころねを頭の上に乗せ、片手にコンビニのポリ袋を持って、玄関の前で立っていた。

「ずいぶん早かったじゃない、志摩ちゃん。まだ準備できてないのよ」

「いいんです、わたしが早く来すぎただけです。あっ、これコンビニで買ってきました」

　と、志摩は石那にポリ袋を渡す。石那はそれを受け取り、袋の中を見て眉をひそめた。

「……この雑誌の表紙、どうしてオリーブオイルで体をテカテカに光らせたマッチョマンがビキニパンツ一丁で、バラ園の中でキスしてるの？」

「それはわたしの私物です。新聞のほうを見てください」

「っていうか、よくそのへんのコンビニにこの手の雑誌を置いてたな」

　小角が硬い声でつぶやいた。石那は新聞を開きながら言った。

「新聞って言えば、将まさ門かどの首塚のニュースもちょっとしか取りあげられなかったわね」

「だな。もうちょっと大騒ぎになるかと思ってたから、正直ホッとしたけどな」

「よかったじゃないですか、捜査されたらわたしたちが容疑者になってしまいますもの。警察の取り調べなんて受けたら、ゴムホースで殴られたりしちゃうんでしょう？」

　志摩の質問に、小角はうんざりしたようすで目を細める。

「おまえ、ハードボイルド小説の読みすぎだぜ」

「っていうか志し摩まちゃんって、読書の幅、広すぎよね。もうちょっとしぼりこんだら？」

「それがわたしの豊かなムダ知識を支えてるんです。たとえば取り調べにつきもののカツ丼どんは、いかにも刑事さんのオゴリっぽいですが、あとで精算されて自腹で代金を払わなくちゃいけないんですよ。ごぞんじでした？」

「……ほんとにムダ知識だな。てか、自分でムダって言ってるし」小お角づぬはため息をつく。

「そんなことより、ここを読んでください」と、志摩は新聞の三面記事の下のほうにある、小さな囲み記事を指さした。そこには『凶暴化するカラス、狐きつねを襲う？』という見出しがあり、王おう子じ稲荷いなりの境けい内だいに数百匹もの狐の死体が累るい々るいとしている写真が載せられていた。小角は驚き、新聞に顔をくっつけるようにして記事を読む。

「きのう夕方、カラスのような黒い鳥の群れが狐を襲ってるのを王子稲荷の宮ぐう司じが目撃した……鳥はすぐに飛びさってしまって、くわしい種類はわからない、って？」

「夕方っていうと、あたしが王子稲荷に式神が出たのをアスダスで見たころじゃない？」

　石いわ那なが隣から新聞をのぞきこんでくる。小角は息をのんで、

「やっぱり善う知と鳥うだったってことか？　王子稲荷に行ってみたほうがよさそうだな」

　と、低い声でつぶやいた。石那と志摩も、緊張した表情でうなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      


三章　首くび守もり





　西にし新しん宿じゆくの高層ビル群の朝は、都会の喧けん騒そうに包まれていた。

　その中でも、都庁を西にのぞむ五十階建ての黄金のミラービル……諫いさ早はや魔法建築会社は、ひときわ多忙をきわめていた。創業者である諫早八や雲くもの七しち回かい忌きの法事を夜にひかえ、その準備をしていたのだ。

　四十八階のワンフロアを全すべて使った大広間では、テーブルクロスをかけた円卓や長テーブルなど立食パーティの準備が進められ、次々に花が運ばれていた。壁には恰かつ幅ぷくの良い初老の男、諫早八雲の大きな遺影が飾られている。

　会場の設営のために数十人が行ったりきたりして、まるで戦場のような忙しさだった。起伏の豊かな体型をストイックなスーツに包み、三台の携帯電話を使い分けながら陣頭指揮をしている美女は、社長である諫早出雲いずもの秘書であり、実は式神で烏からす天てん狗ぐの迦か楼る羅らだ。

「料理人の数はじゅうぶん足りているのか、出欠ハガキを確認しろ！　料理が足りなくなったら、わが諫早魔法建築の名折れだぞ！　誰だれだ、先代社長の御遺影をこんな安っぽい額縁に入れたのは！　交換しろ！　花瓶の数も全然足りないぞ！」

　迦楼羅は鋭い声で命令しつづける。二代目社長であり、諫早魔法建築会社内随一の宮ぐう司じである諫早出雲も、会場設営の最終確認に余念がない。

「七回忌にふさわしい立派な式になりそうだな、東つ日が流る」

　純和風の美青年である出雲は、涼やかな切れ長の目で会場のすみずみを隙すき無く見回しながら、ゆっくりと歩いていた。長い黒髪の後ろの部分を白い紙かみ幣しでで束たばね、和服の上からロザリオのような繊細な水晶の数じゆ珠ずを首にかけている。年齢はまだ二十歳すぎだが、とても落ちついて堂々としていた。

「はい、兄この上かみ」

　彼の後ろに影のようにしたがって歩いていた、腹違いの弟である東日流が兄の仕事をじっと見守りながら、そう答えた。東日流は、魔法建築の校外実習で事故に遭あい、一年留年したうえに髪が真っ白になってしまっている。しかし、その白い髪が逆に彼の凍りつくほどに端整な容よう貌ぼうを引きたててもいた。東日流は、会社の中にいるときはいつもそうであるように、いかにもヤング・エグゼクティブらしいかっちりしたスーツに身を包んでいた。

「これは今夜の出席者のリストだ。おまえもいずれわたしの片腕として諫早魔法建築をになう立場なのだから、くれぐれも無礼のないよう頭に叩たたきこんでおくがいい」

　出雲が東日流に分厚いファイルを手渡す。そこには、よくテレビや新聞で名前を見るような政財界の大物の写真と名前が列挙されていた。東つ日が流るは冷静な中にも驚きを隠せず、出雲いずもに問うた。

「国会議員や政府閣かく僚りようまでが法事にくるのですか、兄この上かみ？」

「当然だ。わが社は国家レベルの公共工事も受注しているし、そうでなくとも政まつ治りごとに関かかわる者は超常的な力に頼るものだからな」

　出雲のことばに、東日流はごくりと息をのむ。

　出雲は天才的な宮ぐう司じであり、同時に天才的なビジネスマンだった。幼いころから宮司として会社の仕事をにない、わずか十五歳で父のあとを継いだあと、父である先代社長の時代よりもはるかに業績を伸ばした。東日流は偉大な兄にあこがれ、兄の背を追って努力していた。草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校の最優秀生徒の座にかがやくほど風水術に秀ひいでた東日流ではあるが、出雲の圧倒的な霊力には遠くおよばない。ましてビジネスに関しては、まだ学生の身でもある東日流は、まったくと言っていいほど経験がなかった。

「だが、わが社にはまだまだ人材が不足している。一級魔法建築士の数も少なく、地とこ鎮しずめができる巫かん覡なぎはさらに少ない。だから東日流、おまえにはがんばってもらわねばならないのだ」

　と、出雲は東日流の肩をポンと叩たたいた。ごく軽く叩いただけだが、東日流の全身に一瞬にして、まるで波紋のように緊張感が走った。

「……はい、兄上」東日流は、こわばった声で答えた。

　そのとき、ふたりのもとにロマンスグレーの男……鬼おに塚づかがやってきた。彼は、制服姿で学校指定のサブバッグを背負った百ゆ合りを連れていた。サブバッグには何が入っているのか、大きくふくらんでいた。

「どうも、若社長。お久しぶりですな」

「鬼塚議員？　ずいぶんお早いお越しですね」

　出雲は、いささか意外そうに鬼塚に目を向けた。百合はぺこりと頭をさげる。東日流も彼女の制服を見て驚いていた。その視線に気づいて、鬼塚は言った。

「親しん戚せきの娘さんをあずかっておりましてね。ぐうぜん弟おとうと御ごと同じ学校にかようことになって、一足先にごあいさつにうかがったのですよ。迷惑でしたかな？」

「とんでもない。鬼塚議員には何かとわが社に目をかけていただいて、感謝しています」

　出雲は慇いん懃ぎんにそう言った。鬼塚は、大企業の若き社長が腰を低くして自分に応対していることが気分良さそうに、胸をはって笑った。百合は、会場の中をゆっくり見回す。出雲は敏感にそれに気づいて、にこやかではあるが隙すき無く声をかけた。

「どうかしましたか？」

「いえ。広い部屋だなと思って……」百合はことば少なに答える。百合から出雲の注意をそらそうとするかのように、鬼塚は早口に出雲に話しかけた。

「そんなことより、そちらのかたはもしかして東つ日が流るくんですか。しばらくご無ぶ沙さ汰たしているあいだに、ずいぶんりっぱな若者になられましたな。若社長にあまり似ていらっしゃらないということは……美み香かさんに似ていらっしゃるのかな」

「みか？　……誰だれのことです」聞きなれない名に、東日流は眉まゆをひそめる。そのとき出雲いずもは、常に冷静な彼に似あわず、ぎょっとして鬼おに塚づかに目を向けた。

「鬼塚議員。なぜ彼女のことを……」

「知っているのか、と？」鬼塚は不敵な笑みを浮かべた。

　彼が出雲の気を引いているあいだに、百ゆ合りは大広間の中をゆっくりと歩き回って、内部のようすを観察し、遺影の前に置かれた台上の、高さ一メートルにもなる大きな花瓶を見あげた。花瓶には高級そうな生花が惜しげもなく、山のように生けられていた。

「政財界では彼女は有名人ですよ。二十年前、この世のものとは思えない美び貌ぼうを持ち、つねにその時代の大物のそばに付き従い、類たぐい稀まれなる呪まじないの力によって彼女をそばに置いた男をかならず出世させたという伝説の巫み女こですからな。かく言うわたしも、まだ新人議員でしたが、あこがれておりましたよ。いや、それにしてもよく似ている……その整った顔を見ていると、前社長が道を踏みはずしてしまった理由も理解できるというものです」

「いいかげんにしてください。遺影の前で言うべき話ではないでしょう」

　出雲は厳しい口調で言ったが、鬼塚はどこ吹く風と言わんばかりに涼しい顔で聞き流す。

「失礼。まさか東日流くんが自分の母上の名すら知らないとは思わなかったのでね」

「俺おれの母？」東日流は驚いて、鬼塚の顔を見つめた。

　東日流の母は、前社長の愛人だった。しかし東日流は母の名も顔も知らない。ずいぶん幼いころ、母の腕に抱かれた記憶があるだけで、物心ついたときには、母はおらず、東日流は諫いさ早はや家に引き取られていた。出雲の母で正妻の妙たえ子こは、東日流の存在を疎うとんじていた。まだ幼かった東日流を多た摩まの山中に連れていって殺そうとしたこともある……そのことは、東日流も覚えている。

　見て見ぬふりをしていた父にかわって、心を病んだ妙子を静養させて東日流から引きはなしたのも、周囲の冷たい目から東日流を守ってくれたのも、兄の出雲だった。幼いころから会社の仕事を手伝って多忙であるため、東日流とはあまりベタベタすることはなくむしろ冷たいほどだったが、家族としての義務だけはきちんと果たしていた。そんな出雲に東日流は感謝し、尊敬していた。

　出雲のために優秀な魔法建築士になる……それだけが東日流の目標だった。だから、今の自分たちの関係を壊すようなことはしたくなかった。母の名も顔も居場所も、聞こうとはしなかったし、聞きたいとも思わなかった。しかし東日流も人の子である。自分を生んでくれた母のことがまったく気にならないわけではない。

「俺の母親を知っているのですか？」東日流は一歩踏みだして、鬼塚にたずねた。出雲は、口止めするかのように鬼おに塚づかをにらむ。そのとき、百ゆ合りが戻ってきて、

「おじさま。お忙しいところ、あまり長居をしてはご迷惑でしょうから帰りましょうか」

　と、鬼塚に声をかけた。もうここには用が無い……ということを、遠まわしに伝えていた。鬼塚はうなずいて、

「そうだな。ではよけいなことを言いすぎないうちに失礼しましょう、また法事のときにごあいさつさせていただきます」

　と、百合とともにその場を去った。東つ日が流るは焦あせって、鬼塚を呼びとめようとする。

「ま、待ってください、まだ話が……！」

「何の話があるというのだ、東日流」と、出雲いずもが厳しい声で言った。東日流は、いつも物静かな兄の表情が暗い怒りを秘めているのを見て、ぎくっとする。出雲がそうまで感情をむき出しにするのを見るのははじめてのことで、東日流はとまどいながら答えた。

「い、いえ……すみません、俺おれは別に……」

「父かぞにもわが社にも数えきれないほどの敵がいる。親しげな顔で近づいてきて、舌先で他人の心を撹かく乱らんし、内臓を食いやぶろうと狙ねらいを定めている……政財界というのは、そういうものだ。おまえも今夜の法事を機に、少しずつ覚えていくがいい。この先、あのような品性下劣な男のことばにまどわされぬようにな」

　出雲は東日流に背を向けて言ったので、彼の表情は東日流にはわからなかった。だが、そのことばの中に深い怒りがあるのはわかった。

　そして、そんな政財界という生き馬の目を抜くような場所で、出雲は先代社長が死んだ六年前から矢面に立って戦ってきたのだと、東日流はあらためて思った。自分はまだ学生として世間の風から守られつづけている……自分を守り、そのぶんの傷までかわりに受けているのは出雲なのだと、東日流は痛感した。

（なのに俺は、留年して卒業が遅れ、そのぶんよけいに兄この上かみにご迷惑をおかけしている。少しでも早く第一種魔法建築士の資格を取り、微力でも兄上の手助けにならなくてはいけないのに、俺はまた兄上のお心をわずらわせてしまったのか……）

　先代社長の愛人問題にしても、愛人の子である東日流を引き取ったことにしても、出雲はおそらく今までもさまざまなトラブルを経験してきたに違いない。彼は、東日流の母親について何も教えてくれないが、同時に、彼女や東日流のせいでどんなに大変な思いをしてきたかということも、一言も東日流に言いはしなかった。

（聞いてはならないことだったのだ……わかっていたのに、兄上がどれほど心を痛められ、お怒りになられたことか……）

　東日流は自己嫌悪におちいって、おそるおそる出雲の顔色をたしかめようとする。だが出雲は東日流に背を向けたままで、どんな表情をしているのかわからず、だからこそ東日流はよけいに不安になった。

　そのとき、てんてこまいしてかなりテンパっている迦か楼る羅らが出雲いずもを呼んだ。

「出雲さま、祭さい壇だんに飾る菊は何色にするのでしたでしょうか？」

「……うむ、今行く」出雲はそう答えると東つ日が流るのほうには目もくれず、肩に羽織っている短いマントをひるがえして去った。出雲の動きは優雅かつ静かで、東日流はそんな兄の姿を痛々しい気持ちで見送りながら、出席者リストのファイルをぎゅっと握りしめた。

「申しわけありません、兄この上かみ。今宵こよいは必ず、ご期待にそいます……」

　出雲と入れ替わるように、亜あ彌びが大広間にやってきた。彼は腕に新聞を抱いていた。

「あの、東日流さま……お時間少々よろしいでしょうか」

「時間だと？」東日流は亜彌に冷たい目を向ける。亜彌はハッとして、頭をさげた。

「す、すみません。今夜は法事だとわかってはいるのですが……今朝の新聞を読んでいたら、王おう子じ稲荷いなりの境けい内だいで狐きつねが大量に殺されたという記事があったので、つい……」

「俺おれも読んだ、カラスに襲われたようだな。今日は忙しい、そんな話は明日にしろ」

　東日流がピリピリしているので、亜彌は遠慮がちに言った。

「し、しかし王子稲荷の狐はただの狐ではなく稲荷いなり神しんの眷けん属ぞく、神格の高い霊れい狐こです。ただのカラスに襲われるはずはないと思うのですが……」

「ただのカラスでないとすれば、何なのだ？」

「穢ケガレや野の良ら式神のしわざではないかと思うんです。だから、同じような事件が起こる前に王子稲荷の現場を調べにいって、犯人をつきとめたいんです」

「同じ狐が殺されて動揺するのはわかるが、考えすぎだ。野生動物の食物連鎖にすぎん」

　東日流は亜彌の相手をする時間も惜しいようすだった。しかし亜彌は食いさがる。

「そ、そうかもしれませんが、もしかしたら大きな事件になるかもしれません。とりあえず王子稲荷に行ってみたほうがいいと思うんです」

「それなら、おまえひとりで行ってくればよかろう」

　東日流は冷たく言い捨てた。亜彌は不安そうに眉まゆを下げる。ほんとうは、霊狐たちを倒すような相手にひとりで立ち向かうことになるかもしれないと考えると心配で、東日流についてきてほしくて、話を振ったのだ。しかし、どうやら東日流にはその気が無いらしい。

「……わかりました……」亜彌は消え入るような声で答え、立ち去った。法事のことで頭がいっぱいの東日流は、彼の寂しげな背中に目もくれなかった。



　そのころ、小お角づぬたち三人もまた葛かつ飾しか浅あさ間ま神社を出発しようとしていた。

「咲さく耶やさん、伽きや羅らと祝はふりちゃんのことをよろしくお願いします」

　鳥居の下で、小角は見送りに出ていた咲耶に頭を下げた。咲耶は境内の朝のお清めをするため、竹のホウキを手にしていた。

「ええ、安心して任せてください」と、咲耶はほほえんだ。

「気象庁に行くはずが、何だか脱線してきたわね」

　石いわ那なが、ショルダーバッグに因いな幡ばを入れる。三人は咲さく耶やに見送られて鳥居を出ようとしたが、ふと志し摩まが足を止め、思いだしたように咲耶に言った。

「あ。そう言えば、鳥居にこんなのが刺さってたので抜いておきました」

　志摩がコンビニのポリ袋から取りだしたのは、五寸釘くぎがふかぶかと刺さった三体のワラ人形。石那は顔を引きつらせてそれを見る。

「こ……これって呪のろいのワラ人形じゃない！　こんなの引っこ抜いちゃだめよ！」

「やっぱりそうなんですかね？　だめかなーとも思ったんですが、知りあいの名前が書いてあったので、つい」と、志摩は石那にワラ人形を見せる。人形に貼はられた紙にはそれぞれ「筒つつ井い奈な津つ」「竜たつ田た亜あ樹き」「打うつ田た魅み冬ふゆ」と書かれていた。

「……っていうか、誰だれが呪いをかけたのか消去法でわかっちまうな」

　小お角づぬの脳裏に暑苦しいツイン縦ロールが浮かび、「オホホホホ」という濃い笑い声が幻聴となって聞こえてきた。石那も深いため息をつく。

「やっぱりあの四人って、仲が悪かったのね……」

「取りあえず、ゴミ箱に捨てちゃいます？」と、志摩はワラ人形を投げ捨てようとする。咲耶はあわてて手を伸ばし、ワラ人形を受け取めた。

「いけません、こういうものはちゃんとお祓はらいをしなくては」

「でもお姉ちゃん、ワラ人形って人に見つかったら効果無くなっちゃうんでしょ？　それなら、このまま捨ててもいいんじゃないの？」

「いいえ。効果が無くなるだけならよいのですが、行き場を失った呪じゆ力りよくのエネルギーは、呪じゆ者しやのほうへ逆流してしまうんです。ですから呪力を抜いておかなくては、このワラ人形を作った人が呪じゆ詛そ返しを受けて、大変なことになってしまいます」

「別に自業自得じゃありませんか。人を呪わば穴ふたつってやつでしょう？」

　志摩のことばに、咲耶は首を横に振る。

「たしかにそうかもしれませんが、巫み女ことして、見つけた以上はそのままにはできません。呪われた人も呪った人も、どちらも救いを必要としているのですから」

「咲耶さんはお人好よしすぎます、人を呪った人にまで思いやりをかけてあげるなんて。わたしとしては『人の不幸は蜜みつの味』が座右の銘めいなんですけどね」

「おまえはまた、突拍子もなく邪悪すぎるんだろ」

　小角が硬い声で志摩にツッコミを入れる。咲耶は地面にワラ人形を置き、その上に竹のホウキを逆さに立てた。ホウキの柄えがワラ人形の上に、穂先が天に向けられる形になる。

「お姉ちゃん、ホウキなんかで何をするの？」と、石那が不思議そうにたずねた。

「ホウキには穢ケガレを清める魔力があります。家の中で死者が出たとき、死の穢を家の裏口から掃きだしたり、境けい内だいを清めたり……そのほかに、家の中で人が亡くなったとき、ホウキを逆さに立てておくことで、死の穢ケガレを天に還すこともできるんです」

「穢を天に還す？」

　そんなことを聞いたのは小お角づぬもはじめてだった。咲さく耶やはうなずいて答える。

「信しな濃のに帚ははき木ぎという伝説の木があります。それは近くに寄ると見えなくなる、ホウキを立てたような木だったそうです」

「葉っぱが落ちた木ってのは、たいていホウキを逆さに立てたように見えますけど……あっ、そうか！　だからホウキを逆さに立てておくのか！」

　小角は納得して、ポンと手を打った。志し摩まと石いわ那なは意味がわからず、首をかしげる。

「何が『だから』なの？」

「ヨーロッパでは人に呪のろわれたとき、木にさわると呪いが消えるって言われてんだよ。木ってのは、地面から水を吸いあげて、幹をとおして葉っぱから蒸発させるだろ？　水には穢を洗い流す力があるから、水を地上から天へくみ上げてる木にふれることで、穢を天に還しちまうってことさ。だから大きな木ほど、ご神木って呼ばれてあがめられる……平たく言えば煙突みたいなもんだ」

「あっ、それで地じ鎮ちん祭さいのときには地面にホウキみたいな笹ささを立てるんですね？」

　メガネをかがやかせた志摩に、咲耶はうなずいて答えた。

「そうです。他ほかにも、出産のとき赤ちゃんが生まれてきた瞬間に悪霊が取りつくと考えられていたので、お母さんの枕まくらもとにホウキを立てておくことで、近よってきた悪霊をホウキの魔力で吸いあげて空に還したり……嫌なお客さまが帰ったあとでお清めの塩のようにホウキを逆さにして戸口に立てておいたりしたんです。ただし、ふだん家の中でホウキを逆さにして立てていると家人の魂が空に吸いあげられてしまうので、お客さまが帰ったあとにホウキを立てるときには、家人の魂まで影響を受けてしまわないようにホウキに布をかけておくんです」

「なるほど……たかがホウキと思ってたけど、けっこうな呪じゆ具ぐなんだな」

　小角は感心して咲耶の手もとのホウキを見つめる。

「では、このワラ人形にこめられた呪じゆ念ねんを浄化します」と、咲耶は逆さにしたホウキに両手をそえて軽く念を注入し、澄んだ声で帚木の呪じゆ言げんを唱えた。

「子ねの日ひの目め利とぎ箒ははき！」

　するとホウキの先から黒い煙のような邪念がゆらゆらと立ちのぼり、風に吹き散らされて消えていった。小角たちは、感心してそれをながめていた。

「すげえ。さすが咲耶さんだな」

「もう、呪ったかたが呪じゆ詛そ返しを受けることもありません。あとは、これを燃やして浄化するだけです」と、咲耶はホウキをもとどおりに持ち、ワラ人形を拾いあげた。

「じゃ、あたしたちも出発しようか？」

「そうですね。あまり遅くなってもいけませんし」

　石いわ那なのことばに志し摩まも答えて、鳥居を出ようとした。そのとき、母屋のほうから祝はふりが血相を変えて走ってきた。

「まっ……待ってください……っ！」

　祝は熱で真っ赤な顔をして、足もともフラフラしている。一度ズデッと転び、よろよろと立ちあがって、小お角づぬのもとにやってきた。

「祝ちゃん！　何やってんだ、寝てなきゃ駄目だろ！」

「いいえ……わたしもついて行くわ。何が起ころうとしているのか、それをたしかめるためにわたしは風に導かれて、この街に来たんだもの」

　祝は肩で息をしながら小角に言った。小角は心配して、今にも倒れそうな祝を支える。

「王おう子じ稲荷いなりって東京の北のほうで、ほとんど埼さい玉たまなんだぜ。一時間ぐらいかかるから、そんな体じゃ無理だって」

「でも……どんな敵がいるかわからないのに、小角ちゃんひとりで行かせられないわ！」

　祝は熱にうるんだ瞳ひとみで小角をキッと見つめた。

　実を言えば、小角をひとりで行かせられないのは、もしかしたら王子稲荷に行くというのは口実で、小角がまたあの美しい少女のところに行くのではないかと心配だったからだ。

　そんなこととは知らない小角は、祝を案じて言った。

「気持ちはうれしいけど、俺おれはひとりでだいじょうぶだから、祝ちゃんは神社でゆっくり休んでろよ。ぶっ倒れちまうぜ」

「いいえ、わたしはだいじょうぶ。ほら、こんなに元気」

　祝は片手のこぶしを腰に当ててシャキシャキと体を側屈させるが、頭を動かしすぎてふらっとし、そのままへなへな～と地面に倒れた。小角はジト汗を流しながらつっこむ。

「全っ然だいじょうぶじゃなさそうだけどな」

「ほんとにだいじょうぶ……死んでもついていくから、だいじょうぶ」

「それをだいじょうぶの範はん疇ちゆうに入れていいのか？」

　小角は心配そうに硬い声でつぶやく。石那が根負けして小角に言った。

「ここまで言ってるんだから連れてってあげましょうよ」

「まあ……ほんとは留守番して寝ててくれるのが一番ありがたいんだけどな。祝ちゃんが一度言いだしたらぜったいに聞かないことは、小さいころからよく知ってるしな……」

　小角はため息をついた。祝は発熱して頭がぐらぐらしながらも、うれしそうにほほえんだが、やっぱり頭がぐらぐらしているので、

「じゃあ、行きましょう。元気、元気！」

　と、あさっての方角に向かって元気に歩きだした。

「ち、ちょっと祝ちゃん！　どこ行くんだ！」

　小お角づぬは、どこかへ行ってしまいそうになっている祝はふりをあわてて捕まえに行った。



　こうして四人は、葛か西さい駅から東京メトロに乗り、飯いい田だ橋ばし駅で乗りかえて、四十分ほどで王子駅に到着した。

　祝はふりは長い時間電車に揺られていたので、ずいぶん気分が悪そうだった。小角が祝に肩を貸して支え、駅に降り立つ。西には広い台地があって、緑豊かな公園となっている。街を北へ歩いていくと、やがて王おう子じ稲荷いなりの大きな鳥居と階段が見えてきた。

「ずいぶん上のほうまで階段がありそうですけど、だいじょうぶですか？」

　比禰ころねをポシェットのようにしてたすきがけにしていた志し摩まが、鳥居の下から階段を見あげた。祝は小角に支えられながら、無理をして弱々しい笑顔を浮かべる。

「え、ええ、気分爽そう快かいです」

「その顔色で気分爽快なのはデスラー総統ぐらいのものだと思いますけど」

　つっこむ志摩に、石いわ那なが硬い声で指摘した。

「志摩ちゃん、きのうからネタが偏かたよってるわよ。それにしても、因いな幡ばが鹿しかの姿になれたら、祝ちゃんを乗せていけるのにね」と、石那はショルダーバッグの中の因幡をなでる。

「キュウ……」因幡はもうしわけなさそうに、翼になっている耳を下げた。

　そのとき、小角は階段の上に目を向けながら、ふとつぶやいた。

「……これなら、行けるかな」

「え？」きょとんとする祝の脇わきの下に小角はいきなり手を入れると、ひょいっとお姫様抱っこをした。祝は大きな目をこぼれそうに見開き、顔を真っ赤にして小角を見つめる。

「お、小角ちゃん……っ？」

「うん、やっぱこれなら余裕だな」と、小角は祝を抱っこして階段を上がっていった。

「すごい、小角。上まで抱いてくなんて、根性ねえ」石那は驚いて、小角の背を見つめる。

「根性っていうか、愛情じゃありませんか？」

　志摩がメガネをキラリと光らせる。石那は少しドキッとして、焦あせりながら言った。

「は、祝ちゃんは小角の幼なじみで仲良しなんだから、愛情があるのは当然じゃない」

「そんな余裕ぶっこいててだいじょうぶなんですか？」

「っていうか志摩ちゃん、人間関係に波風立てるのが趣味って良くないわよ」

　石那は志摩の胸に人差し指を突きつける。志摩はしれっとした表情で、

「まあまあ。それより榎えのきさんを追いかけないと、心ひかれあう幼なじみ同士をふたりっきりにさせておいたら何が起こるか責任持てませんからね」と、石段を上がりはじめる。

「だから、そういうこと言わないでって！」石那は怒りながら、志摩を追いかけた。

　小角に抱かれている祝はというと、恥ずかしくて、彼の腕の中でじたばたと暴れていた。

「おっ、小角ちゃんっ、自分で歩くから下ろして！」

「遠慮するなよ、熱あるのに階段なんかのぼったら倒れちまうぜ。っていうか暴れるなって、石段から転げ落ちたら軽く複雑骨折しちまうぞ」

「で、でも小お角づぬちゃんだって大変だし……」

「祝はふりちゃんは軽いから平気だって。体重、三十五キロぐらいしか無いんじゃねえか？　もっと栄養とったほうがいいぜ」

　小角に言われて、祝は赤くなったまま恥ずかしさのあまり黙りこんでしまう。石いわ那なが小角を追いかけながら、軽くいさめた。

「小角、女の子に体重の話なんて禁句よ。ほんとデリカシー無いんだから」

「なんだよ、俺おれは祝ちゃんを心配して言ってるんじゃねえか」

「あ、あの、小角ちゃん……」ふと、小角の腕の中の祝が、小さな声でたずねた。

「小角ちゃんは、痩やせてるのは嫌……？　わたし、もっと太ったほうがいい……？」

「いや、太ったら生活習慣病とかも心配だし、祝ちゃんが健康なら今のままがベストだって。必要以上にダイエットしてるなら体に悪いからって話でさ」

「でも、小角ちゃんは強しいてどちらかと言えば、太ってるほうがいいと思う？　もしそうならわたし、お相撲すもうさんみたいに毎日チャンコ鍋なべを食べてがんばるわ！」

　祝は強く決意をして小角の腕の中でこぶしを握る。

「……取りあえずやめとけ、祝ちゃん」小角は硬い声でつぶやいた。

　石段をのぼっていくと、やがて、王おう子じ稲荷いなりの豪華な社殿が見えてくる。狐きつねの死し骸がいはもう処分されていたが、そのあとの境けい内だいに、亜あ彌びが険けわしい表情でたたずんでいた。

「あれっ、亜彌ちゃん？　こんなところで何してるの？」

　石那が声をかけると、亜彌はハッとして顔を向けた。

「石那さん……祝さんまでいらっしゃるのですか？　わたしは狐が大量に殺されたというので調べにきたんですが……みなさんこそどうしてここに？」

「俺たちも同じさ。ってことは、東つ日が流るもこの事件に鼻をつっこんでるってことか？」

　小角は祝を下ろし、きょろきょろして東日流の姿を探す。亜彌は首を横に振った。

「いえ、わたしひとりで来たんです」

「ひとりで？　いつも東日流にくっついてるのに？」

　石那が意外そうにたずねる。志し摩まがわくわくしながらつぶやいた。

「もしかして諫いさ早はやさんが榎えのきさんと浮気したことが原因でついに破局ですかっ？」

「……っていうか、燃やすぞ」小角は鋭い視線を志摩に向けた。しかし亜彌は気分が沈みきっているようすで、志摩のことばも耳に入っていないようすだ。

「東日流さまは、この事件に興味を持たれていませんから……」

「東日流の野郎が事件に興味を持ってない？　穢ケガレと見りゃ親のカタキみたいにブッつぶすってやつなのに、珍しいこともあるもんだな」

「今夜の法事の準備で、ご多忙なんです。でも王おう子じ稲荷いなりは関東の狐きつねの総本山なので、同じ狐としては放っておけず、ひとりで来たんです。毎年大晦日おおみそかには何百匹もの狐が行列して、この王子稲荷の大きな榎えのきの木のもとに集まります……ですから、きのうも何か用があって狐たちが集まったところを、襲われたのではないかと思うんです」

「用？　狐の用って何なんだ？」小お角づぬの質問に、亜あ彌びは首を横に振る。

「わたしにもわかりません……それを調べにきたんです」

　そのとき、祝はふりがハッと顔をあげた。石いわ那ながたずねる。

「祝ちゃん、どうかした？」

「風に乗って血の匂においがするんです……善う知と鳥うの血の匂いが」祝は風に導かれながら歩きだす。まだ熱があるので足どりはおぼつかないものの、その目には確信があった。

「善知鳥がいるのか？　伽きや羅らを助けられるのか？」小角は期待に胸を高鳴らせて後を追う。

　祝がやってきたのは境けい内だいにある小さなほこらだった。それは崖がけにひらいた「お穴さま」と呼ばれる、狐の穴だと伝えられる小さな洞どう窟くつを祀まつったものである。

　祝は洞窟をのぞきこんだ。穴の中は真っ暗で、冷たい空気がたゆたっている。

「血の匂いはここから流れだしているわ」

「善知鳥をとっ捕まえるチャンスだな。ここで待っててくれ、ちょっと見てくるぜ」

　小角が洞窟に入ると、亜彌が後から追いかけてきた。

「わたしも行きます、先ほどからおっしゃっている『ウトウ』とは何ですか？」

「体を溶かす体液を出す毒鳥さ。伽羅がやられたんだ」と、小角は答える。

「えっ、伽羅さんがっ？　だ、だいじょうぶなんですか？」

「明日の夕方がタイムリミットだけどな。だから善知鳥を捕まえなくちゃいけないんだ」

「明日の夕方。そんな……あの殺してもぜったいに死んでくれなさそうな伽羅さんが？」

　亜彌はショックを受けて青ざめた。

　ふたりは、洞窟の奥へ奥へと入っていく。本調子ではない祝と、戦闘能力の低い石那と志し摩まは、洞窟の入り口で待ちながら心配そうに中をのぞきこんでいた。

「……おい。妙に足音が響いてねえか？」ふと小角は、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「ええ。それが何か？」

「洞窟の壁に音が反響するタイムラグが長いってことさ。広い空間になってるみたいだ」

　と、小角は右手に火ホ火ホ出デ見ミの渦うずまく炎を生みだし、たいまつのように右手をかざして洞窟の中を照らした。すると、そこは高さ百メートルもある、広大な空間になっていた。奥がどれほど深いのかは、光が届かなくて見えない。

「広い！　いったい奥はどこまであるんでしょう？」亜彌は驚いて、洞窟の中を見回した。

「調べてみるか。神カム火ホ火ホ出デ見ミ！」

　小角は炎を洞窟の奥に向けてはなった。炎は洞窟の壁を赤く照らしながら、どこまでも飛んでいって、やがて見えなくなる。小お角づぬは新しい炎を右手にともした。

「一キロ以上はあるな。洞どう窟くつの奥にこの広さの空間って、物理的におかしくねえか？」

「とちゅうでゲートを通過したということでしょうか」

　と、亜あ彌びは今きた道を振りかえる。遠くに心配そうに見守っている石いわ那なたちの姿が見えたが、間に空間の歪ゆがみがあるのか、三人の姿はかげろうのように揺らめいていた。

「そういうことみたいだな。高い山だの洞窟だの湖の底だのは、重力異常を起こしてるから空間に歪みが生まれて、天然のゲートが開きやすいんだ。おむすびころりんのネズミの国は地中にあるし、竜宮城は海の底、中国の伝説の桃源郷は洞窟の奥だっただろ」

「王おう子じ稲荷いなりのお穴さまの奥にゲートが開いていたなんて知りませんでした。もしかしたら関かん八はつ州しゆうの狐きつねたちは、このゲートを通って集まっていたのかな……」

　亜彌は周囲を見回す。そのとき、洞窟の奥から白い光が飛んできた。小角はハッとして、

「よけろ、亜彌！」と、叫さけんだ。

　反射的に亜彌は頭を下げた。白い光は亜彌の頭上ぎりぎりをかすめ、背後の岩壁にぶつかる。岩壁は大きく砕け、その衝撃で洞窟全体が激しく震動した。

「だ、誰だれが攻撃を……？」亜彌は驚いて、ごくりと息をのむ。

「善う知と鳥うじゃなさそうだな」つぶやく小角に向けて、さらに数条の白い光が飛んでくる。亜彌は念をこめて印いんをむすび、指先を拳けん銃じゆうのような形にして白い光に向けると、

「狐コ狗ク狸リ狗ク！」と、紅べに色いろの鬼火を発射した。

　その呪じゆ文もんは弧コ狗ク狸リ狐コほどの威力はないものの、狐コ狗ク狸リ狸リよりは強力で、なおかつ猟りよう犬けんのように敵を追いかけて殲せん滅めつすることができる。狐狗狸狗の炎は自動追尾ミサイルのように白い光を追っては粉砕し、別の光を追っては粉砕して、全すべて片づけてしまった。

「あいかわらずやるな。今の術、はじめて見たぜ」小角は感心して亜彌に声をかける。

「……そのことば、東つ日が流るさまからいただければ、もっとうれしいのですけれど」

　亜彌は、今ここに東日流がいないことが心細くて、小さな声でつぶやいた。

　洞窟内の異変に気づいて、石那たちも駆けこんできた。

「小角ちゃん、大きな音が聞こえたけれど何かあったの？」

　祝はふりも先ほどまでの熱でうつうつとしている状態から、非常事態だと見て覚かく醒せいしたようだった。小角は洞窟の奥に目をくばりながら言った。

「よくわからねえけど、厄やつ介かいな敵がいるみたいだから外で待ってろよ」

「厄介な敵なら、なおさら手伝うわ。小角ちゃんを守るためにわたしはこの街に帰ってきたんだもの！」祝は凛りん然ぜんたる表情で小角の顔をキッと見あげた。小角は長いあいだ彼女と離れていたせいで、そのまっすぐな視線に不慣れで、とまどってしまう。

「き、気持ちはありがたいけど……」

　石那はそんな祝を見て、自分もあわてて小角に言った。

「小お角づぬ、あたしも手伝うわ！　せっかく霊力が上がってきてるみたいなんだもの！」

「待てよ。霊力が上がったって言っても、相手がどれぐらい強いのかわからねえんだぜ」

　祝はふりはともかく、さすがに石いわ那なを参戦させるのはまだ気が気でなくて、小角はいさめた。そのとき、洞どう窟くつの奥からふたたび白い光が群れをなして飛んでくる。

「また来ました！」亜あ彌びが叫さけんだ。

「あたしに任せて！」と、石那は彼女が使えるわずかな呪じゆ言げんのうち、取りあえず何度か成功して実績のある大おお祓はらえの祝詞のりとをとなえた。

「気い吹ぶき戸どに坐ます気い吹ぶき戸ど主ぬしと云いう神、根の国底そこの国くにに気吹いぶき放ちてむ！」

　呪言は烈風となり、白い光を一気に粉砕してしまった。祝は驚いて石那に目を向ける。

「大祓の祝詞を使えるなんてすごいですね、石那さん！」

「えへへ。霊力が足りないから一発しか撃てないんだけどね」石那は照れくさそうに頭をかく。そのとき、粉砕した白い光から青白い煙がしみ出すようにただよってきた。

「何だ、妙な匂においがするぜ」小角はギョッとして鼻と口を押さえる。

「これはもしかして殺せつ生しよう気きでは……！」亜彌の顔がこわばった。

「殺生気？」たずねる石那に、亜彌は答える。

「狐きつねの術のひとつで、そばに寄る者を殺す空気を出すんです」

「つまり毒ガスってこと？　大変じゃない！」

　石那は真っ青になった。そのとき、祝は腰にさした桑の弓をぬきながら、

「わたしに任せてください！」と、弦つるを指ではじいた。ピイイィンと澄んだ音で精神を集中させ、祝は風の神歌を唱える。

「嵐あらし吹く戸と山やまの風に痼しこりなす向こう悪魔を吹き返せけり！」

　歌はうねる風となり、青白い煙を取りかこむようにしてまとめてしまうと、洞窟の奥へと押しかえす。そのとき、亜彌が風に向かって狢むじな火びの術をはなった。

「狐コ狗ク狸リ狸リ！」亜彌の指先から暗紅色の炎の球が飛んだ。狢火は狐コ狗ク狸リ術の中で、低温の炎をはなつ威力の弱い術である。狢火が風の中に閉じこめられた殺生気に当たると、殺生気は一瞬青い炎を上げて、燃えつきてしまった。

「どうして殺生気を燃やしてしまったんですか、呪じゆ詛そ返しをするつもりでしたのに」

　訝いぶかしげにたずねる祝に、亜彌は謝る。

「すみません。相手が狐のようなので、もしかしたら話せばわかるかと思って……」

　そのとき、洞窟の奥からゆっくりと白い影が歩みだしてきた。

「今の術、それに先ほどの術……間違いない、狐狗狸術ですね……」

　小角たちはハッと目を向ける。暗い闇やみの中に立っていたのは、真っ白い肌の、半人半狐の美女だった。真っ白い毛におおわれた狐の耳が生え、白い髪は長く、しっぽも長い。亜彌ほど神格は高くないようだが、どうやら白狐の化け身しんのようだ。

　首から金色のカギを首飾りのようにかけているほかには、豊満な体には一糸もまとわず、体じゅうが赤い血を浴びて赤くただれていた。彼女の体は白く光っていて、その光に照らされた地面には、善う知と鳥うが大量に折り重なって死んでいた。亜あ彌びは彼女に問うた。

「やっぱり狐きつねでしたね。あなたは誰だれです、なぜわたしたちを攻撃したんですか？」

　亜彌の問いに、彼女は苦しげに声をしぼり出して答える。

「わたしの名は使し姫き……稲荷いなり神しんに仕つかえる霊れい狐こです。狐神さま、攻撃して申しわけありませんでした。敵だとばかり思ったのです……」

「敵ってのは、そいつらのことか？」小お角づぬは、使姫の足もとにうずたかく積みあがった善知鳥を指さしてたずねた。使姫は弱々しくうなずく。

「彼らは昨晩、この王おう子じ稲荷いなりを攻撃してきました。将まさ門かどの首をうばうために……」

「将門の首？　首塚から消えた首のことかっ？」小角の問いに、使姫はうなずく。

「将門はわれわれ狐があがめる北斗七星の仏、妙みよう見けん菩ぼ薩さつの加護を受けていました。妙見菩薩の化け身しんである童どう子じが戦いくさに加わって勝利を導いたとも、七人の影武者がいたとも、将門には常人ばなれした強さをほこる伝説が残っています。われわれ狐は人間の頭ず蓋がい骨こつを頭に載せ、北斗七星に祈って変へん化げの術を使います。人間の頭蓋骨は外げ法ほうに呪じゆ力りよくを与えるもの、それが強力な力を持つ人間のものだったならなおさら……」

　外法とは仏教以外の教法、とくに天てん狗ぐ……天あまつ狗きつねがあやつる妖よう術じゆつのことを言う。使姫はつづけて語った。

「将門の首が外法使いの手に渡れば、どのように悪用されるかわかりません。われわれ関かん八はつ州しゆうの狐は将門が討ち死にしたとき、その首が京きよう都と朝廷の陰おん陽みよう師じに悪用され新たな戦の道具とされないように、東国に持ち帰ったのです」

「ってことは……将門の首が白い光をはなって飛び去ったってのは、首を運んでった狐の狐きつね火びだったってことか？」

「そうです。それから千年以上のあいだ、代々の使姫は将門の首を守ってきました。最近何者かが将門の首を狙ねらっているという噂うわさを聞き、首を掘りだしてきてここに隠したのですが、結局、善知鳥に探し当てられたのです。眷けん属ぞくの狐たちが徹底抗戦しましたが、みんな善知鳥の毒にやられ、首はうばわれてしまいました……狐神さまに攻撃をしかけるようなご無礼を働いてしまったのは善知鳥がまた来たと思ったのです。申しわけありません……」

　使姫は、足もとに折り重なる善知鳥の死体に視線を落とした。善知鳥の血で真っ赤に染まった彼女の足先が、ゆっくりと溶けはじめていく。驚いて、亜彌がたずねた。

「あ、足が溶けていますよ！　いったいどうしたんですか？」

「善知鳥の毒のせいです……でも、命尽きる前に狐神さまにお伝えすることができて良かった。どうか将門の首を取り戻してください」

「首を取り戻すって言っても、善知鳥が死んでるんじゃ手がかり無しだな……」

　小お角づぬは洞どう窟くつに散らばる善う知と鳥うの死し骸がいを見回し、ため息をつく。使し姫きは消えながら言った。

「わたしには見えます……将まさ門かどの首はこの江戸の西、豊かな水の上に立つ、大きな木のそばにあります……」

「大きな木？」小角は、思い当たらなくて眉まゆをひそめる。使姫は目を閉じて言った。

「そうです。大きな大きな木……大地から水を吸いあげ天にいたる大きな木が見えます」

「東京で西のほうってことは、多た摩まとか八王子とかの山に生えてる木ってことか？」

「大きな木ということは、杉とか松の木でしょうか？」

　亜あ彌びの質問に、使姫はゆっくりと首を横に振る。

「いいえ、もっともっと大きな木……ふたつの梢こずえを持つ、高さ八十丈じようにもなる大きな木です」

「八十丈って？」首をかしげる石いわ那なに、祝はふりが答えた。

「二百五十メートル弱ということです」

「二百五十メートルっ？　そんな大きな木が日本にあるのっ？」

「世界最大のセコイアでも高さ百二十メートルですよ。その倍だなんて、ありえません」

　何かと雑学に詳しい志し摩まも驚きを隠せない。しかし使姫はあくまで首を横に振った。

「ずっと将門の首を守ってきたわたしには見えるのです……そして、善知鳥をあやつる者が邪悪な心を持っていることも、わたしには見えます。取りかえしのつかないことになる前にどうか、首を封印してください……二度とこの関かん八はつ州しゆうに戦いくさが起きぬように……」

　使姫は首からかけた金のカギを取り、さし出した。亜彌はカギを受け取ろうとする。だがその寸前、彼女の手が崩れるように消え、そのまま腕から体へと消えていった。

　支えを失ったカギはチャリンと音を立てて地面に落ちた。亜彌は自分と同じ狐きつねが目の前で絶命し、跡形もなく消え去ってしまったことに少なからず衝撃を受けているようだった。

「わかりました、使姫さん。あなたが果たせなかったつとめ、必ず果たしてあげます」

　亜彌はカギを拾いあげて、強く握りしめた。



　彼らは洞窟から出た。洞窟の中を振りかえると、使姫が死んでゲートが閉じられたのか、もう善知鳥の血の匂においもしなければ風が流れだしてもこなかった。

「善知鳥をあやつる黒幕の外げ法ほう使いか……話がややこしくなってきたな」

　重々しい小角のことばに、亜彌は緊張した表情でうなずいた。

「もしかしたら……『暗あん剣けん殺さつ』かもしれませんね」

「暗剣殺？」たずねる祝に、小角は説明する。

「ああ。最近、無免許の魔法建築士や風水師が増えててさ……よくわからねえけど、そいつらの元締めになってる呪じゆ殺さつ風水師の組織があるみたいなんだ」

　暗剣殺については、魔法建築士協会でも、魔法建築士の資格を管理する魔法建設省でも、問題視していた。小お角づぬたちの幾度かの遭そう遇ぐうの結果、あるていどの大きさを持つ組織であること、能力のある人間を見出して式神を与え呪じゆ殺さつ風水師としているようだということ……などが、うすうすとわかってはきたものの、いまだ謎なぞが多い。

「もしやつらなら、一石二鳥だぜ。今度こそ首根っこをとっ捕まえて、組織のことをいっさいがっさい吐かせてやる。善う知と鳥うをあやつっている術者が将まさ門かどの首を持ってるってことは、『大きな木』とやらを見つければ、そこにいるってことだからな」

「それにしても、そんな組織が台頭していたなんて……やっとわかったわ、それで風がわたしをこの東京へ、将門の首塚へ導いたのね。恐ろしいことが起こる前に、阻止しなくてはいけないと……」祝はふりはやや緊張した表情で、深く息をついた。

「でも高さ二百五十メートルにもなる木なんて、この世にあるはずがありません。いったい将門っちの首はどこにあるんでしょう？」志し摩まは難しい表情で考えこむ。

「東京の西、豊かな水の上に立つ、ふたつの梢こずえを持つ、高さ二百五十メートルの大きな木……か。なぞなぞみたいね」石いわ那ながそう言ったとき、小角はハッとして顔をあげた。

「そうか。こいつはなぞなぞみたいに、本物の木のことを言ってるわけじゃねえのかも」

「本物の木じゃないって、どういうこと？」と、石那が首をかしげてたずねる。

「高さ二百五十メートルもあるような木があるはずがねえだろ。別のものを木って呼んでるんじゃねえかな」

「高さ二百五十メートル弱というと……山とかかしら？」

　石那が考えこんだ。小角も首をひねるが、まったく見当がつかない。

「いったん帰って、咲さく耶やさんに相談してみるか……」

「ではわたしは、東つ日が流るさまに相談してみます。法事でお忙しいとは言え、もし暗あん剣けん殺さつがからんでいるのなら、きっと相談に乗ってくださるでしょう……出雲いずもさまにも関かかわりのあることですから」

　そう言って、亜あ彌びは寂しげに目を伏せる。亜彌がどんなに仕つかえても、東日流は出雲のほうを見つめている。そして東日流もまた、出雲に振りむいてもらおうとして仕えている。心はいつまでも一方通行だ……亜彌にはそれがつらかった。

　そのとき、境けい内だいの高い木の上に、一羽の善知鳥がとまっていた。みずからの気配を木の葉のさやぎに隠しながら、善知鳥は小角たちをじっと見おろしている。

　小角たちは善知鳥の存在に気づかないまま、王おう子じ稲荷いなりを立ちさった。

「ウトゥー！」

　善知鳥は血の色をしたくちばしを大きく開けてひと声鳴くと、どこへともなく飛び去っていった。



    

  
    
      



    

  
    
      


四章　恋のステップＡＢＣ





　夕暮れの空は血よりも赤く染まっていた。オレンジ色と黒とがまだらに入り乱れる毒々しい雲は、大地を威い嚇かくするように渦うずまき流れている。

　西にし新しん宿じゆくの高層ビル群の中に、諫いさ早はや魔法建築本社の黄金のミラービルがそびえていた。四十八階の大広間では、創業者である諌早八や雲くもの七しち回かい忌きの法事がはじまっていた。

　大広間の天井からはクリスタルガラスのシャンデリアが吊つられ、華やかな光をはなっていた。赤いじゅうたんをしかれた会場の中には白いテーブルクロスをかけたテーブルが置かれ、銀の皿に豪華な料理が並んでいる。皿の後ろには一流ホテルのシェフたちがひかえて、客に料理を供していた。またスマートなドレスに身を包んだ女給たちが飲み物のグラスを銀の盆に乗せて会場を歩きまわっていた。

　出雲いずもはいつもどおり和服を着、東つ日が流るはかっちりしたスーツ姿で、来訪者たちをむかえる。取引先である、政財界の有名人が次々にやってくる。また、諫早魔法建築がコマーシャルに起用した女優や歌手も、花を添えていた。

「会長、どうもお久しぶりです。これは社長、先日は良いお取引をさせていただきまして、どうもありがとうございました」

　出雲はつねににこやかに、客の間を優雅にすり抜けながら上得意にあいさつをしていた。彼のボディガードをするために影のように付き従うスーツ姿の迦か楼る羅らも、美しく優秀な秘書として、ていねいに頭を下げてまわっていた。

　だが東日流は、緊張しているのと、もともと人づきあいが苦にが手てであるのとで、兄のあとからついて回っては、とまどいながら棒のように突っ立っているばかりだ。

「ふう……」東日流は疲れを感じて、窓ぎわで立ちどまった。出雲のようになりたいし、出雲を手伝い力になりたいと思ってはいるが、向き不向きというものがあってなかなか思うようにはいかない。大広間にはすでに千人近い人が集まって、人いきれで息苦しいほどだった。いやに暑くて体がほてり、のどが渇かわくのを東日流は感じた。

　自分はまだまだ兄の代わりにはなれない……そのことをあらためて思い知って、東日流はもどかしさと自己嫌悪を感じる。もともと人の集まるところには向いていなかった。

　そのとき、東日流の隣に五十代なかばの女性が立った。仕立ての良いスーツの胸もとに真珠のネックレスをあしらっている。パーマをかけたショートヘアやわずかに色の入ったメガネが上品で、若いころはさぞかし美女だっただろうとうかがうことができるが、しかしただ美しいだけではなく、凛りん然ぜんとした厳しさをも持っていた。

「諫いさ早はや社長の弟さんですね。もう、こんなに立派な青年になられましたのね」

　女性は落ちついた声で東つ日が流るに語りかけた。東日流は彼女の顔を知っていた。ほとんど毎日のようにテレビで見ている顔……東京都知事、江え戸ど川がわ蘭らん子こである。

「江戸川都知事……どうも」

　東日流はどう会話をすればいいのかとまどい、ことば少なに頭をさげる。江戸川都知事は、ちょうどやってきた女給の盆からミネラルウォーターの入ったグラスを取って西の窓の外に目を向けた。真っ赤な夕暮れのかなた、黒く焦げついたような富士山の影を背景にして立ち並ぶ新宿副都心の高層ビル群の中で、ひときわ異彩をはなつのが都庁ビルだ。本庁舎は北と南に展望台を持ち、その特異な形はノートルダム寺院を模したと言われている。

「先代社長にはいろいろお世話になりましたわ。わたくしがまだ官僚だったころ、都内の再開発事業でたびたび相談に乗っていただきました。先代社長は都庁の建設にも助力をくださったそうですね。大きな建物なので全すべての風水方位を完かん璧ぺきに守るというわけにはいかなかったようですが、正面玄関などおおまかには障りのない方位に向けてあるとか」

「いや……俺おれはまだ仕事のことは、よく知らないのですが……」

　東日流は口ごもりながら言った。そんなふうにしか答えられない自分がもどかしい。

「では、これからお勉強されるのですわね。がんばってくださいね」

　江戸川都知事は優しく笑った。彼女は鬼おに塚づかと違って、礼儀正しい常識人らしい。しかし、せっかくのフォローも東日流にとっては、力不足を思い知らされるものだった。

（兄この上かみは俺の歳としには、とっくに会社を背負って立っていたのに……）

　東日流は自己嫌悪を感じて深いため息をつく。

　そのとき、ほかの客と談笑していた鬼塚が、ふたりに気づいてやってきた。

「都知事、こんなところにいらっしゃいましたか」

「鬼塚議員。お久しぶりですね」

　江戸川都知事は鬼塚に、警戒するような作り笑顔を向けた。彼女は、鬼塚をあまり良く思っていないようすだ。鬼塚は江戸川都知事と東日流を見くらべて、ニヤリと笑う。

「これは失礼、お話し中のところをお邪魔しましたか。未来の有権者への根回しにも余念が無いとは、わたしが何度都知事選に出馬してもあなたに勝てぬはずですな」

　トゲのある鬼塚に、江戸川都知事は引きつった笑顔を浮かべた。東日流は彼らの間に流れるピリピリした空気が居心地悪く、少しずつ後ずさりながらその場を離れる。

（……兄上は、こんなところで働いておられるのだ。俺はまだまだ精しよう進じんが足りん……だが、仕事の手伝いはまだ心もとなくとも、俺には密みつ呪じゆがある。俺には俺のやりかたで、兄上をお助けすることができるはずだ……）

　東日流は窓の外に目を向けた。空は加速度的に暮れてゆき、高層ビル群の夜景が地上の星のように光りはじめてきた。その生活感のない美しすぎる夜景が、東日流の疲労感をいや増す。自分も亜あ彌びと同じ、この都会になじめない人間なのだと東つ日が流るは痛感した。きらめくシャンデリアとにぎやかな会場が、どうしても息苦しくて慣れなかった。



　同じころ、小お角づぬたちは王おう子じ稲荷いなりで亜彌と別れて、葛かつ飾しか浅あさ間ま神社に戻ってきていた。新宿副都心の無機的な夜景とは違い、夕暮れの住宅地は窓からもれるあたたかい家庭の光と、かぐわしい夕ゆう餉げの煙の香りに包まれていた。

　しかしそんな平和な夕暮れの景色の裏で、運命の時間は刻々と迫ってくる。

「あとちょうど一日、明日の今ごろまで……か」小角は夕空を見つめてため息をつく。

「いったい誰だれが何のために善う知と鳥うに将まさ門かどの首をうばわせたのか……事件を追えば追うほど謎なぞが深まっていきますね」鳥居を抜け、本殿に向かう階段をのぼっていきながら、祝はふりは難しげに眉まゆをひそめる。そんな祝に目を向けて、石いわ那なはほほえんだ。

「でも取りあえず、祝ちゃんが元気になって良かったわ」

「そうですね。顔色も良くなったみたいですし」志し摩まにも指摘されて、祝はハッとした。

　一日小角といっしょにいて安心したからだろうか、それとも使し姫きとの戦いで気が張ったからか、気がつけば熱はすっかり下がって元気になっていた。

「そう言われれば治ったみたいですね。小角ちゃんのおかげです」

「え？　俺おれ、何かしたか？」小角はきょとんとする。

　風か邪ぜにビタミンＣが効くように、思春期の少年少女には恋する人がそばにいることが何よりの特効薬だ。もっとも、ずっと山の中を駆けまわり、風の巫み女こ姫としての使命に追われてふつうの少女のような暮らしとは縁がなかった祝には、今自分の心の中に渦うずまいている何とも言えない焦燥感や胸の痛みの正体が何であるのかはわからなかった。小角が幼なじみだから、よけいにその思いが友情とは違うもの……恋だとは、気づかなかった。

　そして小角もまた、まだまだ子供で恋愛には鈍感なうえ、祝とのつきあいがあまりに古いので、彼女が自分を思いやり慕う気持ちが恋ゆえだとは気づきもしなかった。彼女のことをゆかしく大切に思っているからこそ、妹のように感じていたからだ。

　すれ違う心をいだきながらも、幸せな気持ちで祝は階段をのぼっていく。足取りは風のように軽い。だが階段をのぼりきったとき、祝はドキッとして足をとめた。

　階段の上の鳥居をくぐってすぐ、手ちよう水ず舎やの前に、制服姿の滝たき川がわ百ゆ合りがたたずんでいたのだ。彼女は小角たちが帰ってくると顔を向けて、感情の読めない声で言った。

「おかえりなさい。榎えのきくんが学校を休んでいたから、来ちゃった……」

　百合の顔を見て、先ほどまで元気だった祝がふたたび凍りついてしまう。

「来ちゃったって、何か用か？」小角はきょとんとした表情でたずねる。

「これから、わたしとデートしてほしいの」と、祝は淡々と答えた。

「デ……デートっ？　しかもこれからっ？　じょっ、冗談だろっ？」

　あまりにも突然な申し出に小お角づぬはびっくりして、ひっくりかえった声で叫さけんだ。石いわ那なたちも呆ぼう然ぜんとしている。祝はふりはプチッと意識が消えて、ゆっくりと倒れてしまった。

「は、祝ちゃん、しっかりして！」と、石那があわてて祝を抱き起こした。

「クラスに溶けこむために、ふつうの女の子みたいにＡＢＣのおつきあいをして、予行演習したいの。協力してくれるでしょう？」

　百ゆ合りは言った。協力……と言われると、百合が孤立していることを案じている小角は弱い。百合のことばを聞いて、祝を抱いた石那がすっとんきょうな声をあげた。

「えっ、ＡＢＣのおつきあいって、何それっ？」

「ごぞんじありませんか？　Ｃには四十八種類の流派があって……もしかして、おしべとめしべから説明したほうがいいですか？」

「っていうか、言わなくて良し！」石那は志し摩まの口を両手で封印するように押さえつけた。

　小角は呆然として百合を見つめる。夕方の薄暗い光の中で、彼女の大人っぽい面立ちはずいぶん色っぽく見えた。小角は困って、神社のほうに目を向ける。

「悪いけど無理だって。金もねえし」

「わたしが払うわ。わたしが誘ったんだもの」百合はあくまでも強引だった。

「っていうか……実を言うと、俺おれの式神が死にかけてんだ。あと一日のうちに善う知と鳥うって鳥を探さなくちゃいけないから、暇ひまがねえんだよ」

「善知鳥って……あの黒い鳥のこと？」

　ふと百合が何気なくそう口走る。小角はハッと目をかがやかせてそれに食いついた。

「滝たき川がわ、善知鳥を知ってるのかっ？」

「さっき、空を飛んでるのを見たわ」

「そ、それ、どの辺りだったか覚えてるかっ？」

　小角は百合に詰め寄った。百合はそんな小角に静かな視線を向けて、言った。

「……わたしとデートしてくれたら、教えてあげるわ。わたしたち、もうＢまで進んだおつきあいなんだから、デートぐらいしてもおかしくないわよね？」

　まさか百合が小角に「Ａは自己紹介、Ｂはおしゃべり、Ｃは手をつなぐこと」と教えられたとは知らず、石那はうろたえて目を白黒させた。

「び……Ｂって、まさか、小角と百合ちゃんがっ？」

「ええ」と、百合は当然のように答える。小角も不思議そうに言った。

「そんなに驚くほどのことかよ、高校生なら当たりまえのつきあいじゃねえか」

「あ、当たりまえのつきあいっ？　だって、まだ学生なのよっ？」

「ＡＢＣぐらい、幼稚園生だってちょっと仲が良きゃさいごまでいくだろ？」

「あたしが知らないうちに、いつのまに日本の幼稚園生はそんなにマセたわけっ？」

「そこまでさわぐほどの問題でもねえだろ。石那ってけっこう頭が固いんだな」

「っていうか、小お角づぬがそこまでやわらかいのが意外だわよっ！」石いわ那なは大声でどなった。

「とにかく、善う知と鳥うを探さなくちゃ伽きや羅らが死んじまうんだ。滝たき川がわにつきあってくるぜ」

　と、小角は百ゆ合りのもとへ行った。百合は無表情ながら、唇をわずかに笑みの形に動かし、

「じゃ、行きましょう」と、小角とともに立ち去っていった。あとに残された石那は、凍りついたように固まってしまう。

　祝はふりが小角のことを好きだということは、石那はうすうす感じていたし、祝なら仕方がないかも、という気はしていた。しかし小角が百合に取られるということは予想だにしていなかったし、百合の大人びた顔立ちや立ち居振舞いを見ると、やけに焦あせりを感じてしまう。

（っていうか、小角は彼女を早くなじませるためにがんばってるだけじゃない。転校生に優しくするのも、孤立してる子に手を差しのべるのも当然のことなのに、こんなに胸がモヤモヤするなんて、あたしって実は嫉しつ妬と深いの？　あたしってもしかして性格悪い？）

　自己嫌悪におちいって、石那は自省するように胸を押さえた。それでも、得体のしれない不安感と焦燥感はどうしても消えてくれない。

「……悟りを開くために水でもかぶろうかしら」

　石那はなかば本気でつぶやいた。そのとき、珍しく志し摩まが憤って言った。

「何言ってるんです、石那ちゃん！　水なんかかぶってる場合じゃありませんよ、ふたりをこのまま行かせていいんですかっ？　追いかけましょう、尾行して、間違いが起こらないように阻止するんですっ！」

「し、志摩ちゃん……何だかんだ言ってもやっぱり親友は親友ね」と石那は胸を熱くする。

「もちろんですっ！　榎えのきさんの初ＡＢＣをうばうのは諫いさ早はやさんでなくてはいけません、ぜったいに！」

「……っていうか、友情ってナニ？」

　石那が遠い目をする。そのとき、石那の腕の中の祝がハッと目を開いた。

「あっ……小角ちゃんは？」

「これから尾行します。祝ちゃんもどうぞ、もしものときに阻止する人数は多ければ多いほど良いですから！」

　と、志摩はまだ頭がぼんやりしている祝の腕を引っぱって連れていく。石那はあわててその後を追いかけた。

「ま、待ってよ！　先に今日のことをお姉ちゃんに報告しなくちゃ、伽羅のために『大きな木』を探さなくちゃいけないんでしょっ？」

「式神一匹死のうが生きようが、わたしの美学を追求することのほうが大事ですっ！」

「……思いっきり断言したわね、志摩ちゃん」

　自分の友達選びは間違っていたのではないか、と自問自答しながら、石那は仕方なく志摩たちを追いかけていった。



　小お角づぬと百ゆ合りは葛か西さい駅前にやってきていた。時刻は夕方七時を回っていた。空はすっかり青さを増し、一番星がかがやきはじめていた。小角はそわそわしながらたずねた。

「それで、善う知と鳥うをどこで見たって？」

「そう焦あせることはないでしょう、明日の夕方まででいいんでしょう？」

「そ、それはそうだけど……」

「それじゃ、先にわたしにつきあってちょうだい」

　百合は意外に強引だった。小角は困惑したが、彼女の言うとおりにする以外に道は無い。

「学生どうしってよくハンバーガーを食べながらおしゃべりしているわよね。ああいうお店に、一度でいいから行ってみたかったの」

「一度でいいからって……ファーストフード食ったことねえのかよ？」

　百合のことばに、小角は驚いてまばたきする。

「だって、連れていってくれる人がいなかったもの。高級レストランや料亭にはときどき連れていってもらったけれど」

　高級レストランや料亭と聞いた瞬間、小角の脳裏に鬼おに塚づかの顔が浮かんだ。百合にはずっと、ハンバーガーひとつとドリンク一杯で何時間もおしゃべりするような友達がいなかったのだろうか。鬼塚のような金持ちの大人としか食事に行かなかったのだろうか。それはやはり援助交際なのでは……と、小角はずっと聞きにくかったことをついに口に出した。

「滝たき川がわ。おまえって、援助交際してるのか？」

「援助交際？」百合は驚いて目を丸くする。小角は言いにくそうに、口ごもりつつ話す。

「鬼塚議員のことだけど、親子っぽくねえし。援助交際なんかするやつは、どんなに親切そうにチヤホヤしてくれても下心があるからで、おまえのことをほんとに大事に思ってるってわけじゃないと思うぜ。やっぱ、一番大事なのは同年代の友達だと思うしさ」

「……わたしと鬼塚さんがつきあってると思ってたの？　まさか、違うわよ」

「違う？」小角は怪け訝げんそうにたずねた。百合は無表情のまま、はっきりとうなずく。

「ええ、単なる知りあいよ」

「そ、そうか……」小角はホッと胸をなでおろした。

「変なこと聞いて悪かったな、勘違いしてた。別に滝川のことを色メガネで見てたわけじゃないけど、高校生にしちゃ大人っぽいからもしかしてとか余計な心配しちまって」

「心配？」百合はふと、小角をじっと見つめた。

「わたしを心配してくれたの、榎えのきくん？」

「い、いや、っていうか……忘れてくれよ、気にすんな」小角は照れて首を横に振る。

「取りあえず、同年代の友達ってのは大事だって話さ。うちの学校には石いわ那なみたいな筋金入りのお節介もいるし、秋あき津つも難儀なやつだけど気があえばどこまでもディープなつきあいができそうだし、春はる山やまたちのグループも性格は悪いけどルックス的には滝たき川がわなんてぴったりだし、男子はみんなおまえに注目してたし、その気になればいくらでも友達なんてできるはずだぜ」

　葛かつ飾しか浅あさ間ま神社で引き取られるまであちこちを根無し草のように転々としてきた小お角づぬは、新しい土地にやってきたときにタイミングを逃してしまうと、そのままずっと誰だれともしゃべらず打ち解とけず息が詰まるような毎日が待っているのを、何度となく経験してきた。そして誰よりも、孤独の辛つらさを痛感してきた。

（だから、滝川のことを放っておけねえのかな……）

　夜の町の中に、黄色いＭの字がえがかれた赤い看板が光っていた。入り口にはハンバーガーの写真がたくさん飾られている。

「ちょうどあそこにエムドがあるぜ。入ってみるか」

　と、小角は赤い看板を指さして言った。百ゆ合りは、こくりとうなずいた。



　ふたりがエムドナルドの店内に入ると、制服姿の女子店員がにこやかに声をかけた。

「いらっしゃいませ、ご注文何にいたしましょうか？」

「えっ……」百合は彼女のテンションの高さに気け圧おされてとまどう。

「俺おれがいっしょに注文しようか？」と、小角が百合に声をかけた。

「ごめんなさい、勝手がわからなくて……」

「いいって、ファーストフードの店で注文するの苦にが手てなやつってときどきいるよな。俺もスタバでコーヒーたのむとき、コップの大きさが大中小じゃなくてトールだの何だの言われてもさっぱりわからなくて、けっこう緊張するし」

「じゃあ、わたしはあの一番右のを……」と、百合は店員の背後の看板を指さす。

「ベジタブルバーガーセットってやつだな。飲み物は何にする？」

「よくわからないんだけど、太らない物のほうが……」

「じゃ、ダイエットコーラかな。セットだとＳサイズだけど、それでいいか？」

「ええ……」

「だよな。ダイエットコーラのＬ頼むやつって、その時点で気持ちがもう負け組だもんな」

　小角が何気なくそう言ったとき、百合は思わずプッと吹きだした。小角は驚いて、百合のほうに目を向ける。百合は、はからずも受けてしまったことを恥ずかしく思ったのか、あわてて目をそらした。

（へえ……滝川でも、笑うことがあるんだ）

　小角は意外そうに百合を見つめていたが、彼女がばつが悪そうにしているので、あまりつっこんでも嫌な気がするだろうと、あえて何事もなかったかのように注文をつづける。

「あと、俺は素すバーガーみっつ。以上」百合のおごりなので、小角は遠慮して注文した。

　すると店員は、にっこりほほえんで小お角づぬにたずねた。

「ハンバーガーのほうセットではございませんが、ドリンクのほういかがですか？」

「いや、金無いから」

「ポテトのほういかがですか？」

「だから、金無いから」

「デザートのほう、エムドアイスクリーム、エムドアップルパイ、エムドプリン、エムドクッキーとございますが」

「金が無いんだって」

「今ならスペシャルビッグエムドバーガーがプラス三百円でお求めいただけます」

「素すバーガーみっつで二百円ちょいなのにプラス三百円？　っていうか、どれだけバーガー食わせるつもりだよ、素バーガーみっつでいいんだって！」

　小角はイライラしながら言った。店員はなおもにこやかにほほえみながら、

「ほんとにドリンクとポテトのほう、お求めいただかなくてよろしかったでしょうか？」

「しのごの言わずに食わせてくれって……」小角は深いため息をついた。

　悪戦苦闘の末、ようやくバーガーが出てきたので、小角はトレイを持って空いている座席に座った。百ゆ合りも席についたが、トレイの上をとまどいがちに眺めている。

「滝たき川がわ、どうかしたか？」

「あの、榎えのきくん……店員さんが、ナイフとフォークをつけ忘れているんだけど……」

「超高級バーガーじゃねえんだから、ナイフもフォークも要いらねえって。手でつかんで、口を思いっきり開いて、端っこからかぶりつくんだよ」

　と、小角は薄べったいバーガーを二口で食べてしまった。

「か、かぶりつく？」百合は分厚いベジタブルバーガーを前にして、とまどってしまう。だが、小角が食べているのを見て、思いきってやってみた。

「……おいしい」百合は意外そうに言った。百合は上品に少しずつバーガーをかじるが、小角は一個のバーガーを二口ぐらいで食べてしまう。

「へえ、それうまいのか。エムドの新作バーガーってけっこう当たり多いかもな」

　しゃべりながら食べていると、水気の少ないバーガーが小角ののどに詰まった。

「うっ」小角はうめく。胸をこぶしでドンドンと叩たたくがバーガーは食道の中で微動だにしてくれず、たちまち小角の顔色が赤黒くなった。百合はあわてて、

「榎くん、飲んで！」と、ダイエットコーラの紙コップをさし出した。

　小角はコップの上ぶたを取って、そのまま一気にごくごくごくっとダイエットコーラを飲みほす。すると炭酸が一気に腹の中でふくれあがり、小角は思わず口を押さえた。

「ごふごふごふっ！」

「だっ、だいじょうぶ……？」ますます状況を悪化させてしまって、百合はおろおろしながら小お角づぬの背中をさすさすとさすった。しばらくして、ようやく胃の中が落ちつき、小角はふーっとため息をつきながら、脱力してイスに座った。

「ふう……きれいな花がいっぱい咲いてる大きな川が見えかけたぜ」

「榎えのきくん、だいじょうぶ？　あの……わたしのせいでよけいに苦しくさせちゃったみたいで、ごめんなさい」

　小角の咳せきこみかたがひどかったので、百ゆ合りはよほど心配したのだろう。いつもの無表情が消えて、頼りなげな表情で小角を見つめていた。その目は、うるんですらいた。

　小角は百合がそんな表情をするのが意外で、大きく目を見開いた。彼がじっと自分を見つめる視線に、百合ははっと頬ほおを赤らめて目を伏せる。小角も、自分が無遠慮に彼女を見ていたことに気づいて、あわてて顔をそむけ、硬い口調で言った。

「あ、その……えと、悪い、全部飲んじまった。もう一杯買ってくるぜ」

　小角はあたふたと立ちあがる。すると、百合もあわてて小角を止めた。

「いえ、いいの。気にしないで」

　止めたその手が小角の手首をしっかりと握っていた。百合はハッと手を引っこめる。

「あっ……ごめんなさい」

「いや、その、いいけど……」と、小角も少しとまどいながら言った。

「や、やっぱ買ってくるぜ！」

　焦あせって駆け去る小角の背を、百合はきょとんとした表情で見送る。百合は小角の手を握ってしまった自分の手をさする。手が、じんじんと熱かった。百合はその手を、大切なものでも抱くようにそっと胸に当てた。

　やがて小角が百合のもとに戻ってきて、紙コップを渡した。

「同じのも何だからカルピスウォーターにしたけど、良かったか？」

「ええ……ありがとう」

　少し打ち解とけはじめた百合の、はにかみをふくんだぎこちない笑顔に、小角もつられて照れくさそうに笑った。少年らしく屈くつ託たくのない小角の笑顔が、百合にはまぶしいほどだった。彼女はドキドキしはじめた胸の鼓こ動どうをおさえようと、ストローに口をつける。

「あら……カルピスってこんな味だったかしら」ふと、百合は不思議そうにストローから唇をはなしてコップをしげしげと見つめた。小角は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「変な味でもするのか？　まさかあの店員、俺おれがサイドメニューを頼まなかったんで、腹いせに毒でも混ぜたかな」

「いえ。なんだか薄いなって思って……」

「薄い？」小角は何気なく百合のコップを取ると、ストローに口をつけた。百合は、

「あっ」と小さく声をあげ、驚いたように両手を口のところに持ってくる。

「別に薄くないぜ、カルピスウォーターってこんな味だろ。うちで作ってるカルピスより濃いぐらいだぜ」首をかしげる小お角づぬに、百ゆ合りはおろおろして言った。

「いえ、そうじゃなくて、榎えのきくん……」

「あっ、そうか。カルピスウォーターをはじめて飲んだとき、金持ちは『薄い』、貧乏人は『濃い』って言うらしいよな。金持ちは説明書どおりカルピスを五倍希き釈しやくにしてるけど、貧乏人は薄いのしか飲まないから、むしろカルピスウォーターが濃いんだよな」

「じゃなくて、榎くん……今、口をつけちゃったわよね……？」

　遠慮がちにたずねる百合に、小角はハッとして手にしたコップを見やる。

「うわっ、悪い！　せっかく滝たき川がわに買ってきたのに、うっかり……俺おれ、エムドって野郎としか来たことなかったからさ」

「そうなの？　デートに使ったりしないの？」

「デートって……俺今まで女子とつきあったこととかねえし、これがはじめてだって」

「だって、浅あさ間まさんとつきあってるんじゃないの？」

「勘違いすんなって、俺と石いわ那なは単なる居い候そうろうと大家の関係だ！　でなくても、女子と何を話していいのかとかわかんねえし……だから滝川も、ちっとも勝手がわからねえしリードもしてやれねえから、けっこう退屈してるだろ？」

　うかがうような小角の表情に、百合はふと、うれしそうにほほえんで、

「そんなことないわ。とても楽しい……榎くんの初デートの相手にわたしがなれるなんて、とてもうれしいわ」と、ストローに唇をつけて甘酸っぱいカルピスウォーターを飲んだ。

「お、おい、滝川！　それ、俺が口つけちまったんだぜ！」

　小角はあわてたが、百合はにっこりほほえんで言った。

「ええ。榎くんのなら、いいの」

「いいのって言っても……それって間接……」小角は赤くなって、ポリポリ頭をかく。

「ま……滝川がいいんなら、いいか」

　小角は、恥ずかしそうに苦にが笑いした。そんな小角に、百合は幸せそうな笑顔を向けた。

　そのとき、店内に「蛍の光」の音楽が流れた。ふたりの間に流れていた空気がサッと変わり、百合の顔から笑顔が消える。

「閉店時間みたいだな。じゃ、送ろうか？」

　小角は百合にそう言った。口は悪いが優しくて紳士的な小角に、百合はしばらくためらうような目を向けていたが、やがて、意を決したように表情を厳しくして言った。

「……このあと、まだ榎くんと行きたいところがあるの。つきあってくれる？」

「そりゃいいけど、学生が夜遊びするのは良くないぜ。制服だし、補導されちまうぜ」

　百合を思いやる小角のことばに、百合は少し辛つらそうな表情をした。が、その気持ちを振り払うようにブルブルッと首を横に振ると、

「少しだけだから、お願い」と言った。小角も、友達がいない百合がせっかく打ち解とけたのだし、そのきっかけを自分がつぶしてはいけないと思って、

「わかったよ。けど、善う知と鳥うの事は後でちゃんと教えてくれよ」

　と、まじめな顔をして言った。そのとき百ゆ合りは、せっかく小お角づぬが同意したというのに、まるでその答えを望んでいなかったとでも言うように、小角から面おもてをそむけてこっそりと、辛つらく悲しそうな顔をした。



　エムドナルドから出てきたふたりを、物陰から石いわ那なたちが見はっていた。

「出てきましたよ！」

　比禰ころねを頭の上に乗せた志し摩まが、小さな声でささやいた。石那の肩の上で、因いな幡ばも気がさわぐようにパタパタッと羽ばたく。

「駅のほうには行かないみたいね。これからまだどこか他ほかのところに行くのかしら？」

　石那は不審そうに眉まゆをひそめる。ひとりだけ状況がわかっていない祝はふりがたずねた。

「まだ他のところって、さっきお食事したのに、まだ何かお食べになるんでしょうか？」

「ふたりっきりになれる静かな場所かもですよ」と、志摩がメガネを光らせニヤリと笑う。

「だから、そうやって人の心あおるのやめてくれる？」

　石那が恨みがましい目でにらんだ。しばらく歩いて、やっと小角たちが到着したのはボウリング場だった。それを見て、石那は肩の力が抜けたようすで安あん堵どのため息をついた。

「ああ、ボウリング場ね。良かった、学生らしい健全そのもののデートコースじゃない」

「残念です。ボウリング場に来るとわかっていれば、マイシューズとマイボールを持ってきましたのに……」

　志摩が本気でがっかりしてため息をついた。石那は驚いて目をぱちくりする。

「志摩ちゃん、もんじゃ用のマイへら以外にも自分専用グッズ持ってるわけっ？　っていうか、マイシューズとマイボール持つほどボウリングにハマってたの？」

「わたしはどんなことでも徹底的にきわめる性格なんです。マイスケート靴もマイバットも持ってます」

「バッティングセンターにマイバット持っていく人はさすがに希少価値じゃない？　それに、女の子なのに誰だれとバッティングセンターに行くのよ？」

「もちろん、プロ野球系同人サークルのみなさんといっしょにです」

「プロ野球系同人サークルって何？　みんなで野球選手カードを交換したり、試合を見にいったりするの？」

「選手同士のカップリング本を作るんです。一時は古ふる×高たか全盛だったんですが」

　志摩が邪悪な笑みを浮かべた。あいかわらずひとりだけ状況がわかっていない祝が、きょとんとしてたずねる。

「秋あき津つさんって、外来語をたくさんご存知なんですね。わたし、よく意味はわかりませんけれど、尊敬してしまいます。フルタカって何語なんですか？」

「ヨーグルトスパローズの古ふる沢さわ選手と高たか原はら選手です。インテリメガネとヤンチャ坊主という絶妙においしいキャラバランスだったんですが、高原がメジャーに行っちゃいましたから今年はどうなるかと思っていましたが、メジャーには外人美形選手がいっぱいいるということで高原総受け本という方向性で話がまとまりまして……」

「方向性って何？」石いわ那なが硬い声でつぶやく。祝はふりは感心して、志し摩まを見つめた。

「秋あき津つさんのおっしゃること、わたしが不勉強でまだよくわかりませんが、難しいことばをいっぱいご存知ですごいですね。わたしもいっしょうけんめい勉強します」

「そんなの勉強しなくていいし！　あたしが小お角づぬに怒られちゃうわ」

　石那はあわてて祝を思いとどまらせようとする。祝はどうして石那がそんなに焦あせっているのかわからず大きな目をぱちくりしていた。志摩はチッと舌打ちして、つぶやく。

「スポーツ系サークルは歴史系よりもさらにマイナーだから、ひとりでもお仲間を増やそうと思っていましたのに……」

「っていうか、実在の人物を勝手にカップルにして勝手なストーリー書いたりして、名めい誉よ毀き損そんで訴えられたりしないわけ？」

　心配そうにたずねる石那に、志摩はケロッとして答えた。

「それなら、一番に訴えられるのはスポーツ系よりさらにマイナーな政治家系ですから、そっちがだいじょうぶなうちはだいじょうぶです」

「政治家系って、そんなのもあるわけ？」

「最大野党党首×総理モノとかありますよ。東京都知事も女性でさえなければ、知事本とか作れますのに、つまりません」

「……選挙の投票率が低いとかいつもテレビで嘆なげいてるけど、そこまで政治にある意味熱心な目を向けてるのも、それはそれで困ったものよね」

　石那は深いため息をついた。ふたりの会話になかなか入れなくてもじもじしていた祝が、とまどいがちに口をはさんだ。

「あ、あの……わたし、発言してもいいでしょうか。小角ちゃんたちを追いかけなくてもいいんですか？」

「あっ」と、石那は我にかえって小さく声をもらした。

「そう言えば尾行してたんだっけ。志摩ちゃんのせいでコロッと忘れてたじゃない」

「マイシューズの話から最初に脱線したのは石那ちゃんのほうですよ」

「だって今どきマイボールとマイシューズ持ってるなんてびっくりしたんだもん！」

「あの、取りあえず中に入りませんか？」

　またふたりの会話が長びきそうだと案じて、祝がおどおどしながら口をはさんだ。



　小お角づぬと百ゆ合りは、ボウリング場に入った。ボウリング場は、小さなゲームセンターとビリヤード場が同じフロアにある、よくあるタイプのものだ。

　小角は自動販売機にお金を入れて、百合のぶんまでレンタルシューズを借りた。ボウリング場には友達グループ、恋人どうし、親子連れなどが来ていて、ピンが倒されるパカーンという音が明るく響いていた。

　石いわ那なたちは、ボウリング場と同じフロアにあるゲームセンターで、ＵＦＯキャッチャーの機械のガラスごしに小角たちのようすをうかがっている。

「いちおう今のところは健全なおつきあいだけど……」

「あの、石那さん。秋あき津つさんがいらっしゃいません」祝はふりがとまどいながら石那に言った。

「いないですって？」石那は驚いて辺りを見回す。

　そのとき、遠くのほうからどよめきが聞こえてきた。

「すげえ！　あのメガネっ娘こ、ワンコインクリアしちまった！」

「……いるみたいね」石那は硬い声でつぶやいた。

　ボウリング場で、小角と百合はシューズにはきかえ、ボールの棚のほうへ行った。

「ボウリング場って広いのね」百合は珍しそうに辺りを見回す。小角は十四ポンドのボールをためつすがめつしながら、百合にたずねた。

「滝たき川がわ、ボールは何ポンドのを使う？」

「よくわからないから、榎えのきくんと同じのでいいんだけれど……」

　と、百合は十四ポンドのボールを手に取った。その瞬間、彼女の細い腕にズシッと重量がかかって、百合は思わずボールを落としそうになる。

「きゃっ！」

「おっと！」小角はあやういところでボールを受け取め、そのまま前のめりにズデッと倒れた。百合は驚いて小角に声をかける。

「え、榎くん、だいじょうぶ？」

「ああ、たいしたこと……」答えながら立ちあがろうとして、小角は顔を歪ゆがめた。

「つっ！」

「どうしたの、榎くん？」

　百合がのぞきこむと、小角の右手首が真っ赤に腫はれあがっていた。どうやら倒れたときにひねってしまったようだ。百合はとまどいながら謝った。

「ご、ごめんなさい」

「滝川のせいじゃねえって。俺おれがレディファーストで、滝川を女子向けの九ポンドぐらいの玉のところに連れてきゃ良かったんだ。いてて……」

　小角は平気な顔をしようとしてはいたが、手首の痛みがひどくてつい表情に出てしまう。

「だいじょうぶ？　ごめんなさい、わたしのせいで……」

　小お角づぬがあまり痛そうな顔をしているのを見かねてか、百ゆ合りはスカートのポケットからハンカチを出すと、小角の右手首に巻きつけた。それは上品な少女趣味の、レースにふちどられ、白い小花の刺し繍しゆうが入ったかわいらしいハンカチだった。巻いた瞬間、ふわっと石せつ鹸けんの匂においがして、小角はとまどった。

「このハンカチ、高級そうだけどいいのか？　俺おれの手首ぐらいほっときゃ治るんだから」

「そうはいかないわ。しっかり固定したら、少しは痛くないと思うんだけど……」

　百合は落ちつかないようすで小角の手首を見つめる。小角はそんな百合の表情を見て、少し胸が熱くなるのを感じた。

「滝たき川がわ。心配してくれてんだな、サンキュ」

　小角は、優しくほほえんだ。そのとき、いつも淡々としている百合の顔にパッと血の気けがさした。まるで凍いてついた雪の中に、うす紅べに色いろの春の花が咲いたかのようで、そうでなくても美しい百合だが、数百倍も美しく見えた。

　だが、そんな甘酸っぱい雰囲気がただよう一方で、小角の手首の腫はれはますますふくらんで、色も赤紫色に変わってきていた。それに気づいて、百合は小角に言った。

「どんどん腫れているわ。薬局へ湿しつ布ぷを買いに行ったほうがいいわね」

「でも、まだボウリングしてねえぜ」

「そんな場合じゃないわ。たしかこの近くにドラッグストアがあったはずよ」

　百合はいっしょうけんめいに小角にそう言った。責任を感じているのか、ひどく心配そうなようすだ。百合を困らせてもいけないと思い、小角は、

「シューズ代を払っちまったからもったいねえけど……わかった、行くか」と立ちあがる。

　小角と百合がシューズを返してボウリング場を出ていったのを見て、祝はふりは不思議そうに首をかしげた。

「石いわ那なさん、どうして何もせずに出ていくんでしょう？」

「ものすごく挙動不審ね、尾行をつづけましょ。志し摩まちゃん？」

　石那は志摩の姿を探す。だが、志摩の姿はどこにも無い。

「秋あき津つさん、どこへ行かれたんでしょう？」

　祝もゲームセンターの中を探すが、志摩はいなかった。そのとき、ゲームセンターに隣接しているビリヤード場のほうから、歓声とどよめきがあがった。

「まさかっ？」石那はビリヤード場を見に行く。そこでは志摩がキューを手に、あざやかな妙技を披露していた。一回のショットで全すべてのボールをポケットに入れるという超名人級テクニックから、ビリヤード台の縁に腰かけながら背中に両手を回してキューを持ち背後で突くというスタイル重視であまり役に立たないテクニックまで、次々に繰りだしては周囲の人々を驚かせていた。

　祝はすっかり感心してしまい、思わず深いため息をついた。

「すごいですね……秋あき津つさんって、何でも得意なんですね」

「っていうか、志し摩まちゃんって全すべてのジャンルにおいて得意とかのレベルを超えてるわ」

　石いわ那なは硬い声でつぶやきながら、志摩に近づいた。

「遊んでる場合じゃないわ。小お角づぬたちが移動したの、追いかけるわよ」

「ちょっと待ってください、石那ちゃん。あのボールさえ沈めてしまえば、わたしの勝ちですから」志摩はキューを手に、ビリヤード台の周囲をぐるぐると歩きまわる。石那は小角たちのことが気になって、じりじりした気持ちで焦あせりながら志摩に声をかけた。

「志摩ちゃん、このままじゃ見失っちゃうわよ」

「もう少し、もう少しだけ待ってください。今、計算中なんです」

「計算中ってなに？」

「ビリヤードのボールをポケットに入れるには、縁についている模様を手がかりに分数の計算をして、どの方向に打ってクッションさせてどのボールに当てるか決めるんです。今、その計算をしているとちゅうなので、話しかけないでください」

　志摩は厳しい表情でビリヤード台をにらみつけている。石那は呆あきれて、大声を出した。

「っていうか、小角を追いかけるんだってば！」

「あーもう、計算がとちゅうでわからなくなっちゃったじゃないですか！　話しかけないでください！」志摩は逆ギレしてどなり、ふたたびビリヤード台をためつすがめつする。

「……もう、好きにして……」石那は、疲れ果てたため息をついた。祝はふりは珍しそうに、わくわくしながら志摩のショットを待っていた。

　そのとき、ビリヤード場の窓の外を黄金の九尾の狐きつねがものすごい勢いで飛んでいった。

「今、何か飛んでなかった？」石那はハッとして視線を向ける。

　すると狐は大きくＵターンして、ビリヤード場の窓から飛びこんでくると、狩かり衣ぎぬ姿の少年の姿に変化した。

「亜あ彌びちゃん！」石那は目を丸くする。いくらこの辺りの人々が式神になれているとは言え、そうでない人もいる。いつもそういうことに必要以上に気をつかっている亜彌にしては、あまりにも乱暴な登場のしかたをしたので、石那は驚いた。

　ビリヤード場にいた人々は、亜彌ほど神格の高い式神が珍しくて、彼に注目している。亜彌はハアハアと息を切らせながら、石那を見つめて言った。

「い、石那さん、神社に行ってもまだお帰りでなかったので、お探しいたしました……」

「探してたって、何か用？　亜彌ちゃん、東つ日が流るのところに帰ったんじゃなかったの？」

「取りあえず、西にし新しん宿じゆくまではいったん帰ったんです。でも、使し姫きさんが言っていた『大きな木』が何なのか気づいたので、お知らせしなくてはと思いまして……」

「なぞなぞが解とけたってこと？　さすが亜彌ちゃんね」

　石那は目をかがやかせた。亜彌は落ちつかないようすで、周囲をきょろきょろと見回す。

「東つ日が流るさまに聞いていただけるかどうか自信がないので、小お角づぬさまの口から説明していただければと思ったのですが……小角さまはいらっしゃらないんですか？」

「探そうと思えば、風に聞けばすぐに見つけられますけれど、それより『大きな木』とは何だったんですか？」祝はふりの質問に、亜あ彌びは答えて言った。

「都庁です」

「都庁？　って言うと、東京都庁のこと？」

　意外そうにたずねる石いわ那なに、亜彌はこくりとうなずいた。

「西にし新しん宿じゆくに帰ったとき、都庁を見て気づいたんです。都庁の高さは二百四十三メートルですから、つまり八十丈じようです。ふたつの梢こずえというのは、都庁の南北の展望台のことかと」

「都庁がどうして木なの？　木造建築には見えないけど……」

「そういうことじゃなくて、風水的な属性が木だということなんです」

「風水的な属性……って、どういう意味？」

　石那が首をかしげると、彼女の肩の上に乗っていた因いな幡ばも「キュウ」と鳴いた。祝が亜彌に、確かめるようにたずねる。

「つまり、地面から天に向かってまっすぐに建っている建物は、風水学上、木と同じ役割を果たす……ということですよね？」

「ええ、そうです」と、亜彌は答える。石那は納得しがたくて、眉まゆをひそめた。

「でも、使し姫きさんは、大きな木は豊かな水の上にあるって言ってなかった？　都庁の近くには川も池も無いじゃない」

「ええ、わたしもそう思っていたんです。それで、都庁に行って聞いてきたんです……そうしたら、西新宿の周辺にはむかし淀よど橋ばし浄水場があって、その跡地に高層ビルが建ちならぶ新宿副都心が作られたそうなんです。つまり、都庁は木の属性を持っていて、浄水場跡の大地から水の気を吸いあげて天に還しているんです」と、亜彌は説明する。

「あれっ、どこかで聞いたような話ですね」志し摩まに言われて、石那もうなずいた。

「逆さにしたホウキも見た目が葉っぱの落ちた木にそっくりだから、木の属性を持っていて、穢ケガレを浄化して天に還す力があるってわけね。で、将まさ門かどの首も見つかったの？」

「いえ、それはまだです。東日流さまのお力がなくては……」

　と、亜彌は首を横に振った。石那はハッと気づく。

「そうか、都庁の近くにあるってことは、周りのビルの持ち主に許可を取らないと探せないのね。どうして善う知と鳥うは将門の首をそんなところへ持っていったのかしら」

「大おお手て町まちのオフィス街から新宿副都心のオフィス街に移動したってことですよね。将門っちはオフィス街が大好きなんでしょうか？」首をかしげる志摩に、亜彌が語った。

「何が目的かはわかりませんが、富士山からの気が弱くなっているということと関係がありそうです。もともと東京は富士山からの気の流れで栄えていました……江戸城の東に将門の首塚を作ることで、その強い吸引力で富士山からの気を誘導して、江戸城に多くの気を集めていたんです」

「じゃあ首塚の祟たたりっていうのは、首塚が辺りの悪い気まで強く吸いつけちゃった結果ってこと？」石いわ那なの問いに、亜あ彌びはこくりとうなずいた。

「おそらく。でも都庁ができたせいで、富士山からの気の流れが、都庁によって作られる大地から天に向かう水の気の流れに巻きこまれてどんどん天に還されてしまったんです」

「つまり、都庁のせいで東京に流れてくるいい気が減っちゃったってこと？　それってある意味、巫ふ蠱こがやったのと同じ、東京を滅ぼす呪じゆ殺さつ風水じゃないの？」

「はい、ただ都庁は現在の東京の中心地ですから、都庁が富士山の気を吸いあげて栄えれば東京が栄えるということで設計されたんでしょう。それに、富士山からの気が少々都庁に吸いあげられても、首塚の強い吸引力によってほとんどの気はそれまでどおり、江戸城……つまり、今の皇居を中心として東京に満たされていたんです」

「ってことは、伽きや羅らを治そうとしたときに富士山からの気が足りなくなってたのは、王おう子じ稲荷いなりの使し姫きが首塚から首を掘り起こして持ってっちゃったから？」

「そういうことだと思います。そして、将まさ門かどの首が西にし新しん宿じゆくに置かれれば、富士山からの気は都庁で百パーセント止められて天に還されてしまうんです」

「つまり東京への気の流れが無くなってしまう……巫蠱が作ったのと同じ、呪殺風水が完成するというわけですね。もしそうなら、東京はあのときと同じようにふたたび、気が乱れて邪悪な穢ケガレが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするようになってしまいます」祝はふりが緊張してごくりと息をのむ。

「ですから一刻も早く東つ日が流るさまに事情を説明し、将門の首を見つけなくてはいけないんです」と、亜彌が逼ひつ迫ぱくした表情で言った。

「わかったわ、すぐに小お角づぬを探しましょ」石那も事態の重大さに、真剣な表情で言った。

「小角ちゃんの居場所なら、風が教えてくれます。探してきます」

　祝は亜彌の入ってきた窓から外に出ると、

「胡フ沙サ！」と、澄んだ声で風の呪じゆ言げんをとなえ、風を身にまとって飛んでいった。

「お待ちください、わたしも行きます！」亜彌もふたたび狐きつねの姿になって窓から飛びだす。

「……わたしたち、どうします？」置いていかれた志し摩まと石那は、顔を見あわせた。

「どうするもこうするも、いっしょに小角を探すべきよね」

「でも、わたしたちは徒歩ですし、お役には立てないかと……」

　志摩が言ったそのとき、

「キュウッ！」と、石那の肩の上に乗っていた因いな幡ばが、自分の存在を主張するかのように飛びはねた。石那は因幡に目を向ける。

「どうしたの、因幡？　トイレに行きたいの？」

「キュウッ、キュウッ！」因幡は否定するように激しく体を震わせ、羽をパタパタさせて石いわ那なの肩の上でピョンピョン跳とんだ。志し摩まがメガネを正しながら、因いな幡ばを見つめる。

「もしかしたら、自分に乗れって言ってるんじゃないでしょうか？」

「乗れって、大きさ的に無理じゃない」

「鹿しかモードになったら乗れますよ」

「だって、どうやればいいの？　前に一度だけ鹿モードになったらしいけど、あたしは見てないし覚えてないし、それにあたしの精神離脱だってちっとも成功してないのに……」

「術者の霊力が上がれば式神もレベルアップするわけですから、霊力を注いでみてはどうでしょう。ほら、榎えのきさんが伽きや羅らちゃんにやってたでしょう。何ていう呪じゆ言げんでしたか……」

「たしか……提だい婆ば達だつ多たとかだったっけ？」

　石那がつぶやいた瞬間、肩の上の因幡の体がプルプルッと震え、白い光に包まれた。

「い、因幡っ？」

　石那はびっくりして、思わず後ずさった。因幡はそのひょうしに転げ落ちたが、地面に着くまえに光の強さがさらに強まり、輪りん郭かくが定かでなくなるほどになる。強い光は爆発するように急激に直径三メートルにも膨張し、その中から、白くかがやく大きな鹿が現れた。角にあたる部分には、まるでヘラジカの角のように見える、大きな翼が生えていた。

「ケーン！」

　因幡はようやくふたたび鹿の姿に変化できたことがうれしそうに、後ろ足で勢いよく立ちあがった。姿は美しい鹿のものだが、その大きさは馬ほどもある。

「すごい……これが鹿モードになった因幡なの？」石那は驚いて因幡を見あげた。

「ケーン！」因幡は誇ほこらしげに鳴くと、石那の足の下に鼻先をつっこみ、ポーンと突きあげるようにして背中に乗せた。石那は因幡の首にしがみついて、目をぱちくりする。

「ち、ちょっと、高すぎ！　降ろして、因幡！」

「石那ちゃん、小学校のときにふれあい牧場に遠足に行ったときのことを思いだしてください。馬に乗るときは、太ももで馬の背中をはさんで落ちないようにするんですよ」

　志摩がアドバイスしながら因幡の背中によじのぼり、石那の後ろに乗った。石那は怖がって首を横に振る。

「り、理屈ではわかってるけど、跳び箱の上に座ってるみたいなものなのに、どうやって太ももではさめるのよ？」

「気合いと根性ではさむんです」

「アドバイスになってない！」

「習うより慣れろです。飛べ、因幡ちゃん！」

　志摩の号令で、因幡は窓から飛びだした。眼下は五階の高さである。

「きゃああ！」

　石那は悲鳴をあげて因幡の首にしがみついた。因幡は翼を羽ばたかせて、さらに高く飛びあがる。光の尾を引いて飛んでいく因いな幡ばは、地上から見ると流れ星のように見えた。

　足の下には美しい夜景が広がっていたが、石いわ那なは恐ろしくて気絶しそうだった。ところが背中に比禰ころねをくっつけた志し摩まは涼しい顔をしている。石那は震えながら、たずねた。

「し、志摩ちゃん、どうしてそんなに平気な顔してるの？　高いところ怖くないの？」

「石那ちゃんは心配性ですね。このていどの高さから落ちてもだいじょうぶですよ」

　あきらかに地上百メートルほどの高さになっているのに、志摩はほほえんで答えた。

「そ、そうなの？　ちょっと安心したわ、人間ってけっこうじょうぶなのね」

「いえ、人間がじょうぶなわけじゃありません。たとえ落ちても、比禰ちゃんのころねっとがパラシュートがわりになるっていうだけのことです」

「……って、あたしはだいじょうぶじゃないじゃない！　助けて、降ろしてっ！」

　石那は顔を引きつらせて、悲鳴をあげた。

「ほら、石那ちゃん。しっかり榎えのきさんを探さなくちゃ」

　志摩は完全に人ごとのような無責任な口調で石那に声をかけた。



　そのころ、ボウリング場を出た小お角づぬたちは町を歩いていた。もう九時が近く、人通りが減り、商店も閉められて、町は眠りはじめていた。

　そんな中、百ゆ合りは小角を連れて大通りをはずれ、林立するマンションの間の暗い道を進んでいった。あまりに暗くて道もよく見えず、小角は心細くなってくる。

「マンションって中は明るいけど、前の道まで光が来ないから暗いんだな」

　百合について歩いてくるうちに、店てん舗ぽがありそうな場所から離れていくのを、小角は不審に思いはじめていた。右手首も腫はれあがってこらえきれないほどに痛みを増してくる。

「こんなところにドラッグストアなんてあるのかよ、道を間違ってたりしねえか？」

「道は間違っていないわ」と、百合は周りを見回した。そこは厳重なオートロックの高層マンションに四方を囲まれた、少し広い場所になっていた。建けん蔽ぺい率りつの関係でマンションの周囲に土地があいているのを簡単な公園にしたもので、樹木が植えられベンチが置かれ、小さな花か壇だんと砂場が作られている。公園は街灯がひとつ立っているだけで、うす暗かった。

　まっ暗な空に風が吹いていた。風はざわざわと、心に不安をかきたてるようにさわいでいる。公園を囲む四棟の高層マンションは外界を拒絶するかのように、静かにそそり立っていた。ひと気の無い公園で、百合はゆっくりと小角に視線をうつす。

「榎くん、今日はつきあってくれてありがとう」

「い、いや、たいしたことじゃねえけど……」

　あらたまった百合の態度に、小角はとまどう。百合は静かな目でじっと小角を見つめた。

「榎くんはほんとうに優しいのね。さいごにもうひとつだけお願いしてもいいかしら？」

「ああ、そりゃかまわねえけど」と、小角は答える。それまでが、ハンバーガーにボウリングだったから、今度はカラオケぐらいか……と、小お角づぬは軽い気持ちで考えていた。

　そのとき、風がザアッと音を立てて吹き、小角の周囲をぐるぐると渦うずまいた。小角はギョッとする。闇やみにまぎれて、闇よりも黒い鳥が何万羽もの群れをなして、小角の周りを飛びまわっていたのだ。

「やばい、善う知と鳥うだ！　滝たき川がわ、逃げろっ！」

　小角は百ゆ合りに向かって叫さけんだ。だが百合は、何万羽もの善知鳥の群れを前にしても、まったく動じているようすもなく、静かにたたずんでいた。

「逃げる必要はないの。だって善知鳥は、わたしの式神だから……」

　善知鳥が飛びまわることによって生みだされた強い風に、百合の長い黒髪があおられた。小角は驚きのあまり、呆ぼう然ぜんとして百合にたずねる。

「式神って、だっておまえ、まだ式神持ってなかったんじゃねえのかよ？」

「実は持っていたの。今回の任務のため、鬼おに塚づか議員に転入させてもらった……」

「任務……って何だよ」

「草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校を破壊すること。しかし、あなたたちは強敵だわ。まず、手ごわい生徒をひとりずつつぶさなくてはならない……それで、最初にあなたに近づいたの。昨年度の最優秀生徒、そして今までに何度も組織の前に立ちはだかってきたあなたに……ちょうど、あの伽きや羅らとかいう邪魔な式神も都合よくいなくなってくれて、絶好のチャンスだったから。伽羅を復活させないため、保健室のアスダスを壊したり、あなたを気象庁に行かせないよう部屋に誘ったりして……鬼塚が入ってこなければ、あなたをあのまま殺せたのに、残念だったわ」

　百合の声は淡々として、まったく感情がこめられていなかった。善知鳥は小角の周りをすさまじい勢いで飛びまわりながら、

「ウトゥー！」と、切り裂くような鳴き声を立てていた。

　小角は百合が何を言っているのかわからず、眉まゆをひそめながらたずねた。

「組織って何なんだ、滝川？」

「暗あん剣けん殺さつという名を、あなたももう知っているはずだわ」

　百合は低い声で言った。はっきりとその名を百合の口から聞いて、小角は頭をガツーンと殴られたような気分になった。

「……おまえが？」

「そうよ。わたしは夜や叉しや……孔く雀じやくが失敗したから、代わりにわたしが送られたの」

「じゃあ、鬼塚議員も暗剣殺の一員ってことか？」

「いいえ。彼はわたしが学校に入りこむのに、魔法建設省などに圧力をかけさせるために利用しただけよ。彼の願いを叶かなえてやるという建前で、将まさ門かどの首が必要だった……けれど彼はわたしたちの真の目的が草薙魔法建築専門学校だということを知らない、組織の目的も知らない」

「組織の目的って何だ？　巫ふ蠱こがやろうとしたように、学校をつぶして呪じゆ殺さつ風水陣を完成させて東京をつぶそうってのかよ」

「いいえ、太たい白はくさまの目的はもっと偉大で崇高なもの……わたしたちが知りえない、想像もつかないほど、偉大で崇高なものよ」

「ってことは、おまえも太白とやらの目的を知らないのかよ。目的も知らされずに、命令を聞くってのかよ」

「太白さまの目的がどうであれ、わたしは一度手に入れた力を失いたくないだけ。鬼おに塚づかの願いを叶かなえるためわたしがしいた呪殺風水陣も、もうすぐ発動するわ……あとは、あなたを殺すだけ。そして次は浅あさ間ま石いわ那な……彼女を殺すわ」

「石那だと？　順番でいきゃ、東つ日が流るじゃねえのかよ？　石那なんて中の下だぜ？」

「いいえ、彼は殺さない。太白さまがそうおっしゃったの、そして浅間石那には秘められた力がある……もしかしたらあなた以上に厄やつ介かいな敵かもしれないと」

「俺おれ以上に……？」

　小お角づぬは眉まゆをひそめる。ふと、孔く雀じやくとの戦いで見せた「もうひとりの石那」の姿が胸によぎった。小角や東日流をはるかに超える、いっそ神の領域に達するほどの力を見せた石那。

「でも、彼女はあなた以上に簡単に片づけられそうだわ。自分の力にまだ目覚めていない原石……それにお節介で優しい。あなたを殺したあと、あなたがいなくなったからいっしょに探そうと誘えば、きっとついてくる……」

　百ゆ合りはスッと目をあげて、小角をじっと見つめた。闇やみの中に彼女の美しい顔が、白く浮かんで見えた。その唇は闇の中でもくっきりと赤く、血のようだった。

「……そして彼女も殺してあげる！」

　そのことばと同時に、善う知と鳥うたちがいっせいに向きを変え、鋭い鳴き声をあげながら、小角めがけて襲いかかる。

「ウトゥー！」善知鳥たちは真っ赤なくちばしを大きく開けて、今にも小角の体から全すべての肉をつつき出そうとするかのようだ。小角は苦しそうに、悔しそうに顔をしかめた。

「くそっ……そんな話があるかよ、ド外げ道どうめ！」

　小角は襲いかかってこようとする善知鳥たちに右手のひらを向けるようにして手をあげる。いつもなら右手のひらから渦うずまく炎が吹きだして、敵を襲うはずだった。ところが、

「神カム火ホ火ホ出デ……」呪じゆ言げんをとなえているとちゅうで、小角は右手首に激痛を感じ、顔を歪ゆがめて手を下ろした。小角の右手はすっかり赤黒く変色し、グローブのようにパンパンに張りつめていた。

「くっ……」小角はあまりの痛みに、思わずうめいた。

　術を使うには、その呪じゆ文もんをとなえる口だけではなく、術の発動体が必要だ。東日流が五ご鈷こを必要としたり、魔法使いが魔法を発動させるのに杖つえやホウキを必要とするように、火ホ火ホ出デ見ミの術の場合は炎を生み出す右手が必要である。小お角づぬの霊力がいったん右手に集まり、ここで魔法の形に変換されて手のひらから吹き出すのである。したがって、発動体である右手には火火出見の術を使うたび、つねにすさまじい負荷がかかっていた。

「肉体が万全でなければ、霊力を支えきれないから術を使えないと学校で習わなかった？　ボウリング場では油断したわね、術者として失格よ」

「……ってことは、あれもワザとだったのかよ？」

「デートだと思わせて警戒されないようにね。優しいことは弱いことよ、榎えのきくん。甘さはいつか自分の身を滅ぼすもの……せっかく優秀な術者なのに、もったいないことだわ」

　百ゆ合りの口から東つ日が流るの口ぐせが出たことに、小角は驚く。

「東日流もよくそんなこと言ってるけどな。けど、人生そればっかじゃねえだろ。勝つことよりも大事なことだって、あるんじゃねえのか？」

「どうかしら？　少なくとも今のあなたは、勝たなければ殺されるしかないわよ。わたしは夜や叉しや……わたしには情けなどありはしない」

　風の中で、百合は冷たく言いはなつ。小角は右手を押さえ、痛みに脂あぶら汗あせを浮かべながら百合をにらんだ。手が使えなければ、火火出見の術も九く字じの術も使えない。飛んで逃げるにしても、せっかく修得した孔く雀じやく明みよう王おうの飛天術の印いんすらむすべない。

「ウトゥー！」善う知と鳥うの群れが小角に襲いかかる。小角はとっさに息を吸いこみ、

「神カム志シ那ナ津ツ！」

　と、風神の呪じゆ言げんをとなえた。呪言はカマイタチをふくむつむじ風となって小角をバリヤーのように包みこみ、飛びこんできた善知鳥を切り裂いた。黒い羽根がバッと散る。

「ギャッ！」善知鳥はにごった声で鳴いて、いったん小角からはなれた。しかし、なおも隙すきを狙ねらって小角の周囲を飛びまわっている。

　間一髪のところで防御に成功し、小角は取りあえず一息ついた。しかし百合は、冷ややかな余裕の表情をくずさない。

「そう言えば志シ那ナ津ツの術も使えたんだったわね。でも、風は流れさるもの……術を長時間維持することはできないわ。術の切れ目に、善知鳥たちがあなたを引き裂くでしょう。時間の問題ね、どうせこんなマンションの谷間には誰だれも来ないんだから、ゆっくり待たせてもらうわ」

　百合は小角をじっと見つめる。彼女の目にはいっさいの感情が存在しなかった。まるで機械仕掛けのような、任務を完かん璧ぺきに遂行するプロフェッショナルの目をしていた。

「将まさ門かどの首で何をするつもりだ？　鬼おに塚づかは何を願ったんだ？」

　小角に問われて、百合は静かに視線を西に向ける。

「東京都を転てん覆ぷくさせるわ」

「転てん覆ぷくだとっ？」

「ええ。鬼おに塚づかは東京都をいったん転覆させてそれを自分が救うことで、今度こそ都知事の座をつかもうとしているの」

「そんなとんでもねえことが真の目的じゃねえってのか、暗あん剣けん殺さつの目的はそれより大きいってことなのか？　うちの学校をぶっ壊すことに、どれだけの意味があるんだ？」

「知らないわ、知る必要もない。太たい白はくさまのお考えは深遠にして壮大、わたしにはわからない。ただわたしに力をくださった、それだけでじゅうぶん……」

　と、百ゆ合りは小お角づぬに憂いをふくんだ視線を向けた。小角は百合を厳しい目でにらみつける。

「おまえが善う知と鳥うをあやつってたなら、善知鳥の毒も解げ毒どくさせられるのか？」

「もちろんよ。でも、解毒するわけにはいかないわ。それに……」

　百合は、小角にスッと視線を向ける。小角を包む風のバリヤーが、じょじょに弱まりはじめていた。

「どうやら、お別れのときが近づいているようだものね。さようなら……」

　呆ぼう然ぜんとしている小角を取りかこんでいた風が、息切れするように弱まって消えた。

「ウトゥー！」

　真っ赤なくちばしを開いて、善知鳥の鳴き声が闇やみを切り裂く。小角は覚悟を決めるように、ぎゅっと唇をかみしめた。



　だが、そのとき。

「嵐あらし吹く戸と山やまの風に痼しこりなす向こう悪魔を吹き返せけり！」

　澄んだ声とともに清浄な風が吹きぬけ、小角に襲いかかろうとした善知鳥を吹き飛ばしてしまった。ずっと無表情だった百合が、はじめて表情をこわばらせ、振りかえる。

　桑の弓を手にした祝はふりが、風に包まれながらゆっくりと舞いおりた。彼女の背後には黄金にかがやく九尾の狐きつねと、白くかがやく鹿しかに乗った石いわ那なと志し摩まがいた。

「信じられない。百合ちゃんが暗剣殺の仲間だったなんて……」

　石那は少なからずショックを受けているようすだった。だが百合はそんな石那の表情にもまったく感情を動かされず、能面のように無表情のまま、石那に言った。

「後で殺す予定だったのに、手間が省はぶけたわね」

「殺すだなんて、どうしてそんなこと言うの？」石那は憤りと悲しみに体を震わせながら、百合にたずねた。しかし百合は淡々とした表情を決して崩さない。

「あなたたちが虫ケラで、わたしにはその力があるからよ」

　百合は高く手をあげる。それを合図に、善知鳥がいっせいに石那たちのほうへ襲いかかった。黄金の狐は亜あ彌びの姿に戻り、善知鳥に向かって紅べに色いろの鬼火をはなつ。

「狐コ狗ク狸リ狗ク！」

　火は善う知と鳥うの群れを追いたてるようにして、片っぱしから燃やしていった。善知鳥は火の玉となって落ち、地面に達する前に燃えつきてしまう。志し摩まは石いわ那なに声をかけた。

「石那ちゃん、またもや経験値をかせぐチャンスですよ。大おお祓はらえの祝詞のりとをどうぞ！」

「わ、わかったわ。気い吹ぶき戸どに坐ます気い吹ぶき戸ど主ぬしと云いう神、根の国底そこの国くにに気吹いぶき放ちてむ！」

　石那は祝詞をとなえた。だが、何も起こらない。それどころか、

「キュウッ！」因いな幡ばがとつぜん苦しげに叫さけんで、シュウッと小さくなってしまった。

「きゃあ！」

　石那と志摩は地面に投げ出された。しこたまお尻しりを打った石那は、顔をしかめてうめく。

「い、いったい何が起こったの？」

「どうやら霊力不足で、因幡ちゃんの霊力まで切れてしまったようですね。石那ちゃん、もっと基礎霊力をつけなくちゃ使い物になりませんよ」

「そんなこと言ったって……」

　勝手なことばかり言う志摩に、石那はふてくされて頬ほおをふくらませた。因幡はせっかく鹿しかモードになれたのに元に戻ってしまって、がっかりと落ちこんでしまっている。

　戦う力を失った石那を狙ねらって、善知鳥たちが襲いかかってきた。とっさに志摩が石那をかばうように前に立ち、比禰ころねを小こ脇わきにかかえて叫んだ。

「めがねっと、発射！」比禰の口から白い糸が投と網あみのように吹きだし、善知鳥を絡めとる。

「た、助かった……」

　石那はホッと胸をなでおろす。小お角づぬが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて、志摩にたずねた。

「技の名前、変わってねえか？」

「ころねっとの強化技です。糸を吐く量と糸のネバネバが当社比二倍になってます」

「嫌な増量サービスだな……」小角は硬い声でつぶやく。多数の善知鳥が網に絡まれて地面に落ち、バタバタと暴れるがますます自由がきかなくなってしまった。

　空を飛ぶ善知鳥の数がずいぶん減ってしまったのを、百ゆ合りは静かな目で見あげていた。小角が百合に声をかける。

「形勢逆転みたいだな、もうケンカはやめようぜ。暗あん剣けん殺さつなんてロクなもんじゃねえ、利用されるだけされて、都合が悪くなったら切り捨てられちまうんだ。おまえもきっと、いずれそうなるぜ」

「そ、そうです。暗剣殺の式神たちと術者とは、決してわたしたち草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校の式神と生徒のような愛情や信頼関係で結ばれているわけではないんです！」

　亜あ彌びもこぶしを握りしめ力説する。志摩がメガネをキラリと光らせて、亜彌にたずねた。

「亜彌ちゃんと諫いさ早はやさんは、どんな愛情関係で結ばれているのか、詳しく聞かせていただけますでしょうか？　ＡＢＣで言うとどの段階で……」

「っていうか、そういうこと言ってる状況じゃねえだろ。空気を読め！」

　小お角づぬは志し摩まにかみついた。石いわ那なは百ゆ合りを見つめて、心配そうに語りかける。

「小角たちの言うとおりよ。暗あん剣けん殺さつの太たい白はくとかいうやつも、都合が悪くなったら式神をかんたんに殺したり見捨てたりするって……そんな人に仕つかえたって利用されて捨てられちゃうだけよ。人をほんとに大事に思いやってくれるのは、家族や友達だけじゃない？」

　しかし石那の案ずる気持ちは、百合にはとどかなかった。

「かまわないわ。わたしは夜や叉しや、わたしも力欲しさに、暗剣殺を利用しているのだもの。それに家族や友達なんて、わたしは信じない。自分でそれを捨てたんだもの、だからわたしはいつでもひとりぼっち……これからもひとりぼっちでかまわない」

　百合はそう言うと、両手を合わせて包みこむようにした。彼女の両手のひらにポウッと赤く、鳥の骨の形をした赤いあざが浮きあがる。彼女が両手を合わせると、両手のあざが合体して、善う知と鳥うのひな鳥の骨格になった。

「ウトゥー！」

　善知鳥たちは骨を見て興奮し、切り裂くような声を立てて騒ぎだした。その声にさそわれて、空間の裂け目から新しい善知鳥たちがぞくぞくと出てくる。百合は善知鳥たちを見あげて、美しい声で応こたえるようにとなえた。

「安ヤス方カタ！」

　その声を聞くと、善知鳥たちはとたんにざわつき、落ちつかないようすで騒ぎだした。

「ウトゥー！　ウトゥー！　ウトゥー！」

　引き裂かれるような、悲しげな声だった。善知鳥の目から血のように赤い涙が流れて、雨のように小角たちの上に降りそそぐ。涙の雨が肌に当たると、たちまちそこが水ぶくれのように腫はれあがってただれ、激しく痛みだした。

「きゃああ！」石那たちは悲鳴をあげる。あまりの激痛に、立つことすらできない。祝はふりや亜あ彌びですら、どうすることもできずに苦しむほかなかった。百合は冷ややかな目で、苦しむ彼らをじっと見つめる。

「善知鳥はひなを殺されると、悲しんで血の雨を降らせるの。わたしが暗剣殺にもらったのは、暗剣殺がさらって殺したひな鳥の遺骨、そしてひな鳥の声……下等な穢ケガレを式神にしてあやつるには、それでじゅうぶんよ」

「式神と術者の関係ってのは、そういうものじゃねえだろ。親子の情を利用するなんて、決してやっちゃいけねえことだぜ」

　小角は伽きや羅らのことを思ってそう言った。だが百合は、嘲あざけるような目を小角に向ける。

「どこまでも甘いのね。でも、わたしの心は夜叉……親子の情なんてありえない、愛なんてくだらないことよ。ほんとうにあなたは、滅びるしかない運命のようね」

　善知鳥たちはひなの姿を探しているのか、狂ったように飛びまわる。その鳴き声はあまりにも悲痛で、血の涙は熱かった。体じゅうにべったりとついた血が、まるで塩酸のようにシュウシュウと白い煙を上げて、肌を焼けただれさせる。

「……そういうものじゃねえだろ……」

　小お角づぬは苦しげにうめいて、地にひざをついた。打ちつける血の雨に激しいダメージを受けて、霊力の弱い石いわ那なと志し摩まはすでに気を失い、祝はふりと亜あ彌びもほとんど動けなくなっていた。

　しかし、彼らを見つめる百ゆ合りの表情にはわずかの憐れん憫びんもなかった。彼女はただ無表情のまま、彼らが死んでいくのを見守って、立ちつくしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      


五章　ふたつの塔





　西にし新しん宿じゆくの高層ビル群の夜景は、深まりはじめた夜に刃向かうように光を増していく。

　小お角づぬたちが絶体絶命の危機に陥おちいっているころ、諫いさ早はや魔法建築本社ビルでおこなわれていた先代社長七しち回かい忌きの法事も佳境となり、豪華なシャンデリアの光の下で、来らい賓ひんによるスピーチのあと、先代社長の遺業をつたえるビデオの上映が始まっていた。

　大広間の灯あかりが落とされ、スクリーンに映像が映される。だが、このようなとき、いつもビデオには八や雲くもとその妻妙たえ子こ、そして八雲の仕事を幼いころから支えつづけた天才風水師である少年時代の出雲いずもしか映らない。東つ日が流るやその母の存在は無視されている。

　自分のことが語られないことは、人前に出るのが苦にが手てな東日流にはむしろ望ましいことだった。尊敬する兄、出雲の足手まといになりたくないという思いもあった。

　しかし鬼おに塚づかのことばを聞いてから、東日流の胸にはずっと、モヤモヤとした気持ちが渦うずまいていた。

（俺おれの母親の名は……美み香かといったのか……）

　東日流は、窓の外に見える西がわの夜景をじっと見つめる。地上の星のように見える無数の灯りは、空の星をしのぐほどの明るさだった。まるで人間のわざが、天のさだめた運命に必死に抵抗しようとするかのように。人の子が神に刃向かおうとしているかのように。

　そのとき、東日流は奇妙なものを見て、形の良い眉まゆをふとひそめた。

　夜空を背負う東京都庁から、不思議な光がはなたれていた。

　最初は、ライトアップされているのかと思った。都庁の上にそびえるふたつの塔、四十五階にあたる地上二百二メートルの、南展望室と北展望室の上から空に向かってまっすぐに、うっすらと白い光が伸びていたのだ。

（あれはいったい何だ……？）

　東日流は、もっとよく見ようとして目をこらした。白い光はゆるやかにうねりながら、空へと向かっている。まるで空へと落ちる滝のように見える。ペントハウスから毎日のように夜景を見ているが、今までそんなことは一度もなかった。

　その瞬間、床がグラグラッと激しく揺れた。東日流は倒れかけて、壁に寄りかかる。室内は一瞬にして停電し、混乱した人々の悲鳴があがった。

「地震だ！」

　天井のシャンデリアは激しく揺れ、ガラスのビーズが客たちの頭の上に雨のように降りそそぐ。床に落ちたビーズは砕けて鋭い破片になり、テーブルの上の豪華な料理も床に落ちた。料理を温めていたアルコールランプが倒れ、白いテーブルクロスが燃えあがる。

「落ちついてください！　非常電源が入ります、落ちついてください！」

　闇やみの中から迦か楼る羅らの声が聞こえたが、人々の悲鳴にかき消された。窓から入る夜景の光と、テーブルクロスの炎に照らされて、室内はまったくの暗くら闇やみというわけではなかった。逃げまどう人々の恐怖に引きつった顔が、はっきりと見えた。

「扉が歪ゆがんで開かないぞ！　出られない！」

　出口のほうから、混乱した人々の絶ぜつ叫きようが聞こえた。その声がさらに大広間の人々のパニックを増長した。およそ一分が過ぎても、非常電源は入らず、揺れもなおつづいている。こんなに長時間つづく地震は、大震災クラスである。諫いさ早はや魔法建築の本社ビルは完かん璧ぺきに耐震設計されているはずだが、ここまで長時間におよぶ地震は想定外なのか、天井がミシミシと音を立てて割れはじめていた。

「天井が落ちてくるぞ、いったいどうなっているんだ！」

　鬼おに塚づか議員の声が遠くで聞こえて、東つ日が流るは視線を向ける。対応しているのは出雲いずもだった。

「鬼塚議員、どうか冷静になってください。他ほかのかたが不安がられます」

「これが冷静でいられるか！　こんなところで死ぬなんてお断りだぞ！」

　そのとき東日流は、夜景を見てハッとした。激しく揺れているのはこの建物だけで、窓の外に立ちならぶ他の建物は微動だにしていない。停電しているのも、この建物だけだ。

（地震ではない。まさか、このビルが崩れかけているのか……？）

　東日流は出雲に知らせようとして、激しい揺れの中、右往左往する人々をかき分けて進む。だが誰だれかにぶつかられて、遺影の前に置かれていた台に手をついた。そのひょうしに、ずっとグラグラ揺れていた台上の大きな花瓶が彼に倒れかかってくる。

「うわ！」すんでのところで東日流はよけて、下敷きになるのをまぬがれた。高さ一メートルもある巨大な花瓶は、床にぶつかってガシャーンと砕ける。花瓶に生けられていた花が床に散らばり、水がぶちまけられる。

　東日流は薄明かりの中で、花瓶の中から奇妙な箱が転がりだしたのを見た。箱は一辺三十センチほどで、木で作られた、古びたものだった。床にぶつかったひょうしに箱が砕けて、中身が少し見えていた。

「……これは何だ？」

　東日流は闇の中、もっとしっかり見ようと目をこらす。世界的にテロが起こっている昨今、日本の首都である東京もテロの危機にさらされていると連日マスコミで報道されている。もしかしたら、諫早魔法建築を狙ねらった爆弾か何かではないかと、とっさに東日流は考えた。ならば、この謎なぞの揺れもテロによるものかもしれない、と東日流は思った。

（もしそうだったら、兄この上かみだけはお助けしなくては。この俺おれの命にかえても……！）

　東日流はゴクリと息をのんで覚悟を決め、緊張のおももちで木の箱の中身を確かめるべく、手を伸ばした。

　東つ日が流るの手が木の箱にふれようとしたその瞬間、とつぜん、箱の中から白い光が吹き出すようにはなたれた。東日流はビクッとして手を引っこめる。

　白い光をはなちながら箱から飛びだしたのは、ミイラ化した首だった。皮ひ膚ふはすっかり乾ききって灰褐色となり、長い髪が残っている。首は乾いた皮膚をきしませながら、地獄の底から響くような大声でどなった。

「吾われの体はいずこなりや！」

　その声を聞いて、大広間にいた全すべての人間が凍りついたように動きを止めた。首は髪を振りみだしながら、闇やみの中を白い光の尾を引いて、まるで人ひと魂だまのように飛びまわった。

「体はいずこなりや！　この首を接つぎ、今ひとたび戦いくさせん！」

　出雲いずもは、ハッとして首に目を向ける。

「そのことば……平たいらの将まさ門かどの首が京でさらされていたとき、そう叫さけんで飛び去ったと聞いたことがある」

「いかにも吾は新しん皇のう、将門なり！　吾の体はいずこなりや！」

　首のミイラが飛びまわっているのを見て、人々はさらなる恐怖にとらわれ、よりいっそう混乱を起こしてしまった。出雲は風水の腕は超一流ではあるが、攻撃的な術はほとんど使ったことがない。そのためか、彼は身動きひとつせず、阿あ鼻び叫きよ喚うかんの悲鳴の中でただひとり立ちつくしている。東日流はスーツの下にひそませていた五ご鈷こを抜きながら、出雲の前にはせ参じ、五鈷剣の密みつ呪じゆをとなえた。

「南な無む遍へん照じよう金こん剛ごう！」

　東日流がかまえる五鈷から銀色にかがやく光の剣が伸びる。その背に出雲は静かな視線を向けていたが、ふと東日流の肩にそっと手をふれると、ささやくような声で言った。

「……東日流。修行の成果、見せてもらうぞ」

　ハッとして東日流が振りかえると、出雲はわずかな微び笑しようを浮かべながら、そっとうなずいた。東日流はふたたび前を向くと、緊張してごくりと息をのむ。

（兄この上かみは、俺おれの力量を試されようとしているのだ……！）

　出雲の期待に応こたえなければならない。戦うことでしか、自分は出雲に認められないし育ててもらった恩も返せない、と東日流は強く思って、緊張した目で将門の首を追った。

　将門の首は大広間の上を飛びまわっていたが、ふと動きを止め、スウッと下りていった。そこには鬼おに塚づかがいた。

「見つけたぞ、吾に従う者……吾と心を同じくする者……吾と思いをひとつにする者よ」

　将門の首はしわがれた声で言った。鬼塚はおびえて、顔を引きつらせる。

「くっ、来るな！　どうしてこんなことに……百ゆ合りはいったい何をしているんだっ？」

「百合？」出雲は、鬼塚が昼間連れていた少女のことを思いだし、眉まゆをひそめる。

「……そうか、あの少女が将まさ門かどの首を持ちこんだのか。忙ぼう中ちゆうの隙すきをつかれたとは言え、うかつだった……」

　将門の首は鬼おに塚づかの前で、白く光りながら威い嚇かくするように歯をカチカチと鳴らした。

「わが魔力もちいてこの都の皇おうとなろうとしたのはそなただな。わが力を手にすればあらゆる権力は夢ではない。権力が欲しいか、男よ？」

「権力？　そ……それはもちろん！」

　鬼塚は目をかがやかせて歩み出る。そのとき、将門の首は乾いた口もとを邪悪に歪ゆがませて、笑っているような表情をした。

「ならば、話は決まったな」

　そう言うやいなや、将門の首は大きく口を開くと鬼塚に襲いかかり、そのうなじにかじりついた。鬼塚が悲鳴をあげるより早く、彼の首はボリボリと骨が噛かみ砕かれる鈍い音を立てて噛みちぎられてしまう。

　信じられないように目を見開いた鬼塚の首が床に落ち、ゴロリと転がった。

「……愚かなことを……」

　出雲いずもが痛々しげに顔をしかめる。首を噛み切られた鬼塚の胴体は、直立したまま、首から噴水のように血を吹きだしていた。それを見ていた周囲の人々は、さらに悲鳴をあげた。

　将門の首は、首を失った鬼塚の胴体の上に乗った。ミイラ化した首がスーツを着ている光景は、あまりにも異様だった。

「吾われ、体を取り戻したり。今ひとたび戦いくさし、新しん皇のうとならん！」

　将門は、テーブルの上から落ちた長い包丁を拾いあげた。それはシェフが、大きなローストビーフのかたまりを薄切りにして客に供するのに使っていたものだった。

　将門は包丁を取ると、まるで短刀をあつかうようにヒュヒュッと空くうを斬きる。

「精しよう進じんの足りぬ鈍い体じゃが、いた仕方あるまい」

　彼は少し不満そうにつぶやくと、江え戸ど川がわ都知事の前に歩いていった。混乱の中にあって、都知事は冷静を保ちながら周囲の人々を落ちつかせようと呼びかけつづけていたが、将門を前にするとヘビににらまれたカエルのように凍りついてしまった。

「おまえがこの都の皇おうか。しかし今日からは、この将門が取ってかわる！」

　将門は長包丁を振りあげた。

「きゃああ！」

　都知事は悲鳴をあげ、思わず顔を押さえる。そのとき、迦か楼る羅らが将門の前に飛びだした。どさくさと暗くら闇やみにまぎれ、彼女はスーツを脱ぎすてて本来のカラス天てん狗ぐの姿に戻っていた。鞍くら馬ま八はち流りゆうの居い合あい抜ばつ刀とう術をきわめた迦楼羅は、腰の日本刀に手をかける。

　将門は、とっさに迦楼羅を斬ろうと向きを変える。だが将門の攻撃よりはるかに速く、迦か楼る羅らは将門の……正確には鬼塚のものだった胴体を横一文字に斬りつけた。将門は腹から血を吹きだして、あお向けにドッと倒れた。東つ日が流るは驚いて、まばたきする。

「攻撃が見えなかった。今いったい何が？」

「孤こ刀と影え裡り流……刀を構えてから斬きるのではなく、鞘さやから抜いた勢いでそのまま斬りつける最速の殺人剣術だ」

　出雲いずもが当然のように言った。迦か楼る羅らの実力に全ぜん幅ぷくの信頼を置いているようだ。

「だが迦楼羅、早まったな。倒してしまっては、事情が聞けないぞ」

　倒れた将まさ門かどを見おろして出雲が言ったことばに、迦楼羅はあわてて頭を下げる。

「す、すみません、出雲さま。とっさのことで……」

「仕方あるまい。都知事の命にはかえられん」

　出雲は冷静にそう言った。そのことばに、迦楼羅はホッと胸をなでおろした。

　そのとき、倒れていた将門がピクリと動いた。切られた腹の傷がめくれて、まるで縫いぐるみを作るときに綿を詰める穴から生地を裏返すように、表裏が引っくりかえる。

　そこに現れたのは、得体のしれない怪物だった。ゾウほどの大きさで、皮ひ膚ふは内臓粘膜らしい赤黒くぬらぬらした質感である。体の表面には内臓が貼はりついている。怪物の体からは裏返って筋肉がむき出しになった人間の手足が無数に生えていて、まるでダンゴムシのような印象だ。そして、同じように筋肉がむき出しになった裏返しの人間の頭が、背中がわにびっしりと生えていた。

　迦楼羅は、怪物の不気味な姿に眉まゆをひそめる。

「その姿はいったい何だ？　おまえは平たいらの将まさ門かどではなかったのか？」

「吾われは将門であり……将門でなし……」

　まるで岩場のフジツボのようにびっしり生えている裏返しの人間の頭が、口々にそう言った。その声は、老ろう若にやく男なん女によさまざまだ。おぞましい怪物の姿は大広間にいた他ほかの人々にも見えるらしく、混乱と絶ぜつ叫きようは最高潮となっていた。出雲は冷静に怪物を見つめる。

「常人にも姿が見えるということは、あれは異界とこよではなくこの世界の……人こ間の界よのものだな」

「人間界のもの？　あんな異い形ぎようのばけものが、ですか？」

　東日流は信じられないようにたずねる。出雲は静かに目を伏せて、そっとうなずき、

「わたしは何度も見てきたが、おまえはまだなのか？」

　と、逆に東日流にたずねてきた。東日流は眉をひそめる。

「あんな怪物を、何度も……？」

「そうだ。歪ゆがみきった人間の感情が、醜みにくくどろどろと渦うずまくさまを……この東京で人の欲のあるところならば、どこででも見ることができる」

　出雲は淡々とした口調で言った。彼がくぐってきた修羅は、自分には想像もつかないものなのだ……と、東日流はあらためて思い知る。

　迦か楼る羅らは刀を抜き、怪物に斬きりかかった。

「きさまが何者でもかまわぬ、出雲いずもさまに害をなすものは殲せん滅めつするのみだ！」

　研とぎ澄まされた白銀の光が怪物を狙ねらう。だがそのとき、怪物の体に巻きついていた大腸がほどけて蛇のようにうねりながらシュルシュルッと伸び、迦楼羅を襲った。

「無む駄だだ！」迦楼羅は大腸に斬りつける。ところが大腸は、ナメクジがカミソリの刃の上を歩くように迦楼羅の刀に吸いつき、巻きついた。ハッとして、迦楼羅は刀を引っぱる。だが大腸はそのまま迦楼羅にぐるぐると巻きつき、彼女の動きをうばってしまった。

「ううっ……！」

　迦楼羅はうめいた。大腸が迦楼羅の首に巻きつき、締めあげていたからだ。もがいても自由にならず、迦楼羅の口のはしに白い泡が吹きだした。

　東つ日が流るはとっさに、右手の人差し指と中指をそえて怪物に向けると、

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん！」

　と、縦横に九く字じを切った。銀色の格こう子しが飛び、大腸を寸断する。迦楼羅はドサッと床に落ち、激しく咳せきこんだ。怪物の切られた大腸はうす黄色い体液を吹きだしながら、ビチビチと暴れた。その隙すきをのがさず、東日流は連続攻撃に出た。五ご鈷こ剣を振りかざし、一気に怪物に斬りかかる。だがそのとき、怪物の背に生えた無数の裏返しの首が背中からはがれるように飛びあがり、四方八方から東日流を襲ってきた。

「くそっ！」

　東日流は五鈷剣を右に左に振りさばいて、飛んでくる首を斬り落とす。だが、とても間にあわなかった。首のひとつが東日流の右腕に噛かみつき、その痛みで一瞬手から力が抜けた隙をついて、もうひとつが五鈷剣にかじりつき東日流からうばいとってしまったのだ。

「あっ！」東日流はすぐに五鈷剣を取り戻そうとする。ところがそれをはばむように、首がいっせいに東日流に襲いかかり、彼ののどや脇わき腹に噛みついた。

「うぐっ……」東日流は詰まったうめき声を立てて、その場にひざをつく。なんとか首を引きはがそうとしてもがくが、多勢に無勢だった。薄れゆく視界の中、出雲が静かな目をして自分を見つめているのが見えた。

（兄この上かみをお守りしなくては……俺おれはこんなところで倒れるわけには……）

　東日流は必死に立ちあがろうとするが、足に力が入らず、ついにドッと床につっぷしてしまう。そのとき、出雲はあきらめたように小さくため息をつくと、胸の前で祈るように両手を交差させ、

「月げつ破ぱ！」

　静かな重々しい声で呪じゆ言げんをとなえると同時に、出雲は何かを投げるように両手を解ときはなつ。すると、銀色の三日月形をした薄い十二枚の光の刃が彼の手から飛びだした。刃は長さ三十センチほどで、ブーメランのように回転しながら東日流を襲っていた首に向かい、何の抵抗もなくスパッとまっぷたつにしてしまう。

「ギャアア！」

　首は断末魔の悲鳴をあげながら、溶けくずれて消えていった。光の刃は出雲いずもの手に戻ると、吸いこまれるように消えていく。

　今まで見たことのない出雲の術に、東つ日が流るは呆ぼう然ぜんとして彼を見つめた。大広間にいた人人も、思わず凍りついてしまう。その視線に気づいて、出雲はチッと小さく舌打ちした。

「この青二才が、よくも！」

　怪物は怒り狂い、激しく足を踏み鳴らすと、出雲に向かって突進してきた。

「ガアアーッ！」

「月げつ破ぱ！」

　出雲はふたたび、十二枚の光の刃をはなつ。だが怪物の体は刃をはじき返してしまった。

「フハハハハ、無む駄だじゃ！　人の子のぶんざいで、妙みよう見けん菩ぼ薩さつの加護を受けし将まさ門かどに、この新しん皇のうにかなうものではないわ！」

　怪物の背の首たちが恐ろしい笑い声を立て、出雲を踏み散らそうとして突進していく。東日流は青ざめて叫さけんだ。

「兄この上かみ！」

　出雲を助けようとしても、もう間にあわない。しかし出雲の表情は静かで、軽けい蔑べつするような目を怪物に向けると、小さな声でつぶやいた。

「……心もばけものになり果てているようだな。哀あわれな……」

　出雲は開いた花のような形に両手を合わせて前に突き出すと、呪じゆ言げんをとなえた。

「歳さい破は！」

　出雲の両手のひらから青白い光がはなたれ、うねりながら怪物に向かって伸びていく。光は怪物の体を貫通し、次の瞬間、激しいうねりによって怪物の体がぐにゃりと大きくねじれた。

「ウギャアアア！」

　怪物の体はねじ切られ、うねりながら飛び散った。無数の首が悲鳴をあげながら、粉々にされて青く燃えあがる。燃えながら、首は出雲に向かって呪のろいの声をあげた。

「将門は滅びぬ、われらは滅びぬ……幾度でも首を接つぎよみがえり戦いくさせん、この世に復ふく讐しゆうせん！」

　その瞬間、燃える怪物の体が、ボンッと音を立てて爆発した。飛び散る肉片の中から、白い光に包まれた将門の首が飛び出す。人々が驚いて見守る中、ミイラ化した首はボロボロと崩れながらも、ガラス窓を突き破って東の空へと飛びさっていった。

「逃げられたか……」出雲は端整な顔をわずかに歪ゆがめた。

「すぐに追います！」

　迦か楼る羅らが勢い良く言って割れたガラス窓に駆け寄るが、気力にくらべて体のダメージが思いのほかひどく、足がもつれてよろけた。割れて尖とがったガラスに豊満な胸が今にも串くし刺ざしになる……というとき、迦楼羅は間一髪、強い力で引き戻された。

　助かった……とわかった瞬間、迦楼羅の全身から、どっと冷や汗が流れだした。彼女の体は、出雲いずもの両腕の中にしっかりと抱きとめられていた。出雲の端整な顔はあくまで冷静だったが、迦楼羅は彼と接近して真っ赤になる。出雲は静かな声で言った。

「追っても無む駄だだ。その体では追いつけん」

「す、すみません。ボディガードでありながら、敵を取り逃がしたうえ、出雲さまに術を使わせてしまいました」

　迦楼羅はあわてて出雲の腕からはなれ、その場に土下座した。出雲は周囲を見回す。大広間にいた客たちは、将まさ門かどの首を見るのとまったく同じ、恐怖が交じった気味悪そうな目で出雲を見つめていた。出雲は軽くため息をついて、迦楼羅に言った。

「……終わったことは仕方がない。だがこれで、いくつかの取引先を無くすことになるだろう。人は異い形ぎようのもの異能のものを恐れ排除するものだ……今後、わたしの手をわずらわせぬよう注意しろ」

「はっ、心いたします！」

　迦楼羅はさらに頭を下げる。そのようすを見て、東つ日が流るはためらいがちに口を開いた。

「無礼をお許しください、兄この上かみ……」

「無礼？　何のことだ？」

　出雲は不思議そうにたずねる。東日流は低い声で、つらそうに言った。

「兄上の力量を知らず、お力をあえて隠されているとは思いもよらず、俺おれごときの力でお守りするなどと思いあがっていたことです。俺はまったく兄上のお役に立てなかった……飛天術を体得できていれば、将門の首を追うこともできたのに！」

　そう言う東日流の胸の中には、小お角づぬの姿があった。張りあってもどうしても追いつけない存在……血のにじむような思いで東日流がどんなに努力を重ねても体得できなかった術を、小角は当たり前のように一足飛びに身につけてしまった。これが才能の差というものなのか、兄と自分の実力の差を見ても、努力はしょせん生まれもった才能にはかなわないのか……と、厳しい現実に東日流は打ちひしがれていた。

　固く唇をかんでいる東日流を出雲はしばらくじっと見つめていたが、何か声をかけようとしてやめ、背中を向けた。東日流はハッと顔をあげる。出雲は表情をうかがわせないまま、おさえた声で言った。

「榎えのき小角のことを言っているのか、東日流。飛天術はわたしも体得しえなかった術だ……だが彼がどれほど優れた術者であろうと、おまえは彼に勝ち、最優秀生徒の座をうばいかえさなくてはならん。弱いことは罪つみなのだからな」

「はい、兄この上かみ。かならず……！」

　東つ日が流るは深く頭を垂れた。出雲いずもはそんな東日流に視線を向けようともせず、

「行くぞ、迦か楼る羅ら。客人らにこの騒動を詫わびねばならん」

　と、マントをひるがえして歩きだした。迦楼羅はあわてて両手で印いんをむすぶと、北に向かって北斗の七星の名をとなえる。

「貪どん狼ろう・巨こ門もん・禄ろく存ぞん・文もん曲こく・廉れん貞てい・武ぶ曲ごく・破は軍ぐん！」

　つむじ風が迦楼羅を包みこんだかと思うと次の瞬間、彼女は元どおりの、スーツを着た人間の姿になった。

「お待ちください、出雲さま！」迦楼羅は出雲を追いかける。術が切れて、五ご鈷こ剣は五鈷に戻っていた。床に転がっていたそれを東日流は拾いあげる。

「俺おれは強くならねばならない、小お角づぬに勝たねばならない。兄上に認めていただくために、かならず……！」

　いつも余裕しゃくしゃくで自分の一歩前を歩いていく少年の、不敵な笑顔が東日流の胸に去きよ来らいした。

（追っても追っても勝てない、努力は才能をしのぐことはできないのか？　だが俺は勝たねばならない、やつに俺の十倍の才能があるのなら、俺は百倍の努力でかならず勝たねばならないのだ……！）

　悲壮な決意を胸に、東日流は五鈷をぐっと強く握りしめた。



　一方、西にし新しん宿じゆくから東へ飛びさった将まさ門かどの首のミイラは、彗すい星せいのように尾をひきながら、葛か西さい上空にいたった。

　将門の首が現れると、夜空が割れるかと思われるほどの大きな音がとどろきわたり、飛びまわっていた善う知と鳥うたちはおびえすくんだ。

　百ゆ合りはハッと顔をあげ、善知鳥の血を浴びてほとんど動けなくなっていた小角もかすむ目をあげた。闇やみを切り裂いて、白い光に包まれた首が飛んでくる。それを見た瞬間、百合の顔がこわばり、真っ青になった。

「……呪じゆ殺さつ風水が壊された……！」

「体はいずこぞ！　吾われの体をよこせ！」

　将門の首は恐ろしい声をあげて吠ほえ、百合の胸に飛びこんだ。

「きゃあぁーっ！」

　百合は切り裂くような悲鳴をあげる。百合の体の中で首はむくむくとふくらみ、ついには高さ十メートルにもなる巨大な首のミイラに、百合があお向けに貼はりついたような姿になった。首は空に向かって恐ろしい声で叫さけんだ。

「来たれ、吾に従う者、吾と心を同じくする者、吾と思いをひとつにする者どもよ！　吾は平たいらの将まさ門かど、新しん皇のうなり！」

「将門だとっ？」

　小お角づぬは善う知と鳥うの血でただれた体の痛みも忘れて、巨大な首を見つめる。ゴオオッと音を立てて夜空に風が渦うずまき、オレンジ色の火の玉が四方八方から集まってきて、将門の首に取りこまれた。すると将門の首からまるで吹き出もののように老ろう若にやく男なん女によの首が無数に生えて、口々にわめきはじめた。

「殺してやる、殺してやる！」

「どうしてわたしばかりがこんな目にあうの？」

「誰だれもかれも死んじまえ！」

「ちくしょう、あいつさえいなければ……！」

　呪のろいと怒り、憎しみ、悲しみ、妬ねたみ、そねみ……あらゆる負の感情が吹きだしてくる。小角は呆ぼう然ぜんとして、おぞましい怪物を見あげた。

「そうか。将門の時代、東国の農民たちは重税にあえいでた……将門の常人離れした強さの秘密は、人々の負の感情が生みだしたエネルギーだったってわけか」

「そのとおり。人の心に負の感情があるかぎり、吾われは幾たびも復活する。吾を求める者がいるかぎり、吾は戦いくさをつづける……！」

　巨大な首のミイラは墓場のにおいのする息を吐きながら、石いわ那なに向かってざんばら髪をヘビのように伸ばしてくる。

「匂においがする。強い霊力の匂いがするぞ……」

「れ、霊力？　鼻がつまってるんじゃないの、あたしの霊力は尽きちゃってるのよ？」

　おびえながら後ずさる石那に、将門の髪が襲いかかった。

「吾をごまかすことはできぬぞ！　無尽蔵の霊力の匂いがする、その力があればこの都をわが物とするのもたやすいこと。そなたの霊力さし出すがよい！」

　将門の髪は石那の体に絡みついて、高々と持ちあげた。石那は悲鳴をあげる。

「きゃあ！」

「石那っ！」小角はとっさに炎神の呪じゆ言げんをはなとうと右手をさし出したが、ねんざの痛みに顔をしかめ、かわりに、

「神カム志シ那ナ津ツ！」と、風神の呪言をとなえた。渦をまくカマイタチが、石那に巻きついていた将門の髪を切った。支えを失った石那は、まっさかさまに地面に落ちる。

「きゃああっ！」

「危ねえ！」

　呪言を唱える余裕もなく、小角は石那の体の下にすべりこんだ。彼女を抱きとめようとしたのだが、将門の髪は切られてもすぐに伸びてきて、今度は小角に襲いかかった。

「うわっ……」

　小お角づぬの声はとちゅうで止まった。将まさ門かどの髪は彼の手足のみならず首や口にまで巻きついてきて、さるぐつわのように声をうばってしまったのだ。これでは呪じゆ言げんを使えない。

「小角！」石いわ那なも地面に落ちる前に、ふたたび将門の髪に絡め取られてしまう。将門の首は低い声で笑いながら、小角を強く締めあげる。

「ふふふ……そのていどの術で吾われに勝てるつもりだったか、愚かな修しゆ験げん者じやよ。妙みよう見けん菩ぼ薩さつの加護を受けしこの将門に！」

「ぐぅっ……！」

　小角は首に絡む髪を両手で何とかして引きはがそうとしてつかみながら、苦しげにうめいた。窒ちつ息そくしかけて口の端に白い泡が浮くが、どうすることもできない。今にも首の骨をへし折られそうだった。祝はふりと亜あ彌びは、なんとかして小角を救うため必死に身を起こそうとするが、善う知と鳥うの毒にただれた傷の痛みのために、どうしても動けなかった。

「やめて！　あたしはどうなってもいいから、小角を助けて！」

　石那は大きな目に涙をいっぱいためて、将門の首に叫さけんだ。ふと、将門の首に埋まった百ゆ合りが、大きく目を見開いた。

「榎えのきくんを……助ける？」

　百合の瞳ひとみに、小角の顔色が酸欠のためすでに赤紫色になっている姿が映った。その瞬間、彼女の脳裏に、小角と出会ってからたった二日間のさまざまな思い出が超高速でフラッシュバックした。口が悪くてぶっきらぼうで、けれどおろおろと心配性で優しくて、何よりとびきりの笑顔……。

　百合の唇が、何かをつぶやくようにかすかに動いた。それに反応して、善知鳥たちがいっせいに将門の首に襲いかかった。

「ウトゥー！」

　善知鳥たちは将門の首をくちばしでつついた。だが将門の首は低い笑い声を立てながら、善知鳥に髪を伸ばす。

「無む駄だなことだ、雑ざ魚こめ！」

　ヘビのようにうごめくざんばら髪に絡みつかれると、善知鳥たちは霊力を吸われてたちまちミイラになり、塵ちりとなって砕け散った。百合は愕がく然ぜんとし、美しい顔に絶望がきざまれる。だが、善知鳥が将門の首の気をそらした隙すきをついて、祝が痛みを必死にこらえつつ、うつぶせに倒れたまま桑の弓を将門の首に向け、弦つるを引きしぼった。

「あなたの野望を果たさせるわけにはいきません。人々は支配されることも戦いも望んではいないのです、千年前も今も……！」

　すると、弦を引いた手の中にさんさんとかがやく光の矢が現れた。将門の首はその光に気づくと、祝のほうにも髪を伸ばした。髪は鋭い針のようにまっすぐ伸びてきて、祝を串くし刺ざしにしようとする。だが祝は焦あせりもうろたえもせず、太陽のようにまぶしく光る矢の狙ねらいをぎりぎりまで慎重にさだめて、矢をはなった。

「桑そう弧こ蓬ほう矢し！」

　はなたれた矢は、燃える光の尾を引きながら彗すい星せいのように飛んで、将まさ門かどの首の眉み間けんに突き立った。

「ギャッ！」

　将門の首は矢が刺さったところからピシピシッと音を立ててひび割れる。将門の首の動きが止まったところで、亜あ彌びもよろよろと立ちあがり、金のカギを振りあげた。

「将門公、使し姫きさんとの約束を果たさせていただきます！」

　亜彌は金のカギを将門の首に投げつける。金のカギは閃せん光こうをはなち、それと同時に地面に大きな穴が開いて将門の首を飲みこんだ。

「ウギャアアーッ！」

　暗い穴に落ちながら、将門の首と、それから生えた無数の首が悲鳴をあげる。そのとき、小お角づぬはとっさに駆けよると、穴の中に右手を伸ばした。

「滝たき川がわ、つかまれ！」

　百ゆ合りは小角の手をつかんだ。彼女の背中には将門の首がくっついたままだ。亜彌が叫さけぶ。

「小角さま、手をおはなしください！　将門の首を封印しなくては、東京に混乱がおとずれます！」

「バカ言うな、滝川を見捨てられるかよ！」

　小角はどなった。そのとき百合はハッと顔をあげる。彼女がつかんでいたのは、小角がとっさにさし出した利きき手の右手首だった。白いハンカチに包まれた小角の手首は、腫はれあがって熱をもっている。かなり痛そうで、小角は顔をしかめていた。将門の首に引きずられて、彼も今にも落ちかけていた。

　百合はそのとき、ふと目を細めた。彼女が初めて見せる、何の屈くつ託たくもない、明るい笑顔だった。

「ありがとう。もっと早くあなたと巡りあいたかった……」

「もっと早くって何だよ、まだちっとも遅くねえぜ！」

　小角は痛みをこらえながら叫ぶ。そのことばを聞き、百合は美しい目に涙をいっぱいにためて、ほほえんだ。

「あなたがわたしを助けようとしてくれたから、わたしもあなたを守るわ。ぜったいに将門は復活させない……もしかしたらわたし、榎えのきくんのことをほんとうに好きだったみたい。だから、さようなら……こんど生まれてくるときは夜や叉しやになんかならずに、もういちど榎くんみたいな男の子に出会って、ふつうの女の子みたいに恋をしたいわ……」

　百合は小角の手をパッと放した。将門の首とともに、百合は暗い奈な落らくへと落ちていった。

「滝川ーっ！」

　叫さけぶ小お角づぬの前で、地面は無情に閉じてしまった。小角は呆ぼう然ぜんとして、その場に座りこむ。

「小角ちゃん、だいじょうぶ……？」

　祝はふりが小角を案じて、その背をさすった。閉ざされた地面の上に小さく光るものを見つけて、亜あ彌びがそれを拾いあげる。それは、骨のかけらだった。

「これはもしかして、善う知と鳥うの……？」

　骨のかけらを見てわずかに残っていた善知鳥がバサバサと羽ばたいてざわめいた。

「ウトゥー！」

　善知鳥たちが亜彌を取りかこむ。攻撃されるのかと思って、亜彌はとっさに身がまえた。だがそのとき、亜彌の手の中の骨のかけらが光りながら浮かびあがった。

「攻撃しないでください、亜彌さん！」祝が亜彌に向かって叫んだ。善知鳥に狐きつね火びをはなとうとしていた亜彌は、ハッとしてむすんでいた印いんをほどく。

　骨のかけらは光りながら、小さなひな鳥の姿になった。

「ヤスカタ……ヤスカタ……」ひな鳥はかわいらしい声で甘えるように鳴いた。善知鳥たちはそれに応こたえるように、優しい声で鳴いた。

「ウトゥ、ウトゥ」

　善知鳥の目から喜びの涙が落ちた。それは人の体を腐らせる血の涙ではなく、清らかな無色透明の涙だった。雨のように降りそそいでくる涙はあたたかく、癒いやされるようだった。

　いや、実際に癒されていた。善知鳥の毒でただれた体が、見るみる治って元に戻っていく。石いわ那なと志し摩まも目を開いた。

「やった！　この涙さえあれば、伽きや羅らさんが治ります！」

　亜彌は目をかがやかせる。石那があわててきょろきょろした。

「えっ……で、でもどうやって涙を集めたらいいの？」

「比禰ころねちゃんにお任せください！」

　志摩が比禰をぎゅっと押さえた。比禰が吐き出す白い糸は、土器を作るときのようにぐるぐる回りながら、ツボの形のまゆを作った。石那は驚いて目をぱちくりする。

「比禰って、虫のくせに器用ね」

「石那ちゃんたちだけでなく、わたしたちも地味に霊力が上がっているってことです」

　志摩は得々と言って、ツボに善知鳥の涙を溜ためこんだ。

　善知鳥たちは再会の喜びに鳴きながらひな鳥を取りかこむと、合体して一羽の親鳥となり、翼でひな鳥を抱きしめるようにして、空に開いた虹色のゲートを通って、異界とこよへと消えていった。

「こんなに溜まりました。さっそく伽羅ちゃんのところに帰りましょう！」

　志摩がツボの底に五センチほどたまった善知鳥の涙をのぞきこみながら言った。だが小角は、その場から離れがたいようすで、地面に座りこんでいた。

「小お角づぬ、どうしたの？」石いわ那なが心配して声をかける。小角は低い声で言った。

「滝たき川がわを助けてやれなかったんだ」

「あっ……そう言えば百ゆ合りちゃんはどこに行ったの？」

　石那はきょろきょろと辺りを見回す。小角は悔やんでも悔やみきれないようすで、自分で自分の頭を叩たたいた。

「助けてやれなかった……あいつはずっと助けてほしがってたのに、気づいてやれなかったんだ……！」

「小角……」

　石那は心配そうに小角を見つめたが、彼があまりにも深く傷ついているようすだったので、声をかけるにかけられなかった。

　閉ざされた地面は静寂に包まれていた。もう、百合の声も善う知と鳥うの鳴き声も聞こえなかった。



　夜遅く、小角たちは疲れた体を引きずって葛かつ飾しか浅あさ間ま神社に帰ってきた。咲さく耶やは、王おう子じ稲荷いなりに行ったはずの小角たちがいっこうに帰ってこないので心配して待っていた。

　小角たちが戻ってくると、咲耶は小走りに駆けてきて厳しい声で問いつめた。

「こんな時間まで連絡もせずに、いったい何をしていたんですか？」

「ごめんなさい、お姉ちゃん。いろいろありすぎて、説明しきれないの」

　石那が咲耶に言った。志し摩まがツボを咲耶に見せる。

「平たく言うと東京を守って、ついでに伽きや羅らちゃんを治す特効薬を見つけてきたんです」

「特効薬？　ほんとうに治せるんですか？」

　咲耶は期待しながらも、半分信じられないような表情でたずねた。

「ええ、たぶんだいじょうぶです」

　小角は咲耶にそう答えて、神社の本殿に向かった。石那たちも後からついてくる。小角は本殿に置かれていた、憑より坐まし珠だまの封印を解といて伽羅を外に出すと、志摩のツボに入った善知鳥の涙をそそいだ。

「伽羅、しっかりしろ。これで治るはずだぞ」

　小角は床の上で丸まって眠っている伽羅に話しかけた。石那たちも、祈るような気持ちで見守っていた。だが、いっこうに伽羅が目を開く気配はない。一同の間に、不ふ穏おんな空気が広がった。

「もしかして、だめだったんでしょうか？」

　亜あ彌びが泣きそうな顔で小角にたずねた。もしこれでだめなら、もう残された時間は半日ほどしかない、とても間にあわない……小角も祈るような気持ちで、伽羅を見つめた。

　そのとき、伽羅が大きなあくびをした。

「ふあ～っ」

　間のびしたのん気な声が聞こえてくる。小お角づぬたちは目をかがやかせて、伽きや羅らの顔をのぞきこんだ。

「伽羅っ！　だいじょうぶかっ？」

「うにゃ？」伽羅は眠そうに目をこすって、小角たちの顔を見あげた。

「あれっ、伽羅どうして神社にいるにゃ？　みんなどうして伽羅を見てるにゃ、これってドッキリカメラの寝起きレポートにゃ？」

「なわけねえだろ。善う知と鳥うを食って毒に当たったんだ、覚えてねえのか？」

　呆あきれたように小角がたずねた。伽羅は不思議そうに自分のおなかをさする。

「覚えてないけど、要するに食中毒だったのかにゃ？」

「食中毒って……死にかけてたくせに、おまえは軽いなあ」

　小角は呆れて、だがそんないつもどおりの伽羅にホッとして、思わず半笑いになった。

百ゆ合りのことで胸がつぶれそうになっていたところだったので、天てん真しん爛らん漫まんな伽羅の姿に、救われる思いだった。小角がそんな辛つらい思いを経験したとは夢にも知らない伽羅は、大きくあくびをしてコロンと小角に寄りかかると、目を閉じた。

「よくわかんないけど、取りあえず二度寝するにゃ」

「のん気だな。仮にも死にかけてたんだぜ？」

　小角は気が抜けたようすで笑った。すると伽羅は目をぱちっと開き、いたずらっぽい目で小角を見つめて言った。

「問題無いにゃ。死にかけてよーがどうなろーが、小角はぜったいに伽羅を助けてくれるからにゃ」

　ぴったりと小角にくっついて間近で見つめる伽羅の信頼しきった目がくすぐったくて、小角は所在なさげに目をそらした。

「ぜ、ぜったいとは言いきれねえぜ。俺おれだって人間だから、不可能ってこともあるしな」

「でも小角はぜったいに伽羅を助けてくれるにゃ。だって小角は伽羅の王子さまにゃ」

　伽羅は小角の首にきゅっと抱きつき、屈くつ託たくのない表情で笑った。小角を信じきっている澄んだ瞳ひとみ……それは、百合には決して無かったものだ。小角はまた胸が痛くなった。

「伽羅さんっ、わたしは？　わたしは伽羅さんにとって何なんでしょうかっ？」

　亜あ彌びがなぜか焦あせって伽羅にたずねたが、伽羅はもう二度寝に入っていて、小角に抱きついたまますーすー寝息を立てていた。そんな伽羅の寝顔を見つめて、小角は優しくほほえみながら、彼女の髪を優しくなでた。

「おまえは幸せなやつだな」心から小角はそう語りかけ、伽羅を抱きあげた。

「布団ふとんに運んでやるか、手のかかる猫だな。風か邪ぜひくぜ」

　祝はふりも石いわ那なも小角の気持ちがよくわかって、あたたかくそのようすを見守っていた。



　翌日はとても良い天気になった。早朝の草くさ薙なぎ魔ま法ほう建築専門学校には人影も少なく、部活の朝練で運動場がにぎわっているぐらいだ。

　小お角づぬは教官室に行って、担当教官である天あま野の探さぐ女めに一連の事件について報告していた。右手首の腫はれはだいぶひいたものの、痛みはちくちくといつまでも残っている。小さな花模様の刺し繍しゆうのあるレースのハンカチは土で汚れていたが、そのまま手首に巻かれていた。

「首塚が誘導していた富士山の気に関しては、魔法建築省に新たな風水陣工事をしてもらって補完するとしよう。それより滝たき川がわのことが問題だな……」

　天野は深いため息をついて、小角の前に一枚の新聞のコピーをさし出した。小角は怪け訝げんそうにそれをのぞきこむ。

「これは？」

「彼女の転入にはかなり鬼おに塚づか議員の圧力があったので、念のため秘密裏に、彼女の過去を調べたのだ。式神を与える以上、悪用などの危険がない人物であることを確認しておく必要があるのでな」

「滝川の過去……？」

　小角はコピーを読む。そこには、小学校の朝礼でとつぜん半数以上の生徒と教師が死んだという記事があった。原因は不明だが、遺体の皮ひ膚ふはただれていて、戦時中の毒ガス兵器が校庭に埋まっていて漏れだしたのではないか、と書かれていた。

　その横に、滝川夫妻が自宅で同じ時間、同じように不審死をとげたこと、小学校の事件との関連性を調査中だということが小さな記事になっていた。小角はその記事を食いいるように見つめた。

「これって、滝川の親なのか？」

「そのようだ。おまえの話と総合してみると、つまり彼女は善う知と鳥うを悪用して両親を殺し学校を滅ぼしたということだろうな」

　天野のことばに、小角は胸が痛む。

「だが、彼女の霊力がいかに強いものだろうと、小学生で善知鳥を使いこなせるほどだとは思えん。少なくとも、わたしは彼女にそこまでの霊力は感じなかった」

「それって、どういう意味なんだ？」

「おまえが滝川に聞いた話からしても……暗あん剣けん殺さつにはおそらく強い術者がいて、その人間が従えた式神を滝川のような術者に使わせているのだ。そうすれば、魔法建築学生ていどの人材に一級魔法建築士レベルの仕事をさせられるからな」

「でも先生、術者のレベルに合わない式神と契約したらとんでもないことになるって、よく言ってるじゃねえか」

「そうだ。つまり暗剣殺にとって、術者は使い捨ての電池のようなもの……霊力を搾しぼり取れば、式神を回収して次の術者に与えればいいということだな」

「それじゃ、もしかして滝たき川がわが病弱だったのは……」

　小お角づぬは嫌な予感がした。果たして、天あま野のは首を縦に振った。

「生まれつきのものもあるだろうが、瑠る璃り子こが言うには、彼女の血はひどく薄くなっていたそうだ。たとえおまえが彼女を救えたとしても、全身の生命力を善う知と鳥うに食いつぶされている状態では長くは生きられなかったろう……おそらく、だから暗あん剣けん殺さつは彼女をわが校に送りこんだのだ」

「最後の仕事として……たとえ死んでも惜しくない人材として、ってことかよ！」

　小角は激しく憤って、新聞のコピーをギュッと握りつぶす。

「それにしても、政治家までが暗剣殺と癒ゆ着ちやくしているとは、思っていた以上に手ごわそうだな。魔法建設省や魔法建築協会にも、スパイがいるかもしれん……そして、どうしてわが校を狙ねらっているのだ？　東京都を転てん覆ぷくさせるよりも重要な目的とは何なのだ。魔法建築学校は全国にいくつもある、うちよりも名門のところもあるのに、なぜだ……？」

　天野は深いため息をついた。そのとき小角は、キッとした目を天野に向けて言った。

「暗剣殺の目的が何だろうが、手ごわかろうがどうだろうが、人の心の弱みにつけこんで陥おとしいれて利用しやがるようなやつらを放っちゃおけねえぜ。滝川に必要だったのは、滝川がほんとうに欲しがってたのは、呪じゆ力りよくなんかじゃなかった。たったひとり友達がいれば、それだけで良かったのに……そうすればあいつは誰だれも憎まなかった、夜や叉しやになんかなることもなかった。強さよりも、もっとずっと大事なものがあいつには必要だったんだ……！」

　小角は右手首に巻かれた白いレースのハンカチに視線を落とす。小角の術を封じるためにデートに誘ってわざとボウリングの球を落とした百ゆ合り……だが、このレースのハンカチを小角の手首に巻いた瞬間、あの瞬間の百合こそが、ほんとうの彼女の姿だったのだと、小角は思った。

　エムドナルドで見せたはじめての笑顔、そしてあのとき百合が、小角の手を封じることになるボウリング場に誘うのをためらった……それこそが百合のほんとうの気持ちだったと、小角は確信できる。夜叉の仮面の下の顔は、彼女がさいごに見せた涙、当たり前の優しい少女の顔だったことを、小角だけは知っている。

　だからこそ、いまだ正体すらもよくつかめない『暗剣殺』への強い怒りと憤りが、小角の胸の中にはっきりと生まれていた。それに気づいて、天野は小角に視線を向ける。

「怒っているのか、榎えのき」

「もちろんです。やつら、ぜったいにブッつぶしてやる！」

　小角の怒りは、まるで燃えあがる炎のようだった。止めてもいさめても忠告しても、その気持ちが抑えられるようなものでないことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……無茶をしすぎるなよ」

　天あま野のは小お角づぬの肩をそっと叩たたいて、ただそう言った。



　小角が教官室を出たとき、そこに東つ日が流ると亜あ彌びが立っていた。小角は不審に思ってたずねる。

「よう東日流、なんだかおまえに会うの久しぶりだな。こんなところで何してんだ？」

「きのう、わが社で暗あん剣けん殺さつがらみと思われる事件があったので先生に報告しにきたのだ」

　東日流は無愛想に答える。東日流の後ろで亜彌が言った。

「小角さまのお話が終わるのを待っていたんです。伽きや羅らさんは、まだお休みですか？」

「体調は回復してるから、明らかにズル休みだけどな。今日は大人気メロドラマ『冬のカナタ』の一挙再放送があるし」

　小角は答える。東日流はそんな小角に、厳しい目を向けて言った。

「そんなことを許しておいていいのか、小角。式神の管理もできないようでは、術者としていずれ命取りになるかもしれないぞ」

　東日流の憎まれ口はいつものことだったが、いつになくとげとげしい敵意がふくまれていた。自分はまだまだ強くならなくてはいけない、そして小角をしのがなくてはならない……悲壮なまでの決意を胸にしている東日流には、小角の顔を見ることすら苦痛だった。

「いいか、小角。弱いことは罪悪だ、それを忘れるな」

　東日流は小角にそう言い残して、教官室に入ろうとする。小角はムッとして、

「おい、東日流！」と、東日流の肩を後ろからぐいっと強く引っぱった。

「俺おれはそうは思わねえ。強くなることよりも、もっと大事なことがあるはずだぜ！」

　小角は強い視線を東日流に向けて、断言した。亜彌には、小角が百ゆ合りのことを言っているのだとわかったが、東日流にはわからなかった。東日流は肩をつかむ小角の手を冷たく払いのけて、言った。

「その甘さが、いつかかならず身を滅ぼす結果になるぞ」

「かまわねえさ。友達を助けるためなら、俺の身なんて何度でも滅ぼしていいぜ！」

　純粋すぎる小角のことばに、東日流は鬱うつ陶とうしそうに目をそむけ、小さな声でつぶやいた。

「なぜ天は、おまえのような心の弱い人間に力を与え、俺には……」

「何か言ったか？」

　小角は眉まゆをひそめてたずねた。だが東日流は、自分の心に生まれた暗い感情を振りきるように首を横に振ると、

「……何でもない」と言い捨てて、教官室に入っていった。亜彌は小角に気をつかって、軽く頭を下げてから、あたふたと東日流を追いかける。

　東日流の胸には、ひとつの決意があった。

　同じ父の血を受けついだ出雲いずもと自分の間に違いがあるとすれば、それは母の血である。

出雲いずもの母・妙たえ子こは、東つ日が流るを多た摩まの山中で殺そうとしたあと、心を休めるために長いあいだ静養していると聞くが、どこにいるのかは東日流には教えられていない。そして東日流を産んだ母の名も、昨日はじめて知った。

（かならずふたりの母を見つけだす。ふたりの母の違いがわかれば、兄この上かみにあって俺おれに無い資質がきっとわかるはずだ……！）

　その心のどこかに、生まれてすぐ別れてしまった母への思慕があることに、東日流自身は気づいていなかった。いつにも増して無言のままじっと思いつめているようすの主人の背を、亜あ彌びは不安そうな目でじっと見つめていた。

（東日流さま。何を案じておられるのですか、どうしてわたしに相談してくださらないのですか。東日流さまのためなら、わたしはいつでも喜んでこの身の全すべてをささげますのに、わたしでは力不足なのですか。東日流さまの助けにはならないのでしょうか……？）

　痛々しいまでの亜彌の気持ちに、背を向けたままの東日流は気づかなかった。亜彌の目から悲しい涙が一粒、流れ落ちたことにも……。



　残された小お角づぬは、東日流のようすがおかしいのが気になったが、そのとき予鈴が鳴ったので、教官室を離れて教室へ向かった。

　朝早い廊下をたったひとりで歩きながら、小角は百ゆ合りのことを思いだしていた。彼女とさいしょに出会った朝と同じ、静かな朝だと思った。

　人が生まれ変わるものなのかどうか、小角にはわからない。だが百合がさいごに言い残したように、もし生まれ変われるものなら、

「今度こそ友達になって、おまえを苦しめるやつらから守ってやるからな。おまえを苦しめた暗あん剣けん殺さつも、必ずこの手でブッつぶしてやるから見てろよ、滝たき川がわ……」

　と、小角はレースのハンカチが巻かれた右手に左手をそえて胸に抱きしめるようにしながら、小さな声で、だが強い決意をこめて、そう呼びかけた。

　小角はもう、自分の中にひそむ力におびえてはいなかった。過去を恐れもしていなかった。

（俺が誰だれであろうがかまわねえ。その力のおかげで、誰かを救えるんなら……！）

　小角が目を向けると、窓の外にはあふれるような朝の光と、緑豊かな校庭の木々が見えていた。それは小角にとって、今までとは違う新しい朝のはじまりだった。



《完》



    

  
    
      


　　　あとがき



　はぁ、風水５、無事に出せて良かった……っていきなり物騒なこと言ってますが、この本を執筆中に一週間ほど入院してたのでした。入院というと「白衣の天使。萌もえ」とか言ってるフェッグ（懐）がいそうですが、東つ日が流るが入院してたような豪華な個室で優雅に過ごすはずだったのに、元気だったので大部屋に入れられてしまいました。おかげで友達がたくさんできて毎日合宿状態で退屈しなかったけど、今年のライトノベルフェスティバルにも、風水学園でお誘いを受けていたのですが、そういうわけでまた行けませんでした。

　将まさ門かどっちの祟たたりかしら……とか言って、本当は首塚の中には将門の首は入っていないのです。関東大震災のあと、首塚を調べると中に何も入っていなかったから、大おお蔵くら省しようの建物を作ることにしたのです。だとすると首塚の祟りの正体は何なんでしょう？　私が思うに、首塚を拝おがみにくる人たちのさまざまな念を糧かてにすべく鬼門裏鬼門方向から集まってきた低級霊の仕し業わざじゃないかと。東国の独立戦争の英雄が、自分が守ろうとした関東に祟りをなすとは思えないし。とりあへず今回将門を扱うということで、退院後の私のかわりに担当さんが神かん田だ明みよ神うじんにお祓はらいに行って、私と凪な良ぎ先生にお守りを買ってきてくれました。これでどうか祟りが起こりませんように。ついでに風水学園もっと売れますように（目的違）。

　鬼おに塚づか議員で思い出したけど、以前、某政党の元党首と会ったときに、おじさんなのにスキンケアばっちりで肌はツルツル、真夏の屋外なのに手はひんやりして清潔で全然ベタベタしていなかったので「どうして？」と聞いたところ、政治家たるものエチケットとして、握手する前にウェットティッシュでこまめに手を拭ふいておくのだそうです。偉い。

　あと、百ゆ合りのように友達の手が欲しいのに自分からはどうしても手を伸ばせない人もいます。友達とどうやってつきあっていいのか、わからない子もいると思います。私は中学生のとき、自分の趣味に没ぼつ頭とうするあまり、人づきあいがわずらわしくて友達を拒絶していました。ところが席替えのときに後ろの席になったＴ君が、そんなとっつきにくい私になぜか（ほんとになぜなのか）話しかけてきてくれました。目がくりくりして可愛かわいらしい美少年でした。最初はほとんど無視してたのに、それでも毎日構ってきてくれたのでだんだん話すようになるうちに、わたしは「そっか、人とはこんなふうに話せばいいんだ」と目からウロコが落ちて、他ほかの子にもそんなふうに話すようにしたら、たちまち男も女も友達が山ほどできました（そのせいで先生に影かげ番ばんだと思われて、それはそれで困ったけど）。

　一人のほうが好きだけど、みんなといると楽しいんだ、ということを初めて知りました。Ｔ君はその後すぐに転校してしまったけど、もしかしたらわたしに「きみの周りには友達がいるんだ」と気づかせるために来た天使だったのかもとか思ったり。あなたの周りに、もしわたしや百合みたいな子がいたら、どうかその子の天使になってあげてくださいね♪

　　二〇〇四年六月月

　　夏緑＠凪良先生、二章のちまちま祝はふりちゃん（尾行中）ください（笑）
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